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　日課のランニングを終え、黒鉄一輝くろがねいっきが学生寮の自室に戻ると、

　そこには半裸の美少女が居た。

（……え？）

　燃えさかる炎を体現するかのようなウェーブのかかった紅蓮ぐれんの髪。

　日本人離れした美しい顔立ちの中央で、突然の侵入者に対する驚愕きょうがくで見開かれた真紅ルビーの瞳。

　黒のレース地に包まれた起伏の大きい肢体したいは淡く白く、まるで初雪のよう。

　綺麗きれいだ。一輝はそれ以外に、少女の容姿を表す言葉を持てなかった。

　少女の美しさはさながら絵画に描かれた女神のように神々こうごうしくすらあり、邪よこしまな色欲など入り込む余地もない。ただただ、目を奪われる。

　しかし、しかしだ──何故そんな少女が自分の部屋にいる!?

（僕は入る部屋を間違えたのか？）

　そう考えるも、第一学生寮４０５号室。六畳一間＋二段ベッドの狭い空間は間違いなく一輝の部屋だった。ならば部屋を間違えたのは少女の方ということになるのだが──


「ひ────」



　少女の喉から引きつったような悲鳴が漏れる。

　続いて聞こえるのは少女の肺が空気を吸い込む音。

　不味まずい。今叫ばれたら、問答無用で男の方が悪者だ。

「待ってくれッ！　君の言いたいことはわかる。不可抗力とは言え、僕もばっちり見てしまったものを見ていないなんて、言い訳はしない」

　一輝はあえてこの悲劇がどちらの過失によって生まれたものか、そこに言及しなかった。

　自分と同じ年頃の少女にとって、柔肌をどこの馬の骨ともわからぬ男に見られることが、どれほどの苦痛かは想像できる。ここは男として、自分が一肌脱ぐべき場面！

　ならば──

「だから僕も脱ぐからおあいこってことにしよう！」


「いやぁあああああ!!!!　ケダモノぉぉおおおおお!!!!」



　かくして悲鳴は朝の静寂を切り裂き、天を衝ついたのだった。当然である。
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《伐刀者ブレイザー》。

　己おのれの魂たましいを武装──《固有霊装デバイス》として顕現けんげんさせ、魔力まりょくを用いて異能の力を操る千人に一人の特異存在。

　古い時代には『魔法使い』や『魔女』とも呼ばれてきた彼らは、科学では測れない力を持っており、最高クラスならば時間の流れを意のままに操り、最低クラスでも身体能力を超人の域に底上げすることができた。

　人でありながら、人を超えた奇跡の力。

　武道や兵器などでは太刀打たちうちすることすら叶かなわない超常の力。

　今や警察も軍隊も──戦争ですら、伐刀者ブレイザーの力なくては成り立たない。

　だが、大きな力には相応の責任が伴う。その一つが《魔導騎士まどうきし制度》である。

　魔導騎士制度とは、国際機関の認可を受けた伐刀者ブレイザーの専門学校を卒業した者にのみ『免許』と『魔導騎士』という社会的立場を与え、能力の使用を認めるというものだ。

　そしてここ、日本の東京都とうきょうとに東京ドーム十個分という広大な敷地を持つ『破軍はぐん学園』もその免許を取得するための、日本に七校ある『騎士学校』の一つである。

　ここでは若い伐刀者ブレイザーたちが『学生騎士』として日々己の技を磨みがき、切磋琢磨せっさたくましている。

　その破軍学園の理事長室に、悲鳴を聞きつけた寮の警備員に痴漢として現行犯逮捕された黒鉄一輝くろがねいっきは連れてこられた。

「なるほど。下着姿を見てしまった事故を、自分も脱ぐことで相殺そうさいしようとしたと」

　皮のソファーに座る、煙草たばこをくわえたスーツ姿の麗人れいじん、破軍学園理事長・新宮寺しんぐうじ黒乃くろのは一連の騒ぎの原因と経緯を一輝から聞き終えると──呆れた表情で言い放つ。

「アホだろお前」

「フィフティフィフティで紳士的なアイデアだと思ったんですけどね」

「確かにある意味紳士的ではあるな」

「いや変態紳士という意味ではなく……まぁ今思えば突然のことで僕も混乱していたんだなぁ」

「ふむ。つまり、彼女の魅力的な裸体を見て我を見失い、思わず服を脱いでしまったと」

「……確かにそうなんだけど、その言い回しはやめてくれません？　なんか僕がすんごい危ない人みたいじゃないですか」

「とは言ってもな黒鉄。彼女の立場になって考えてみろ。春休みで人の少ない学生寮で着替えをしていたら、突然見知らぬ男が入ってきて、おもむろに衣服をキャストオフ。どうだ？」

「すんごい危ない人でしたね……」

　言われた通り彼女の立場になって考えてみた一輝は戦慄を覚えた。

「……はぁ。ステラさんには留学初日に申し訳ないことしてしまったなぁ。このことで日本を嫌いにならないでくれればいいんだけど」

「なんだ。黒鉄はヴァーミリオンのことを知っているのか」

「ついさっき思い出しました。鉢合はちあわせしたときは気が動転して忘れてましたけど」

　彼女の名前はステラ・ヴァーミリオン。

　ヨーロッパの小国ヴァーミリオン皇国こうこくの第二皇女こうじょ。

　彼女が日本の破軍学園に入学したことはそこそこ大きなニュースになっていた。『十年に一人の天才騎士！　ヴァーミリオン皇国第二皇女ステラ・ヴァーミリオン様（15）破軍学園に歴代最高成績で首席入学！』という見出しの新聞記事は、まだ記憶に新しい。

「本物のお姫様で、首席入学なんて、すごいですよねぇ」

「それもぶっちぎりのナンバーワンだぞ。すべての能力が平均値を大幅に上回り、伐刀者ブレイザーにとって一番大切な能力である《総魔力オーラ量》に至っては新入生平均の約三十倍という正真正銘のＡランク化け物だ。……能力値低すぎで留年してもう一回一年生をやるＦランク誰かとはえらい違いだな。なあそう思うだろ《落第騎士ワーストワン》」

「ほっといてください」

　むすっとした表情で黒乃の嫌味いやみに抗議しつつ、しかし否定はしない。できるはずもない。

　何しろ黒鉄一輝の《総魔力量》は平均の十分の一しかないのだから。

「しかし困ったことになった。留学には色々な手続きがあるから、入学式よりも早く来日してもらったのだが、初日からこんなハプニングが起こるとはな。まあともかく、この一件、下手をすれば国際問題にもなりかねん。だから黒鉄に非はないが……責任をとってもらう。理不尽りふじんに感じるだろうが、男の度量を見せろ」

「……男ってなんでこう都合のいいときだけ利用されるんでしょうね」

　一輝は己の境遇にため息をつく。そのときだ。


「…………失礼します」



　理事長室のドアが開き、件くだんの少女、ステラ・ヴァーミリオンが入室してきた。

　先ほどまでとは違い、ちゃんと服を着ている。

　シックな色合いの趣味のいいブレザー。破軍学園の制服姿だ。主張しない色合いが、炎のような髪を際立たせてとてもよく似合っている。

　特に目を引くのが胸元だ。制服の上からでもわかる大きな膨らみがリボンを押し上げ、強い存在感を放っている。その存在感に一輝は思わず、先ほど見た彼女の下着姿を思い出しそうになったが……すぐに彼女の表情を見て息を詰まらせた。

　泣いていたのだろうか。恨うらみがましい視線を投げてくる目元は赤く腫はれている。

「ごめん」

　だから、その言葉は自然と口から出た。

　男は女の子を泣かせるものじゃない。

　たとえ自分に非が無くても、彼女があの瞬間感じたであろう恐怖は本物なのだから。

「あれは不幸な事故で、僕も別にステラさんの着替えを覗のぞこうと思ったわけじゃない。ただ、見てしまったものは見てしまったわけだから、男としてケジメはつける。ステラさんの気が済むように煮るなり焼くなり好きにしてくれ」

「……潔いさぎよいのね。これがサムライの心意気なのかしら」

「口下手なだけだって」

　聞き心地のよい澄んだステラの声に、一輝は苦笑を返す。

　するとステラも……強ばった表情を和やわらげて、薄く微笑ほほえんだ。

「ふふ……正直なところ、ええ、もう来日していきなり痴漢ちかんに遭あうなんて、なんて最低な国なのかしらと心底この国が嫌いになりかけたし、国際問題にしてやろうかとかも思ったほどだけど、貴方あなたのおかげで少し気が変わったわ。貴方がそれほどの心意気を見せたからには、アタシも皇族として寛大な精神で応じなければならないわね」

　部屋に入ってきたときの敵意はもうどこにもない。

　その好意的な表情を見て一輝は認識を改める。

　皇女というから偉ぶった気難しい子だと想像していたが、話のわかるいい子じゃないかと。

「イッキ。貴方の潔さに免じてこの一件、──ハラキリで許してあげるわ」

　……本当に思っただけだった。

「いや、ちょっとまって。なに？　大負けに負けてもハラキリなの!?」

「それはまあ、姫であるアタシにあんな粗相そそうをしでかしたわけだし死刑は当然でしょ？　本来なら丸太に縛り付けて国民全員で一発ずつ石打ちにするところを、本当に特別なんだからね」

「それもう処刑ってよりただユッケ作ってるだけだよね」

「名誉死にしてあげるだけでも出血大サービスよ」

「出血するの僕なんだけど!?」

「ははは。黒鉄。なかなか上手いことを言うな」

「いや笑ってないで理事長も教育者なら、この校内殺人止めようよッ!?」

「黒鉄。お前の命一つで日本とヴァーミリオン皇国の恒久的な平和が買えるんだ。安い買い物だとは思わないか？」

「人の命差し出しておいて安い買い物って言いぐさはないよねッ!?」

　一輝からすればこれほどのぼったくりはない。

「あ、あのさぁステラさん。もう少し他の解決方法はないのか？」

「む、何が不服なのよ。日本男子にとってハラキリは名誉なんでしょう？」

「いや、僕平成生まれのゆとりっ子だし、サムライとか関係ないし！　ヒップホップとか超聞くしＹＯッ！」

「とってつけたようなキャラ付けだな」

「理事長は止める気がないなら黙っててくださいっ！」

　茶々を入れた黒乃を怒鳴りつける一輝。

　だがその一輝の狼狽ろうばいした様子を見て、ステラは再び表情を険しくした。

「なによ！　さっき煮るなり焼くなり好きにしろって言ったじゃないの！　男なら自分の言った言葉には責任を持ちなさいよッ！」

「い、いや、あれは日本語独特の言い回しというか、ホントに煮て焼かれる予定だったなんて思わなかったし！」

「言い訳も言い逃れもしまくりだな黒鉄。男としてのケジメとは何だったのか」

　うるさい。そんなものより目先の命だ。

「……と、ともかくたかだか下着姿見たくらいで命までは支払えないよ！」

「たっ、たかだかですって!?　し、ししし信じられない！　信じられないわこの変態ッ!!　嫁入り前の姫の肌を汚しておいてなんて言いぐさなのッ!?　お父様にも見せたことないのに!!」

　一輝の不用意な言葉にステラの瞳に怒りの炎が灯る。

　いや、燃えているのは……瞳だけではない。

　ステラの周りの大気が、ひりつくような熱を帯びて、燐光りんこうを散らし始めていた。


（そういえば新聞に書いてあった彼女の能力は────）



「もう許せない！　アンタみたいな変態・痴漢・無礼者のスリーアウト平民はこのアタシが直々じきじきに消し炭にしてやるわ!!　傅かしずきなさい！　《妃竜の罪剣レーヴァテイン》！」

　瞬間、理事長室を熱を帯びた極光が照らし、ステラの両手に炎を纏まとう大剣が顕現けんげんした。

　それは、伐刀者ブレイザーの魂を具現化させた固有霊装デバイス。

　『聖剣せいけん』『魔弓まきゅう』『呪具じゅぐ』『宝具ほうぐ』──

　様々な形態をとって伝説や伝承で語られる『魔法の杖』だ。

　伐刀者ブレイザーはこの媒体を用いることで、己の異能──伐刀絶技ノウブルアーツを行使する。

　そして、《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》の能力は、すべてを焼き尽くす灼熱の炎──！

「覚悟しなさいこの変態……！　この世から塵ちり一つ残さず蒸発させてやるわ……ッ！」

「ほ、本気かっ!?」

「問答無用ッ!!」

　振り下ろされる炎剣。それに対して、一輝は瞬時に防御を行った。

「来てくれ！　──《陰鉄いんてつ》!!」

　烏からすのように黒い鋼の日本刀。

　Ｆランク騎士、黒鉄一輝の固有霊装デバイス《陰鉄》を用い、ステラの打ち下ろしを防いだのだ。

　だが──

「浅はかな抵抗ねッ！」

「熱っ!?」

「熱くて当然！　アタシの伐刀絶技ノウブルアーツ《妃竜の息吹ドラゴンブレス》の炎を纏った《妃竜の罪剣レーヴァテイン》の温度は摂氏三〇〇〇度！　爪を防がれても、妃竜ひりゅうはその威光だけで敵を焼き払うのよ！」

「なんてデタラメな力だ……ッ」

　歯がみし、一輝はステラの至近に留まることを嫌って、目一杯距離を取る。だが、

「ふ、ふふふ……バカな男。この狭い部屋で逃げ切れるわけないじゃない。……すぐに消し炭にして、嫁入り前の肌を汚されたアタシの汚点をこの世から抹消まっしょうしてやるわ!!」

「待って待って！　ちょっと落ち着こうよ！　汚したってそんな人聞きの悪い……っ。別に何もしてないじゃん！」

「うそ！　アタシの裸を、い、いいい、いやらしい目でじーっと見てたくせにっ！」

「確かに見たけど、でもあれは──あ、あれはその……スケベなこと考えてたわけじゃないんだって！　ただ、そのなんというか、──あんまりにもステラさんが綺麗だったものだから見とれちゃったんだッ！」

「ふぇッ!?」

　瞬間、怒りで沸騰ふっとうしていたステラの顔が一層真っ赤になった。

　余計怒らせたかと一輝は冷や汗をかいたが、

「な、なななにをい、言ってるのよバカ！　み、未婚の女性に軽々しく、き、綺麗きれいだなんて……っ。こ、これだからデリカシーのない庶民しょみんは……ッ！」

　とたんに《妃竜の罪剣レーヴァテイン》に宿った炎が勢いを失い、チロチロとしたとろ火になった。

　ステラ自身もさっきの剣幕はどこへやら、居心地が悪そうに視線をさまよわせモジモジし始める。見れば先ほどまでつり上がっていた眉毛も、へなっと力を失って下がり気味になり、瞳も戸惑うように潤うるんでいた。どうやら照れているらしい。

（意外だ。ステラさんくらい綺麗ならこんなの言われ慣れてると思ったけど）

　まあなんにしろ、ステラの気勢が衰おとろえたのは一輝にとってチャンスだった。

　この機に乗じて、一輝は何とかステラの説得にかかる。

「ともかくさ、今回のことはそもそもそっちが間違えて僕の部屋で着替えてたのが根本的な原因なんだから、ハラキリは勘弁してよ」

　だがこの一輝の説得に、ステラは再び表情を険しくした。

「何をワケのわからないことを言っているのよ！　アタシの部屋に勝手に入ってきたのはアンタの方でしょうッ！　アタシはちゃんと理事長先生から貰った鍵であの部屋に入ったのよッ!?だったら間違えてるはずがないわッ！」

「……え？」

　ちょっとまて。

　考えてみればそもそも、一輝は自分の部屋に鍵をかけていた。

　だから、ステラが部屋を間違っても、そもそも入れるはずがないんだ。

　だが彼女は中にいた。何故か。

　その理由を今、ステラが口にした。黒乃から鍵を貰ったと。

「……どういうことですか理事長」

「く、くくく……」

「……理事長先生？」

　二人が揃って黒乃に視線を向けると、彼女はなにやら堪こらえかねたようにくつくつ笑い、

「ふふ、いやいやすまない。なにやら面白いことになっていたのでつい意地悪をしてしまった。いやなに、どういうこともなにも、そういうことさ。破軍学園の寮が二人一室なのは黒鉄なら知っているだろう。つまり黒鉄もヴァーミリオンも、どちらも部屋を間違えてなんかいない。簡単な話……君たちはルームメイトなんだよ」

　そんな、トンデモナイコトを口にした。


「「え、えええええええええええええええ!?!?」」







◆
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「ど、どういうことですか理事長先生！　アタシが、こ、この変態とルームメイトって！」

「そのままの意味だぞステラ・ヴァーミリオン。なにか疑問が？」

「大ありですッ!!!!」

「僕もです。確かに破軍学園の寮は二人一部屋だけど、男と女が一緒なんて聞いたことない」

「それは私が理事長に就任する前だった去年までの話だ。黒鉄。お前にはすでに話しただろう。私の方針を」


「……完全な実力主義。徹底した実戦主義…………でしたっけ」



「そう。それが私の方針だ。破軍学園は近年、日本にある他の騎士学校六校と比べていいところがない。年に一度、七校合同で主催し、一番強い学生騎士を決める武の祭典『七星剣武祭しちせいけんぶさい』でも負け続きだ。私はそんな破軍学園を立て直すために理事会に呼ばれた。この部屋割りはその第一歩。出席番号も性別もなにも関係ない。力の近い者同士を同じ部屋にしている。──互いに切磋琢磨せっさたくまさせ合うためにな。同等の存在が近くにいれば、そこには競争が生じるのが道理。この部屋割りはその競争を意図的に誘発するための工夫というわけだ」

　どうだすごいだろうと言わんばかりに不貞不貞ふてぶてしく己の思惑を明かす黒乃。

　しかしその理屈に一輝は疑問を持つ。

「だったらなおのこと変じゃないですか。ステラさんはぶっちぎりのナンバーワンなんでしょう？　それがなんで学年最下位で留年した僕と同じ部屋なんですか？」

「りゅ、留年!?　あ、アンタ留年生なのッ!?」

「お恥ずかしながら。……総合ランクもＦだよ」

「Ｆ……、Ｆランクとアタシが、実力の近い者って……、ど、どういうことですか！」

「くく、まあ……なんだ。君たちは特例でな。ぶっちゃけた話、ヴァーミリオンほど優れた者も、黒鉄ほど劣った者も他にいないんだ。つまり──君たちは二人とも、それぞれ全く正反対の理由でペアになれる生徒がいなかった余り者なんだよ。だから余り者同士でペアになるしかなかったというわけだ。納得してくれたか？」

「納得できるわけないでしょうッ!?」

　バンッ！　とステラは理事長の執務机を手のひらで叩き抗議を続ける。

「だ、だいたいアタシ達みたいな年代の男女が一緒の部屋で生活するなんて、ひ、非常識だわ！　間違いが起こったらどうするんですか！」

「おやおや。ヴァーミリオンは年頃の男女が一緒にいるとどんな間違いが起こると思っているのかな？　是非聞かせて欲しいな～」


「そ、それは……その、ぅぅ…………」



「なに泥酔でいすいしたオッサンみたいな絡み方してるんですか」

　恥辱ちじょくのあまり涙目になったステラに同情し、一輝が黒乃を諫いさめる。

　だが黒乃は「冗談だ」と薄く笑うだけで、決定を覆しはしなかった。

「ともかくこれは決定事項だ。君たち以外にも男女でペアになってもらう者はいる。その全員に便宜べんぎを図っていては本末転倒ほんまつてんとうもいいところだ。だからヴァーミリオン。君が皇女だからといって特別待遇は無しだ。気に入らないというのなら、退学してくれて結構だぞ？」

　退学。その言葉に目に見えてステラがたじろぐ。

　わざわざ海を越えて日本に留学しに来たんだ。そこにどういう目的や志があるのかまでは一輝にはわからないが、退学は不本意だろう。


「…………………………わかりました」



　結局ステラも黒乃の前に折れざるを得なかった。

「いいのかい？」

「し、仕方ないでしょう。それがこの学園の方針なんだったら」

　問いかけた一輝に憮然ぶぜんと言い返し、

「ただし、一緒の部屋で生活するにあたってアンタに三つだけ条件があるわ！」

　ステラは一輝に三本指を立てて条件を提示してきた。

　この制度に関しては一輝自身も不本意なのだから、そんなもの飲む義理はない。義理はないが……こっちは一応年上で、男なんだから、そのくらいは協力してあげようと思った。

「高学歴、高収入、高身長みたいなめちゃくちゃなことじゃない限り、努力するよ」

「そんなこと求めないわよ。アンタにも簡単にできることよ」

　条件は三つ。

「話しかけないこと。目を開けないこと。息しないこと」

「その一輝君たぶん死んでるよね」

「この三つが守れるなら部屋の前で暮らしていいわ！」

「しかも最終的には追い出されてるだとッ!?」

「何よ。できないの？」

「できないよそんな無茶苦茶な要求！　最低限息はさせてよ!?」

「いやよッ！　どうせ息をするふりしてアタシの匂いをかぐつもりなんでしょ変態！」

「口呼吸するから！　これなら匂いはわからないし」

「だめよっ！　どうせ舌でアタシの吐いた息を味わうつもりなんでしょ変態！」

「その発想は無かった！　お姫様の発想力パナい!?」

「いやなら退学しなさいよ！　そうすればアタシは一人部屋になれるわ！」

「そんなめちゃくちゃな……」

「やれやれ。このままではいつまで経っても話がつきそうにないな。ならこうしろ。これから二人で模擬戦をやって、勝った方が部屋のルールを決めるんだ。己の運命を剣で切り拓ひらくのが騎士道なれば、これに異論を唱える者はいないだろう？」

　見かねた黒乃が横合いから解決策を差し込む。

　それは二人で正々堂々試合をして、勝った方が意を通す、単純明快なモノ。

　騎士同士の揉め事を解決する常套じょうとう手段だ。

「ああ。それは公平でいいですね。そうしようよステラさん」

　一輝はすぐに賛成して、ステラにも同意を求めた。だが、

「は、はぁッ!?」

　ステラは目を向き、声を裏返らせた。

「え？　そんなにイヤなの？」

「い、いえ、イヤとかイヤじゃないとかどうでもいいっていうか、……あ、アンタ……自分が何言ってるか、わかってるの？」

「……なにか変なこと言ったっけ？」

「Ｆランクの！　進級すらできないような《落第騎士》がッ！　Ａランク騎士のアタシに勝てるわけ無いでしょッ!?」

　言われてようやく、一輝もステラの驚きに納得する。

　確かに、進級水準にも満たない粗末な能力値の自分が、十年に一度の天才という呼び声高い期待のルーキー相手に『試合して決めよう』と持ちかけるのは、無謀むぼうを通り越して愚行ぐこうだ。

　でも──と、一輝は曖昧あいまいな笑みを浮かべて、

「でもほら、勝負はやってみないと解らないから」

　この問題は話し合いでは到底解決できないだろう。

　ステラは譲るつもりがないし、一輝だって退学はできない。

　彼にも彼の、『魔導騎士』を目指す理由がある。

　なら、もう話し合い以外の方法に頼るほかにない。

　だから試合をやろうと、一輝はステラに言った。


　その言葉にステラは────ブチ切れた。

「んぅもぉぉおぉ～～～～！　アッタマに来た～～～～～～ッ!!　この平民！　皇女のアタシに対して覗きや露出の変態行為だけでは飽きたらず、《落第騎士》の分際でアタシに勝つですってッ!?　こんな……こんな屈辱を受けたのは生まれて初めてだわッッ！　なんて最低の国なのかしらここはッッ!!」



　ステラはもはや殺気さえ宿した灼眼しゃくがんを一輝に向けて、宣言する。

「いいわ。わかった。わかりました。やってやるわよその試合。でもアタシをこれだけバカにしたんだから、もう賭けるのは部屋のルールなんて小さなモノじゃすまないわよ！　負けた方は勝った方に一生服従！　どんな屈辱的な命令にも犬のように従う下僕になるのよッ！　いいわねッッ!?」


「え、えええええ!?　そ、それはちょっとやりすぎなんじゃ…………」



「今更怖おじ気けづいても駄目よ。アタシをここまで本気にさせた自分の軽率さを呪のろいなさい。これはもう模擬戦ではなく、決闘なんだから！」

「話はまとまったようだな。ならば第三訓練場を使え。許可は私が出す」

「り、理事長！　勝手にまとめないでくださいよ！」

　一輝が抗議するも時すでに遅し。ステラは「覚悟しなさいよね!!　フンッ!!」と鼻を鳴らし、一輝を置き去りに理事長室から出て行ってしまった。第三訓練場へと向かったのだろう。

「……はぁ。なんだか大変なことになっちゃったなぁ。困りますよ理事長。こんなの……」

「くくっ。さすがに下僕はイヤか？」

「イヤですよ。勝っても負けてもどっちもイヤだ……」


「勝っても、か……。さっきあの子の強さは見ただろう。近づくだけで相手を焼く灼熱の炎。もはやただそこに『在る』だけで他を圧倒する脅威。大した能力だ。あそこまで攻撃的な能力を有し、なおかつ使いこなしている者はそうはいない。前評判に偽りなしだ。しかし、それを見てもお前はあの子に勝つという。…………面白い男だな」



「いずれは勝たなければならない相手ですからね。それは理事長が一番知ってるでしょう。なにしろ『七星剣武祭で優勝すれば、能力値が悪くても卒業させてやる』と言ってきたのは貴女あなたなんだから。そして七星剣武祭には必ず彼女も出てくる。言ってしまえば遅いか早いかだけの違いですよ」

「そこまで解っているのならためらう必要はないだろう。要はお前が勝てばいいだけのことだ。勝って、自分の必要なだけの譲歩を引き出したら下僕云々うんぬんなんて反故ほごにしてしまえばいい。それで万事解決だ」

　ポン、と一輝の肩を叩き、黒乃も理事長室を出て行く。

　部屋に残された一輝は、今日何度目か解らないため息をつく。

（だけどまあ、確かに……勝てばいい、か）

　もちろん困難であることは知っている。

　相手は強敵中の強敵。難敵中の難敵。一瞬だが対峙たいじした一輝には解る。ステラの才能は圧倒的だ。感情に呼応し、大気に散る燐光りんこう。意識せずともあふれ出すオーラの力。彼女の前に、一輝の魔力など真実『ない』に等しい。アリと象。まったくもって比較にならない。同じ尺度で測ることすら馬鹿馬鹿しい。でも──……

（どんな絶望的だろうと、負けられない戦いも、逃げられない戦いも、いつか必ず訪れる）

　とっくに覚悟していたことだ。


　あの日、────彼の笑顔を見てこの道を歩むと決意してからずっと。



「なら、やるしかないか」

　つぶやき、一輝も理事長室を後にした。

　決闘の舞台へ向かうために。己の運命を、その魂の刃やいばで切り拓くために。





◆






　魔導騎士が国家の戦力としての側面を持つ以上、当然戦闘技能が求められる。

　国家間の戦争はもちろん、伐刀者ブレイザーとしての力を悪用する《解放軍リベリオン》をはじめとするテロ組織やら犯罪結社に対抗するためにもこれらは必須だ。

　故に、破軍学園の敷地にはいくつものドーム型闘技場が点在しており、内部には直径百メートルほどの戦闘フィールドと、それをすり鉢状に囲む観客席が設けられている。

　そのうちの一つ、第三訓練場の中心に黒鉄一輝とステラ・ヴァーミリオンの姿があった。

　レフェリー黒乃を挟み、二十メートルほどの間を空あけて対峙する両者。

　そして、そんな二人を見つめるいくつもの視線が観戦席にある。

　元々この訓練場を使ってトレーニングしていたり、噂うわさを聞きつけて見学に来た、二、三年生たちの視線だ。数は二十強と、春休み中に突然決まった模擬戦の見学者としては数が多い。その誰もがお目当ては鳴り物入りで入学した超新星スーパールーキーステラだった。

『あの子がヴァーミリオンの《紅蓮の皇女》かー』

『すっげえ美人じゃん』

『髪の毛が綺麗……。燃えているみたいで素敵……』

『でも相手の方は誰だ？』


『…………あれって、留年した黒鉄じゃないか』



『留年？　なんでそんなのと戦うの？　ステラさんって確かＡランクの天才なんでしょ？』

『知らないよ。……なあ、二年で去年彼と一緒のクラスだった人、いない？　いたらどんな騎士なのか教えて欲しいんだけど』

『オレ同じクラスでしたけど、あいつ実戦教科を受講する能力基準に能力値が足りてなくって、実戦してるとこ見たことないンスよね』


『進級どころか、訓練の基準にも足りてないって…………ひどすぎないそれ？』



『なーんだ。つまらねえ。こんなのお姫様が瞬殺して終わりじゃねえか』

　漏れ聞こえてくる黒鉄一輝という男の情報に、ステラは失笑する。

「アンタ。聞けば聞くほどダメダメね。もう魔導騎士を目指すのなんてやめて、普通の人間として生きた方が身のためなんじゃないの」

「まあ、そうなのかもしれないけどさ。でも、勝負はやってみないとわからないし」

「わかってるの？　負けたらアンタ、アタシの下僕なのよ」

「わかってるよ。でも、それは負けたらの話だろう。なら、僕が勝てばいいんだ」


「…………あくまでも、アタシに勝つつもりなのね」



「そのための努力はしてきたつもりさ」

　ステラのとげとげしい言葉に困ったような曖昧な笑みを浮かべ佇たたずむ一輝。

　しかし彼はその脚を開始線から退どけようとはしない。

　一輝はすでに覚悟を決めていた。それがなおさら……ステラには腹立たしかった。

（努力……ね）

『努力すれば天才にだって勝てる』

　そう思っている凡人が、ステラは大嫌いだった。

　なぜなら、そういう人間に限って、ステラに敗れたとき、こう言うのだ。

『努力したけど、才能には勝てなかった』──と。

　まるで、自分だけが努力しているみたいに。

（まるで……、アタシが才能だけで勝っているみたいに）

　イライラする。

　ステラだって、最初から強かったワケじゃない。

　いやむしろ逆。

　幼い頃のステラは……まともな騎士になることすら不可能といわれていた。

　強すぎるステラの能力は、あろうことか彼女自身の身体すらその灼熱の炎で焼いたのだ。

　父も母も、周りの誰もがステラは騎士にはなれないと思った。

　だがそれでも……ステラは諦あきらめなかった。

　自分に優れた騎士の力があることを知っていたから。

　ヴァーミリオン皇国のような小国にとって、強い伐刀者ブレイザーの存在はとても大切なもの。

　かつてあった第二次世界大戦で、極東の小国だった日本を戦勝国へと導いた大英雄『サムライ・リョーマ』のように、小さな国は強力な魔導騎士の存在によって、初めて大国と対等に渡り合えるのだから。

　今は自分の身すら焼くこの力。

　しかし使いこなせるようになれば、国のみんなを守る大きな助けになる。

　だからステラは諦めずに、周りからどれだけ反対されても修行を続けた。

　そして、三年かけてようやく《妃竜の息吹ドラゴンブレス》をモノにした。

　その間、何度も大火傷を負った。何度も挫くじけそうになった。

　──それでも努力し続けてきたからこそ、今の自分がある。

（だからそんな、才能とか、天才とか、安っぽい言葉で片付けられちゃたまらないのよ！）

「それではこれより模擬戦を始める。双方、固有霊装デバイスを《幻想形態げんそうけいたい》で展開しろ」

「来てくれ。《陰鉄》」

「傅きなさい。《妃竜の罪剣レーヴァテイン》！」

　ステラは魂の具現である剣を《幻想形態》──人間に対してのみ、物理的なダメージを与えず、体力を直接削り取る形態で召喚し、目の前の男に誓う。

　──叩き潰つぶしてやる。

　才能には勝てない。天才は特別な存在だ。

　そんな自己欺瞞じこぎまんが空々そらぞらしくなるほどの、絶対的な敗北で、踏み潰してやると。


「よし。…………では、LET's GO AHEAD試合開始！」

　こうして、天才騎士ナンバーワンと落第騎士ワーストワンの戦いは始まった。





◆







「ハァァァァアァ！」



　開幕と同時にステラは一輝に走り寄り、炎纏う一刀を振り下ろす。

　力任せに叩き付ける一撃は、一見粗暴に見えながらも恐ろしく鋭い。

　しかし大振りは大振り。一輝はその剣筋を正しく見切り、《陰鉄》で受け止め──

「ッ!?」

　ようとする行動を突如中止し、バックステップで後ろへ逃げた。瞬間、《妃竜の罪剣レーヴァテイン》が床に叩き付けられ、ずおんっ、と──第三訓練場そのものが激震した。

「良い見切りね。受けてたらただじゃ済まなかったわよ」

「なんてふざけた攻撃力だ。理事長室では本気じゃなかったね」

「当然よ。あんなところで本気だしたら、校舎が壊れちゃうもの」

　にやりと笑い、追撃の構えを見せるステラ。

　一輝は間合いを再び取るためにバックステップする。

　こんなのとまともに打ち合っては腕がもげる。

　ステラの武装は大剣。超重量武器だ。移動の速度では自分が勝る。ならば速度でかき回す。

　それは攻撃力で勝る超重量武器相手のセオリーだ。


　だが────そんな常識セオリーが、この埒外らちがいの怪物相手に通用するはずもない！



「遅いわ。遅すぎる」

「っ!?」

　轟ごう、と風を鳴らし、ステラは一輝の速度についてきた。

「スピードでなら勝てると思った？　残念ね。魔力の使い方はなにも攻撃だけじゃない。足裏に集めて爆発させれば機動力を向上させることもできる。そしてアタシの総魔力量は並の伐刀者ブレイザーの三十倍。アンタらみたいにせこせこ残りの魔力を考えて行動する必要がない。試合中この速度を維持し続けても──それでも余る。ようするに、アンタは威力でも速度でもアタシに勝つことができないってことよ！」

　たとえるならば、ステラ・ヴァーミリオンは『燃料無限の超高機動重戦車』なのだ。

　その理不尽りふじんとも言うべき性能を目まの当たりに、一輝は苦笑いする。

（これが……Ａランクか）

　一輝が目指す学生騎士の頂点、歴代の『七星剣王』ですら、大半はＢランクかＣランクで占められている。学生でＡランクというのはもはや学生の頂点に収まるような器ではない。

　歴代のＡランク騎士は一人の例外もなくすべてが歴史に名を刻むほどの大英雄だ。

　十年に一度の逸材。その前評判は決して偽りではない。

　それを思い知った一輝に《紅蓮の皇女》は大地すら揺らす回避不能の一閃いっせんを振り下ろす。

　もはや速度ですら逃げ切れない鋼の一撃に、一輝もまた鋼をもって応じ、剣戟けんげきが始まる。

　連続して響く快音は第三訓練場に集まった観衆の耳朶じだに音楽のように響いた。


『おおお…………っ!!!!』



　あがる歓声。

　彼らが見つめるのは、《妃竜の罪剣レーヴァテイン》。その焔ほのおが描く軌跡だ。

　それは研ぎ澄まされた剣技の軌跡。

　魔導騎士に武道や剣術を極める者は少ない。

　そんなことに時間を使うくらいなら、同じだけの時間を使って異能の鍛錬を行った方がずっと強くなれるし、なにより学校や社会もそれを推奨するために、魔導騎士としての評価基準に武道や剣術を盛り込んでいないからだ。

　だがそれは──魔導騎士の大多数を占める半端者はんぱものの考え。

　ごく少数の本当に強い騎士たちは、ほぼ全員が異能だけではなく武道も修めている。

　彼らには強さに対する飽くなき渇望かつぼうがあるからだ。

　己の力になる全てのモノに手を出し、それを修め、さらなる高みを目指す。

　ステラ・ヴァーミリオンがまさにそれだった。

　ヴァーミリオン皇国の剣技大会で優勝したこともあるステラの『皇室剣技インペリアルアーツ』は舞のように美しく、しかし烈火れっかの如ごとく苛烈かれつに一輝を追い立てる。

　一輝は隙すき無く飛来するステラの剣閃を、防ぐだけで手いっぱいだ。

　後ろへ後ろへと、後退し続ける。

『やっぱりこうなるよな。あの留年生、押されっぱなしだ』

『そうね、精一杯逃げ回ってるって感じ』

『こりゃ時間の問題だなー』

　予想通りの一方的な展開に、観客席に冷めた空気が漂う。だが──

（なによ……これ）

　その展開に、ステラ・ヴァーミリオンは耐え難い違和感を覚えていた。

　一撃で大地に激震を奔はしらせるステラの剣撃は問答無用で相手を押し潰す一撃だ。押されっぱなしなどという展開は本来起こり得ない。起こり得るはずがない。当然だ。彼女の一撃はそもそも受け止めることを許さないのだから。

　ならば、この現状はどういうことだ？

　一方的に攻め込んでいるはずのステラの額ひたいに冷たい汗が浮かぶ。

　逃げ回っている？　防戦一方？　時間の問題？　それは誤りだ。

　ステラ自身は気づいていた。

（アタシは、──あしらわれている！）

「はぁぁ！」

　ステラは目の前の敵に《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を打ち下ろす。


　対する一輝はそれを《陰鉄》で受け────決して受けきらずに、受けた衝撃を後ろへ進む力として、ステラの間合いからスルスルと逃れていく。



（……またっ！）

　確かに一見すれば、ステラのパワーに一輝が押し込まれている構図にも見える。

　だが現実は違う。一輝の技巧の前に、ステラの攻撃力が封殺ふうさつされているのだ。

　パワーを受け流す柔らかい防御。口で言うのは容易たやすいが、行うは至難しなん。僅わずかでも受ける力が強すぎれば、ステラの剛剣の前に腕を粉砕され、弱すぎれば問答無用で斬り伏せられる。

　力加減、角度、タイミング。いずれか一つが微細びさいにでも狂えばすぐに破綻はたんする綱渡り。

　しかしステラの前の侍さむらいは、それを顔色一つ変えずに易々やすやすとやってのけている。

　その事実にじわりと、ステラの中に恐れとも形容できる感情が染み出す。

　それは警鐘だ。ステラの第六感が、自分の目の前にいる敵が危険な存在だと告げている！

「逃げるのだけは上手いじゃないのっ！」

　その恐れを誤魔化すように、ステラが斬撃の手を休めずに挑発する。

　しかし──一輝は言葉を返さなかった。

　先ほどまでの曖昧な、誤魔化すような微笑はすでに失せ、怖いくらい真剣な表情で、ただただなにも返さずにステラの動きを見ている。

（うっとうしい目ね！）

　見られている。服を透かし、皮膚を透かし、筋肉の繊維の動きまで。

　自分の一挙手一投足が観察されている。

　一輝の視線から、ステラは確かにその不快感を覚えていた。

　そして気づく。一輝は自分の動きから皇室剣技インペリアルアーツを見切ろうとしているのだと。だが──

「そんな簡単に見切れるほど、アタシの剣はお安くないわよ！」


「────いや、もう見切った」



「ッ!?」

　瞬間、唐突に──戦闘の流れが激変する。

　試合開始から五分弱、はじめて黒鉄一輝が攻めに転じたのだ。

　それは自殺行為だ。たとえ卓越した剣技の冴さえを有する剣客といえど、正面切っての撃ち合いで、圧倒的な攻撃力を誇る重戦車相手になにができよう。

　ただその火力の前に倒れ伏すのみ。そのはずだ。そのはずなのだが──

「くぅ！」

　あろうことか、ステラの足が後ろに下がる。

　正面切っての剣戟けんげきで、力で勝るステラが押し込まれる。

　何故？　その理由は、《陰鉄》の描く日輪の如き剣の軌道にある。

　それはまさしく──ステラの皇室剣技インペリアルアーツだった。

「ありえないでしょ……ッ!?　どうしてアンタがそれを使えるの!?」

　問いかけた瞬間、ステラの脳裏に閃ひらめくモノがあった。

　それは、考えたくもない恐ろしい可能性──

「まさか、……この試合中に盗んだって言うの!?」

「まあね。僕は昔から嫌われ者で、誰にも何も教えて貰えなかったから、他人の剣を見て盗むしかなかった。だからこういうことばかり上手くなっちゃってね。大抵の剣術なら一分も打ち合えば理解できる」

　太刀筋たちすじは心得を、型は歴史を、呼吸は理念を雄弁に語る。それらの『枝葉えだは』を辿たどり『理ことわり』に至れば、どういう技が存在するのか、どういうコンビネーションを有しているのか、こちらの動きに対してどう迎撃してくるのか────それを掌握することは難しいことじゃない、と一輝は語る。

「そしてそこまで理解できれば、敵の剣術をあらゆる意味で上回る剣術を作れる」

　──敵の剣術を完全に封殺する究極の方法とはなにか。

　簡単だ。敵の剣術の欠点をすべて是正ぜせいした完全上位互換の剣術を編み出せばいい。旧式が新型に劣るのは当然。新型は旧式の欠点を知り尽くし、なおかつ自分はその欠点を補っているのだから。必然的にあらゆる攻防で先手をとれる。


「その剣術を戦いの中で作り出すのが僕の剣術《模倣剣技ブレイドスティール》だ。ステラさんの剣技はすごく研ぎ澄まされていたから、全部盗むのに二分もかかったし、超えるのに三十秒も使ってしまったけど、もうすべて掌握しょうあくした。────だからそろそろ反撃させてもらうよ」



『お、おい。なんか、皇女さまが押されてないかっ!?』

　目に見えて劣勢になり始めたステラ。予想外の事態に観衆がどよめく。

　だが一番驚いているのはステラだ。

　当然だ。ただ剣術の腕で上を行かれただけではない。

　自分が誇りとしていた剣を盗まれた上で、あっさりとその上を行かれたのだから。

　剣閃を見るだけでそこに蓄積された英知を暴き、歴史を読み取り、奥義おうぎを奪う。

　その悪魔じみた眼力、さながら照魔鏡しょうまきょうが如く。

　しかもそれだけのことを目の前の侍は、一切の魔力行使なしで行っている。

　この男にとっては、皇室剣技インペリアルアーツを凌駕りょうがすることも、Ａランク騎士ステラ・ヴァーミリオンの猛攻をあしらうこともすべて──ただの普通の体術でしかないのだ。

　一体どれほどの修練を積めばそこまでの境地に至れるのか。

（強い……ッ！）

　もはや疑いようがなかった。

　こと剣術の腕に限ればこの男は自分よりも数段格上。

　剣戟における引き出しの数がそもそも勝負になっていない。

　ステラはそれを認めた。それを認められるのもまた、彼女の強さであり──その上でなお相手の上を往ゆくのが、Ａランク騎士《紅蓮の皇女》ステラ・ヴァーミリオンだ。

　こちらの剣が見切られているというのなら、それを利用する！

　ステラが《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を打ち下ろす初動を見せる。

　瞬間、一輝が斜め下から《陰鉄》を振り上げた。

　打ち下ろしを出がかりで潰す軌道。


　初動だけですでに一輝は次に来る剣の角度も威力も、完全に見切っている。この応じ手は必然。だが────それこそがステラの罠だった！



（かかったッ！）

　ほくそ笑み、ステラは打ち下ろしを放たずに、後ろへ下がった。

　一輝がこちらの剣を完全に見切っているなら、それを前提として意表を突く。

　これまで『攻めていた』ステラが、初めて見せた『逃げる』という挙動。

　一輝は皇室剣技を見切り、先手を取っていたが故にこのフェイントにかかってしまった。

　一輝の斬り上げは大きく空振る。

　そしてその一瞬を狙い澄まし、ステラはがら空きの脇腹めがけて《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を薙なぎ払う。

　これまで押し込み一辺倒だったステラの、急な変調。

　斬り上げを外し、大きく上空に泳いだ《陰鉄》の刃は、この変調に対応できない。

《妃竜の罪剣レーヴァテイン》の刃は一輝のがら空きの胴を深々と薙ぎ払う──はずだった。

「太刀筋が寝ぼけているよ」

「ッ!?」

《妃竜の罪剣レーヴァテイン》の刃は一輝の胴に届かなかった。

　受けられた。

（う、うそでしょ!?）

　リズムも変えた。攻め手も変えた。裏もかいた。

《陰鉄》の刀身はすでに、この変調に対応できる位置になかったはずだ。

　なのに対応された！

　何故!?　その疑問の答えは、──柄つかだ。

　ステラが退ひきながら払った薙ぎ払いを一輝は、《陰鉄》の柄で防いだのだ。

　柄を握る右手と左手にある、わずかな隙間を使って。

（一体どういう動体視力してんのよコイツ!?）

「気持ちが押されているから軽々けいけいに勝ちに走る。逃げながら斬るなんて君のスタイルじゃないだろう。そんな温ぬるい剣だから、僕程度にも受けられる。──この曲げた一撃は致命傷だ」

　告げて、一輝は《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を大きく弾き、


「ハァァアアアア!!」



《陰鉄》の刃を、切り札を返され無防備になったステラに打ち下ろした。





◆






『決まったの!?』

『完璧に打ち下ろしが入った。……こりゃもう、決まりだろ』

『うそだろ……Ａランクのステラさんが、こんな』

『油断してたんでしょ。それ以外ありえない……』


『…………いや！　あれを見ろッ！』



　予想外の展開に唖然あぜんとしてた観衆の視線が、ステラの右肩に集まる。


《陰鉄》の刃はステラの右肩に打ち下ろされ、────そこで止まった。



　一輝が全力で打ち下ろした一閃は、ステラに何らダメージを与えることができなかったのだ。

「……やっぱり、こうなるか」

　悔しさを滲にじませ、一輝が放射熱から逃れるために大きく後ろに跳び、間合いを開く。

　魔力を纏う伐刀者ブレイザーは、同じく魔力を纏った攻撃でなければ倒せない。

　魔力がバリアの役割を果たすからだ。

　しかし、一輝の魔力は少ない。細い。弱い。どれだけ卓越した技を持とうと、一輝には伐刀者ブレイザーとして何よりも大切な資質が欠如している。それこそ、ステラがただそこに立っているだけで垂れ流している魔力すら、破ることができないほどに。

《総魔力オーラ量》、つまり伐刀者ブレイザーとしての異能を用いるための精神エネルギー総量は、努力云々で伸ばせるものではない。これはその人間が生まれ持った運命の重さに比例すると言われている。

　大成たいせいする人間は、大成すべくして大成する。

　すべては運命。生まれながらに定められた抗あらがえぬ絶対序列。

　つまり持って生まれた才能の差が、絶対的な壁として一輝の刃を阻んだのだ。

「格好悪いわね。こんな勝ち方……」

「……やっぱり、ステラさんはわかっていたんだね。僕の《陰鉄》が君を傷つけられないと」

「もちろんよ。わかった上で剣戟の勝負を挑んだ。魔力だけじゃなく、剣でもアンタに勝って、アタシが才能だけの人間じゃないと思い知らせるために。だけどそれは叶かなわなかったわね。……認めてあげるわ。この一戦、アタシが勝てたのは、アタシの才能のおかげだったと」

　一輝は強かった。彼が口にした努力という言葉は、今までステラが倒してきた者たちとは重みが違う。密度が違う。彼に常人の、いや、常人より少しだけ劣る程度でも、才能が備わっていれば──この戦い、ステラは先ほどの一撃で敗れていただろう。

　惜しむらくは、一輝にはその程度の才能すら、備わっていなかったということ。

　だからたとえこの試合の後で、彼が『才能に負けた』と言っても、ステラは彼を軽蔑しないだろう。彼にはそれを口にする権利がある。


　それほどに、…………強かった。だから────



「最大の敬意をもって倒してあげる」

　瞬間、ステラが大きく後ろに跳躍した。

　円形のリングの縁。観客席とリングを隔てる壁際まで。


　最大の敬意をもって倒す。そう言いつつ限界まで後ろに下がったステラの行動に、一輝は疑問を覚え────次の瞬間、疑問は戦慄せんりつによって振り払われた。



「蒼天そうてんを穿うがて、煉獄れんごくの焔ほのお」

《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を天に掲げた瞬間、剣に宿る炎がその光度と温度を一層猛らせ──もはやその在り方を炎ではなく、光の柱に変え、ドームの天井を溶かし貫いた。

『な、なんだこれぇぇええ！』


『滅茶苦茶すぎる……っ。これが同じ人間なのかよ…………！』



　百メートルを優に超える光の刃は、──太陽の光そのもの。

　ありとあらゆるモノの存在を許さない滅死の極光。

　これぞＡランク騎士《紅蓮の皇女》が誇る最強の伐刀絶技ノウブルアーツ。

　もはやステラは一輝と剣技の競い合いをするつもりはない。

　自分にそれができると、自惚うぬぼれるつもりはない。

　一輝は自分よりも遙かに優れた剣客。それを認めるが故に──彼女は己の持つ不平等とも言うべき才能の力で、戦域すべてを焼き払うことを選んだ。

「終わりよ。足掻あがかずに敗北を受け入れなさい。その方が、アンタにとっても幸せよ」

　終ついの太刀を打ち下ろす間際、ステラの口をついた言葉には、尊敬すら籠こもっていた。

　ステラは思うのだ。これほどまでに自分を研ぎ澄ますことができる人間ならば、どんな分野でも成功を収めることができるはずだと。

　ただ一つ、致命的に才能に恵まれなかった『魔導騎士』の道以外なら。

　だからステラは一輝のためにも敗北を与える。絶対的な才能の力をもって──！





「《天壌焼き焦がす竜王の焔カルサリティオ・サラマンドラ》────!!」






　訓練場を焼き切りながら振り下ろされる光の剣は、滅びの意味を知っていた。

『う、うわぁあああ！』

『にげろー！　巻き込まれるぞー！』

『やれやれ……。それは人一人を倒すような技じゃないだろうに』

　観客の学生達は悲鳴を上げて逃げ出し、黒乃は崩れゆく訓練場を見て苦い顔をする。

　だがその圧倒的熱量をもって迫る敗北を前に、

　……あろうことか、黒鉄一輝は微笑んだ。

「妹にもよく言われたよ。『お兄ちゃんは魔導騎士以外なら何にでもなれるんだから、そっちを目指した方がいい』って。……確かにそうなのかもしれない。僕には、魔導騎士の才能がないから」

　黒鉄一輝が魔導騎士になるには、最低でも七星剣武祭で優勝しなければならない。

　それはさながら笹舟が滝を昇るが如き無謀だ。

　そのことは一輝も承知している。

　たぶん誰よりも、彼自身が理解している。

「だけど退けないんだ。──魔導騎士になるのは、僕の夢だから。今この場を降りることを、僕を僕たらしめる誓いが許さない」

　だから、

「だから……考えた。最弱が最強に打ち勝つにはどうすればいいかを。僕が僕を貫くのに何を為せばいいかを。──今、ここにその答えを示す」

　一輝は陰鉄の切っ先を持ち上げ、ステラに向けて告げた。





「僕の最弱さいきょうを以もって、君の最強を打ち破る────！」






　瞬間、言葉と共に、一輝の全身と《陰鉄》の刀身から光が生まれる。

　蒼い焔のように揺らめく、淡い輝きが。

　自分と同じ火属性の能力か。一瞬ステラはそう考えるが、すぐに違うと気づく。

　あれは可視化できる程に高まった『魔力の光』だ。

（魔力が、増幅しているの……っ!?）

　いや、それはあり得ない。魔力は生まれ持った量以上にも以下にも変動することはない。

　ならばこれはどういうことか。

　わからない。魔力を増幅させるなんて能力は聞いたことがない。

　ただ一つわかるのは、あの蒼い光を纏った《陰鉄》には、自分を倒す力があるということ。

　──でも、それがどうした!?

　どんな力を持っていようが、太陽の前には森羅万象しんらばんしょう等しく灰燼かいじんと化すのみ！

（振り抜け！　ただそれだけでこの戦いの勝利はアタシのモノだ！）

　双方の間合いは六十メートル以上。

　敵が何をしてこようが、光の刃が届くのが先だ。それが道理。

　だが──この最弱は、その道理を打ち破ると言った！

「なっ!?」

　光の剣が一輝を薙ぎ払わんとした刹那せつなに、彼の姿が消える。

　否、消えたように見えるほどの速度で跳躍し、光の剣を回避したのだ。

「──ッ!?」

　予期せぬ空振りにステラが目をむく。

（今の、なに!?）

　驚きながらもすぐに回避した一輝に向けて二の太刀を払う。

《天壌焼き焦がす竜王の焔カルサリティオ・サラマンドラ》は実体のない熱閃の剣。故にその剣速は刃渡り百メートルを超える大剣とは思えないほどに速く、およそ人間に回避できるものではない。

　だがそれを一輝は躱かわす。

　二の太刀も、三の太刀も、振るわれる光の剣の間を縫いながら、疾風はやてが如き速度で戦場を駆け抜け、回避し続ける。

　追いつけない。剣どころか、追いかける視線までもが、一輝の速度について行けない。

　徐々に、ステラは一輝を視界に捉えることすらできなくなる。

「くっ、なんなのよその力ッ!?　どうして突然、そんな動きができるようになるのよ！」

「それが僕の能力だからだよ。ステラさんが炎を操れるように、僕だって伐刀者ブレイザーとしての異能を持っている」

　一輝の異能は──身体能力倍加。

　それは数ある伐刀者ブレイザーの能力の中で最低の能力と言われる力だ。

　なぜなら伐刀者ブレイザーは別に身体能力を強化しなくとも、魔力を放出することで、剣に破壊の力を行動に推進の力を付与することができる。

　事実ステラは試合中、その技術を用いていた。

　しかもその時の強化倍率は倍などではなく、五倍や六倍にもなる。

　つまり身体能力倍加スキルは、伐刀者ブレイザーなら誰でも行える行為の下位互換でしかないのだ。


　それはＦランクである一輝には妥当な能力といえる。しかし────



「嘘よ！　その動き、二倍なんてものじゃないでしょう！　それに、身体強化で魔力が上昇するなんて聞いたこともないッ！」

　光の剣を振るいながら、声を荒らげる。

　身体からは視認できるほどに高まった魔力を放ち、視界にすら捉えられない速度で動く。

　そんな力がただの身体能力倍加であるはずがない。

　身体能力一つに限って言っても、確実に十倍以上に跳ね上がっている。

　そのステラの指摘に、疾風の如き速度で光の剣から逃れながら一輝はどこか誇るように小さく微笑んだ。

「そうだね。だって僕は普通の使い方をしていないから。僕はこの能力を普通には使わないで全力で使っている」

「はぁ!?　そんな心構え一つで能力が上がるわけないでしょ!?」

「だけど……それが心構えだけじゃなく、文字通りの意味なら別だよ」

「え……っ」

「僕は昔から疑問に思っていたんだ。例えば次の百メートルを全力で走るとか言って、その心構えで走っても、必ず余力が残る。それっておかしいと思うんだ。本当に全力を、自分の全ての力を出し切ったなら──走り切った瞬間に意識を保っているのはおかしいだろう？」

　どうしてそうならないのか。

　答えは、人間が生き物だからだ。

　生物は本能的に自分を生かそうとする。

　生存本能リミッター。

　それは何よりも優先される生命体の絶対無意識。

　だから心でどれだけ全力を尽くすと構えても、本能がそれを許さない。

　生物としての機能を果たすための力を、通常の力とは分けて残している。

　言うなればそれは、生物としてのメカニズムだ。

　故に人間は、体力も、筋力も、魔力も、持ち得るスペックの半分程度も使いこなせない。

　それが実情。

　しかし、それを無視できたら？

　自らの意志の力で、その箍たがを外すことができたら？

「アンタ、まさか……っ」

「そうだよ。この魔力は上がったんじゃない。生存本能リミッターを意図的に破壊して本来使えない力に手を付けているだけさ！」

　自分の才能の無さは自分自身が誰よりも理解している。

　ただ努力した程度では天才との差は埋まらない。

　当然だ。

　天才だって努力しているのだ。

　天才が才能だけで戦っているなんて、それは彼らに対する冒涜ぼうとくだ。

　少なくとも一輝はそれを弁わきまえている。

　故に、差なんて広がることはあっても埋まることはない。

　才能の差とはそれだけ大きいものなのだ。

　それを覆そうと思い上がるなら、もう普通ではいられない。

　──修羅になるほかにない。

　一輝はその事実から目を逸らさなかった。

　逸らさずに、一つの方法に行き着いた。

　才能が超えがたく、自分自身の力も乏しいというのなら、もう贅沢ぜいたくは言わない。

　たった一分でいい。

　その先なんて無くていい。

　一分。その短い時間だけは、誰にも負けないようにしよう。

　誰だって、倒せるようになろう。

　──それが、黒鉄一輝が出した、最弱が最強に勝つための答え。

　自らが持つ全ての力、自分自身のありったけをたった一分間のうちに使い尽くすことで、最弱の能力を何十倍もの強化倍率に引き上げる伐刀絶技ノウブルアーツ──




「《一刀修羅いっとうしゅら》！」




　瞬間、もはや視線すら追いつかない速度で戦場を駆け回っていた一輝が、その驚異的速度でステラの懐ふところ深くに踏み込み、──全てが決まった。

　ザン、と。

　迎撃も防御も悲鳴すら追いつかない速度の中で、ステラは《陰鉄》の一閃をその身に受けた。


「ぁ────」



　足下が崩れるような感覚と共に、ステラの意識が急速に奈落へ墜おちていく。

《幻想形態》で致命傷を受けたとき特有のブラックアウトだ。

《一刀修羅》はその名の通り、一刀のもとに《紅蓮の皇女》を下した。

　力なく地面に崩れ落ちるステラ。

「そこまで！　勝者、黒鉄一輝ッ」

　レフェリー黒乃が勝者の名を告げるなか、その場にいたすべての生徒たちが、目の前で起こったあまりにも予想外な結末に、ただ言葉を失い、佇たたずむ《落第騎士》の姿を見つめていた。





◆







「…………ん、っ」



　じんわりと、白い光が視界に滲み、ステラの覚醒を促した。

　目を開けると、映るのはずいぶんと低い天井と──

「目が覚めたか。ヴァーミリオン」

　ステラが横たわるベッドの側に座り、煙草をふかしているスーツ姿の黒乃だ。


「理事長先生…………ここは？」



「君の部屋だ。倒れた原因は《幻想形態》の固有霊装デバイスに殺傷されたことによる極度の疲労だからな。医者やiPS再生槽カプセルを使うような事態ではないから、自室で休ませていたんだよ」

　ふぅ、と黒乃の紅をさした唇から紫煙が吐き出される。

（……確か学生寮は禁煙だったはずだけど）

　しかし注意する気力はステラにはなかった。

「……ということは、あれは現実にあったことなのね」

　その事実を認識して、気分が重くなる。

　夢だと思いたかったが、そう都合よくはいかないらしい。

　自分は負けた。

　それも、言い訳も思いつかないほどの惨敗を喫した。

「……はぁ。久しく忘れていたわ。負けるって……こういう気分なのね」

「まあ、あまり気に病むこともない。黒鉄はハンデ戦とはいえこの私にも勝っている男だ。現時点でお前が勝てる相手ではないよ」

「元世界ランキング三位の《世界時計ワールドクロック》にも勝ってるって……。なによそれ」

　化け物にもほどがある。

　……いや、それも今更か。

　一分間で自分を使い切る。それは通常の神経では考えられない集中の極地だ。

　一体どんな決意と覚悟があればそんな芸当ができるのか。

　その在り方はまさに修羅。化け物そのものといえる。

（あっ）

　そういえば、自分を使い尽くした後、あの男はどうなったのだろう。

「理事長先生。アイツは、──無事なの？」

　尋たずねられた言葉に、黒乃は小さく頷うなずく。

「大丈夫だ。お前よりはずっと重傷だが、命に別状があるような事態じゃない」

　そして黒乃は二段ベッドの上段に目を向けた。

　ステラがベッドから這はい出て見上げると、そこには蒼白い顔で横たわる、ランニングシャツ姿の一輝がいた。……かすかな寝息が聞こえなければ死体と見紛みまがうほどに、彼の全身からは生気というものが抜け落ちている。

《一刀修羅》は生存本能までも無視して全力を出す伐刀絶技ノウブルアーツだ。

　使えば、一分後にはまともに呼吸すらできないほど衰弱しきる。

　こうなるのも、当然と言えば当然だった。

「まあそれでも自力で部屋に戻って、制服を脱ぐ程度には余力を残していたがな。そのくらいできなければ技として使い勝手が悪すぎる。黒鉄も、その程度の調整はしているんだろう」

「そんなの余力のうちにも入らないと思いますけど」

　とても戦える状態じゃない。

　一度でも使いどころを間違って仕留め損ねればそれだけでアウト。

　ひどい自滅技だ。しかしそんなピーキーな技を使いこなし、この男は自分を倒してみせた。

「……理事長先生。この男は一体なんなんですか？」

「何、とは？」

「とぼけないでください！　アタシの動体視力を上回る速度で動くなんて、尋常じんじょうじゃないでしょう！　もしかしてあれなの？　ジャパニーズＮＩＮＪＡってやつッ!?」

「いやまったく違うが……」

「ともかく、これほどの男がＦランクで留年生なんておかしいでしょう!?　どういうことか説明してください！」

「そうはいってもな。Ｆランクは妥当な判定だぞ。何しろランクは伐刀者としての能力を評価するものだ。実戦力……つまり剣術の腕や体術の冴えはそもそも評価項目に存在しない。なにしろ本来これらは超常の力を行使する伐刀絶技ノウブルアーツの前には無力なものだからな」

　そう、優れた異能の前に体技など無価値。

　たとえ鉄すら切り裂ける剣の達人がいたとして、ステラの操る太陽が如き灼熱を前に一体何ができるだろうか？　何もできはしない。ただ灰になるだけだ。

　故に体技は同等の能力を持つ伐刀者ブレイザー同士の優劣を付ける程度のプラスにしかならない。

「それが今の世間一般の考え方だ。だから現状、黒鉄を評価できるシステム自体が存在しないんだよ。そして、その項目を省いた黒鉄は……こう言ってはあれだが、最低だ。ここまで出来の悪い男も珍しい。君が十年に一度の天才ならば、この男は十年に一度の劣等生というべきだろうな。それほどにどうしようもない。それは君も直じかに戦ってみてわかっただろう。この男の渾身こんしんの一撃は、無防備な君を傷つけることすらできなかった」

「……まあ、それはそうですけど……、それでも『留年』は納得できません」

「どうして」

「アタシは皇族です。国家にとって強い魔導騎士の存在がどれだけ大切なものか、よく知ってる。そしてそれは国家に魔導騎士の育成を委任されている学園にしても同じはずでしょう。だからあれだけ戦える人間を単位が足りないなんて理由で留年させるはずがない」

《解放軍リベリオン》のような思想結社まで現れ始めた昨今、強い騎士はいつだって求められている。

　それを遊ばせておく理由はない。

　ステラがそれを指摘すると、黒乃は苦笑いを浮かべ、

「ふふ、やれやれ、なかなか痛いところを突いてくる」

　観念するようにため息をついた。

「やっぱり、何か理由があるんですね」

「まあな。……単位が足りない云々は──学園側の建前だ」

「建前……？」

「ああ。ヴァーミリオン……『黒鉄』という苗字に覚えはないか？」

「……こんな庶民のこと、アタシが知るはず」

　ない。そう言おうとした。したのだが、たった一人だけその姓を持つ者に覚えがあった。


「…………まさか『サムライ・リョーマ』ですか!?」



「その通り。日本を第二次世界大戦で戦勝国へと導いた極東の英雄『サムライ・リョーマ』。本名を黒鉄龍馬。彼は黒鉄の曾祖父そうそふにあたる人物だ。彼の他にも黒鉄の家は代々、優秀な伐刀者ブレイザーを輩出してきた明治から続く日本の名家で、騎士の世界にとても強い影響力を持っている。その黒鉄本家が破軍学園に直接圧力をかけてきたんだよ。『黒鉄の家を出奔しゅっぽんしたはぐれ者。黒鉄一輝を卒業させるな』とな」


「どうしてそんなことを…………」



「名家ゆえの面子メンツというものだ。家系から『Ｆランクおちこぼれ』なんて出したら家名に傷がつく。そう思っているんだろう。今の騎士社会は『ランクこそがすべて』だからな。そして前理事長はこれを承諾して実戦教科を受講する最低能力水準などというありもしない規定を勝手に作り、黒鉄を授業から閉め出した。留年はその理不尽の結果だよ」


「────ッ」



　その真実を聞いた瞬間、ステラは自分の胸の中に焼けるような憤りを覚えた。

「それが、親の……教師のすることなの!?」

「残念なことだがいるんだよ。そういう大人は。もちろん私はそんなことを許すつもりはない。私が着任した際に、その手のクズは徹底的に掃除したが……それで黒鉄の無駄になった一年間が返ってくるというわけでもない」

　しかし、

「しかしそれでも、あの男は腐くさらなかった。家を追われ、チャンスを不当に奪われ、どうしようもない落ちこぼれだと後ろ指を指されても、自分の価値を信じることを止めなかった。天才は決して届かない特別な存在などと区別せず、己の無力から逃げもせず、全ての理不尽と戦い続けて、そしてその果てに黒鉄はたどり着いたんだ。自分が信じ続けた自分の価値、そのありったけをぶつけることで、十年に一人の天才とまで言われる《紅蓮の皇女》すらも凌駕りょうがする『最強の一分間』にな。実際大した男だよ」


「…………」



　どんな状況でも、自分を信じ続ける。自分の価値を信じ続ける。

　それがどれだけ難しいことか、ステラは知っている。痛いほど、理解している。

　だが幸いステラには才能があった。

　己の炎、──それを使いこなせるようになれば、自分の力はヴァーミリオンの大きな助けになるという確信があった。

　だから、頑張ることができたのだ。

　しかし、一輝はどうだろうか。

　彼には本当に何もない。魔力に乏しく、切り札である伐刀絶技ノウブルアーツすら、ただの身体強化。

　それだけでも苦しいのに、一輝の周りの大人達は、こぞって彼の道を阻はばもうとしている。

　そんな状況で、どうして彼は──未だに自分を信じ続けることができるのだろう。

「一体、なにがアイツにそこまでさせるの……っ!?」

「……さあ、な。それは黒鉄に聞いてみないことにはわからん。ただ私は期待している。黒鉄なら本当に七星の頂いただきに届くのではないか、とな」

　言って、黒乃は煙草を携帯灰皿に突っ込み、改めてステラに尋ねる。

「ヴァーミリオン。君は今朝、私のところに挨拶に来たとき、『なぜ留学してきたのか』という私の質問になんと答えたか、覚えているか？」

「ええ。あの国にいると、上を目指せなくなるから……です」

　それが、ステラの留学の理由だ。

　ステラを勝手に作り上げた『天才』という概念の中に押し込めてくる者たち。

　彼らと一緒にいると、本当に自分がそういう存在であるかのように思えてくるのだ。

　思い上がり、心の芯が腐くさる。

　自分は何でもできると。何者にも負けないと。

　何の根拠もなく増長し、上を目指す気力が知らず知らずのうちにそぎ取られ行く。

　それがなにより、恐ろしかった。

　自分はこんなところで立ち止まれない。

　愛するヴァーミリオン皇国を守る騎士となるため、もっと強くならなければならない。

　だからステラは留学し、自分よりも強い存在を求めて日本へやってきたのだ。

　強い騎士と戦い、それら悉ことごとくを打ち倒し、七星剣王となるために。

「だったら、ステラ・ヴァーミリオン。とりあえずこの一年、黒鉄の背中を全力で追いかけてみろ。それはきっと、君の人生において無駄にはならないはずだ」

「……まだ、わかりません」

　黒乃の促すような言い回しに、ステラは明確な答えを返さなかった。

「アタシはまだ、理事長先生の言葉でしか、彼のことを知りませんから……」

「……それもそうだな」

　ステラの言い分に黒乃も納得したのか、頷くと彼女は部屋の出口へ向かった。

　そしてドアノブを回し、扉を開けると、

「だったら自分自身で確かめてみるといい。さっき言ったように《一刀修羅》は自分の体力も魔力も気力も、全てを残さず使い切る一日一回限りの大技。しかも途中で中断することもできない暴れ馬のような能力だ。だからしばらくは目を覚まさないだろうが……まあ、死にかけてるだけで死んでいるわけじゃないからな。そのうち起きる。……確かめた後で、どうしても黒鉄との相部屋がいやだというのなら、私に言え。ＶＩＰ待遇ということで、特別に一人部屋を用意してやる」

　そう告げると、黒乃は部屋から出て行った。





◆






　部屋に残されたステラは、二段ベッドの二階を見上げ、考えていた。

　自分を負かした、黒鉄一輝という男のことを。

（……アタシは、決して弱くない）

　ステラは自分が世界で一番強いと思うほどうぬぼれてはいないが、程々に強い程度の相手に圧勝を許すほど弱いとも思っていない。

　つまり、それだけ一輝が強かったということ。

　だからこそ、気になる。

　その強さの根源。

　あらゆる理不尽に屈さず、自分の価値を信じ続けるその強さの理由を知りたい。

「……クロガネ、イッキ」

　その名前を口にすると、不思議と疼うずきのようなものが胸を甘く掻かく。

　ステラにとって、これほど他人を理解したいと強く思う経験は初めてだった。

　上で寝息を立てている少年のことが、気になって仕方がない。

　彼が起きるまでの時間が惜しくてしょうがない。

　だからステラは、自分の内からあふれ出てくる好奇心に後押しされて、ハシゴを登る。

　一輝は変わらずに、眠り続けていた。

　いつの間にか寝返りを打ったのか、こちらに背を向けていたので顔は確認できないが、背中が規則正しく緩やかな呼吸の動きを見せている。先ほどよりもだいぶ持ち直したのだろう。その背中からは先ほど感じた、もう二度と起きないのではないか、という弱々しさはない。

　そのことに、ステラは少しホッとした。


「…………イッキ」



　名前を呼んでみる。

　だが存外に眠りが深いのか、起きる様子はない。

　──仕方ない。これだけ気持ちよく眠っているところを無理矢理起こすのも悪い。

　自分も気怠けだるさが抜けていないし、外を少し散歩してから間を空けて出直すことにしようか。

　そう、ステラが考えたとき、


「………………」



　彼女の瞳が、無意識的にランニングの広い襟首えりくびから覗く一輝の背中に向けられた。

　あの頼りない、誤魔化すような微笑からは想像できないほど、広く、厚みのある背中だ。

　いや、体型としてはそれほど筋骨隆々きんこつりゅうりゅうというわけじゃない。

　どちらかというと、線の細い部類に入るだろう。

　だが、鋼はがねのような力強さが、その背中を実物よりも、ずっと大きく見せている。

（……ちょ、ちょっとだけなら、大丈夫、よね？　顔も、向こう向いてるし）

　ステラは心の中で見えない誰かに確認してから、そぉっと一輝の背中に手を伸ばした。

　そして、ゆっくりと、眠る一輝の背中に触れる。


「ぅ…………ぁ」



　とくん、とくん、と当てた手のひらを通して、一輝の血の鼓動がステラの中に反響する。

　硬い。そして、──焼けるように熱い。

　だが触ってみて感じた印象は、鋼、とは少し違っていた。強く、生命の温度を感じるからか。たとえるならば大地に根ざす大樹の幹のような、ずっしりした力強さを感じた。


（……これが、男の人の背中…………なのね）



　初めての感触にステラが夢中になっていると──

「ん、ぅ」

「きゃ……っ！」

　突然、一輝が寝返りを打ち、仰向けになった。

　その際に、ステラの右腕が巻き込まれて下敷きになってしまう。

（不味まずいわっ）

　今起きられたら、言い訳の言葉が思いつかない。

　だがすぐに離れようにも、一輝の身体は意外に重く、手が抜けてくれない。

　無理矢理引っこ抜けば何とかなるかもしれないが、一輝を起こしてしまうかもしれないし、反動でハシゴから落ちるのも怖い。

（……仕方ないわね）

　ステラは息を殺して一輝のベッドに上がり、彼を跨またいで膝立ちになると、左手で一輝の左半身をほんの少しだけ持ち上げた。……そぉっと……、そぉっと。

「うぅ、んっ！」


「────ッ！」

「……………………くぅ……」

（……び、びっくりしたぁ…………）



　ステラは背中に冷たい汗が広がる感触を覚えながらも、なんとか左手でスペースを確保して、右腕を静かに引き抜くことに成功した。

　脱出成功だ。しかし──それにしても、とステラは眠る一輝を見下ろして、

「……全然起きないわね。こいつ」

　まあ自分のすべてを使い尽くしたのだから、眠りが深いのも当然だが──


「────」



　何をしても起きない一輝に、ステラの喉がごくりと鳴る。

　彼女の視線は、寝返りで少しめくれた一輝の腹部に向けられていた。


（……男の人のおなか…………）



　見たことはあっても、触れたことはない。

　一体、どんな感触なのだろう。

「……って！　な、何を考えているのよステラッ！　いけないわ。未婚の、それも姫であるアタシが、こ、恋人でもなんでもない男の人の身体に興味を持つなんて……はしたないっ」

　いや、はしたなくはない、か？

　別にそういう、えっちな気持ちで興味を持ってるわけじゃない。

　自分を倒した黒鉄一輝という、今まで出会ったことがない初めての存在。

　それに対する騎士としての純粋な好奇心だ。そのはずだ。たぶん。おそらく。

「だ、第一、こいつもアタシの下着姿を許可無く見たんだから、おあいこ、よね……？」

　完全に詭弁きべんだったが、ステラはそれで自分を正当化したらしい。

　ステラは自分を打ち負かした初めての存在に対する好奇心に後押しされながら、一輝の腰に跨またがったまま、そぉっと彼のめくれたランニングシャツの隙間に細い指を差し入れ、ゆっくりとみぞおちあたりまで捲まくりあげた。


「……これが、…………男の人の、身体…………」



　生で、これほど近くで見るのは初めてだ。

　出会っていきなり脱ぎだした時は驚きのあまりまともに見ていられなかったが、こうして改めてみると非常に鍛えられた身体だということが解る。

　鍛錬たんれんが身体に刻む肉の陰影が、女である自分のそれとまるで別物だ。

　やっぱり、感触も違うのだろうか。


「はぁ…………はぁ…………」



　未知への興味に、ステラの脳が茹ゆだる。

　熱病でもこじらせたようにクラクラして、息が荒くなる。

　もうステラは止まれなかった。


「…………つん」



　おっかなびっくりな手つきで、一輝の腹部をつつく。

　すると、薄い皮の下から力強い繊維せんいの感触が押し返してきた。

　弾力性に富み、しなやかでありながら、力強さを兼ね備えている。

　触ったことのない、初めての触感だ。

　しかし、それが秘めた莫大ばくだいなエネルギーは、十分に理解できる。


「すごい…………」



　闇雲ではなく、定められた目的と、確かな方法論によって作り上げられた戦士の身体。

　ステラも女である前に騎士であることを自分に課し、トレーニングをしているので、これほどまでに研ぎ澄まされた身体を得ることが、いかに困難なことか、それを維持することが、いかに大変なことか、よくわかる。

　黒乃が言っていたことを疑う気持ちは、もうどこにもなかった。

　一輝は確かに、苦難の中にありながらも、決して自分を諦あきらめていなかった。

　その意志の結晶化したような、この肉体が何よりの証拠だ。

　しかし……黒乃の過大評価でないとわかったからこそ、ステラはより一層強く、知りたいと思った。黒鉄一輝という人間を、知りたいと。
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　知れば知るほど際限なくあふれ出してくる一輝に対する興味に息苦しさすら感じる。

　まるで、自分の中を彼が満たしていくような──淡い熱を帯びたとらえ所のない感覚。

　それがイヤでないのが、また不思議だった。

「ハァ、ァ……アタシ、どうしちゃったんだろ」

　白い指の腹を這わせ、一輝の身体の丘陵をなぞりながら、暑さに喘あえぐような声で誰にともなく問いかける。──と、




「いや。それは僕が聞きたいかな。……ステラさん。なにやってるの？」




　自分の腰に跨り、自分の肌をまさぐっていたステラを、何が起こっているのかわからないという表情で見つめる一輝が問いを返してきた。


「き、きゃああああああああああああああッッ!?!?」



　瞬間、ステラがすさまじい絶叫をあげて一輝から飛び退のき、

「ちょ！　そんな勢いよく立ち上がったら──」

　一輝の注意もむなしく、ステラはものすごい勢いで天井に頭をぶつけ「きゃふん」とそのまま二段ベッドの上から床へ墜落した。


「ス、ステラさーーーーーんッッ!?　大丈夫っ!?　今思いっきり頭からいったよねっ!?」



「だ、だだだ大丈夫よ！　ちょっと落っこちて下に置いてあったトマトジュースをかぶっただけだからっ」

「いやそれ全然大丈夫じゃない！　だってそれステラさんの中に入ってるトマトジュースだものっ！　とりあえずジッとしてて！　今手当てするからっ！」





◆






「これでよし」

　一輝は部屋の引き出しに突っ込んでいた救急箱をとりだし、ステラの手当をした。

「上手いものね」

「中学からこっち一人暮らしだからね。何でもできるようにならないと」

（……もうあの家には居られないもんなぁ）

　そう一輝が内心でため息をつくと、ステラが不思議なことを言ってきた。

「……イッキのこと、聞いたわ。理事長先生から」

「僕のこと？」

「イッキが、これまで実家や学校にどういう扱いをされてきたか、ってこと」

「ちょ……、なんであの人は人の家のデリケートな問題を吹聴ふいちょうしてるんだよ。……ごめんね。聞いていて気分のいい話でもなかったでしょ」

「そんなことはどうでもいいわ。……それより、教えて欲しいの」

「何を？」

「どうしてイッキは、そんな目に遭いながら、まだ騎士を目指そうとするの？」

「……？　なんでそんなことを聞くの？」

「っ、べ、別にアンタのことを知りたいとか、そんなんじゃないのよ!?　自惚れないで！　ただアンタみたいな魔力も最低で能力も最悪な、どう考えても騎士に向いてないヘボ伐刀者ブレイザーが、なんでそこまでがんばっちゃうのかなーって興味があるのよ！」

「なんかそこまでボロクソに言われるとすがすがしくすらあるね」

　……まあ、別に隠すようなことでもない。

　あえて口に出すのは少し恥ずかしいが、ステラがそこまで望むなら構わないだろう。

「僕には、目標にしてる人がいるんだ」

「目標にしてる人？　……それってもしかして、サムライ・リョーマ？」

　黒鉄の家の人間が目標にしそうな身近な英雄。

　その名前は当然出てくると一輝も思っていた。

「うん。……その通りだよ。僕は昔から才能が無くてさ。ずっと両親や親戚たちにいらないものみたいに扱われてきた。代々続く騎士の家系だからね。才能が無い子供は居るだけで迷惑なんだ。だから分家の子供だって受けられる魔力制御のレクチャーにも参加させてもらえなかったし、毎年ある一族が集まる新年会にも僕の席はなくて、ずっと外側から鍵をかけられる自室に閉じ込められていた」

『何もできないお前は、何もするな』

　それが五歳の誕生日。実の父親から最後にかけられた言葉だ。

　あれ以来、父は一言も一輝に話しかけてはこなかった。

　いや、視界に入れたことすらなかったかもしれない。

　そして、当主の意志は一族全ての人間に影響を与える。

　黒鉄一輝は、皆から『いない者』のように扱われた。

　──とても、苦しかった。本当に消えてしまいたいとすら思った。

「でもそんなとき、龍馬りょうまさんが声をかけてくれたんだ」

　今でもあの雪の日のことを、黒鉄一輝は鮮明に思い出せる。

　あの日は元旦がんたんで、家には一族全員が集まっていた。一輝にとってそれは、針のむしろと同じだ。もう家に居ることすら辛くて、部屋に籠もっていても聞こえてくる楽しげな声が寂しくて、一輝は家を抜け出し、裏手にある山に入った。しかし……そこで道に迷ってしまった。

　日が沈むにつれ、気温はどんどん下がって、粉雪は吹雪ふぶきに変わっていく。

　だけど……助けは来なかった。

　当然だ。いない者を探す理由がどこにあるだろう。

　ここで一輝が人知れず凍死とうししても、そのことを両親も親戚も、悲しみはしないだろう。

　彼らにとって、黒鉄一輝はいなくても良い存在なのだから。

　たった一人、妹だけは悲しんでくれるかもしれないが……でも一人だけだ。

　そのことを考えると、悔しくて仕方なかった。

　自分の才能の無さが──ではない。自分を信じてくれないことが悔しくて、涙が出た。

　……そんなときだ。

　白髪にカイゼル髭ひげを蓄たくわえた大柄な老人、黒鉄龍馬が一輝の前に現れたのは。

　彼は涙をこぼす一輝に言った。──その悔しさを捨てるなと。




　その悔しさは、まだ一輝が自分を諦めていない証拠だから。




『いいか小僧。今はまだ小さな小僧。お前が大人になったとき、連中みたいな才能なんてちっぽけなもんで満足する小せぇ大人になるな。分相応ぶんそうおうなんて聞こえのいい諦めで大人ぶるつまらねえ大人になるな。そんなもん歯牙しがにも掛けないでっかい大人になれ。──諦めない気持ちさえあれば人間は何だってできる。なにしろ人間ってやつは翼もないのに月まで行った生き物なんだからな』




　老人は一輝の頭に積もった雪を払いながら、少年のような笑顔でそう言い放った。

「……すごく、嬉しかった。生まれて初めて、自分を諦めなくても良いんだって、言ってもらえた瞬間だったから。それがただの言葉であることは子供の僕だってわかっていたんだ。彼が僕の人生に何を保証してくれるわけでもないことも」

　でも、それでも、嬉しかった。ただの言葉でも、本当に救われたのだ。

「だからそのとき決めたんだ。どうせ大人になるのなら、僕は彼のような大人になろうって。いつか僕と同じ境遇の人間を見つけたときに、父親達のように『諦めろ』と突き放す大人ではなく、『諦めなくていい』と、才能なんて人間のほんの一部でしかないのだと、──彼の言葉を他の誰かに伝えられる大人になろうって。でも、そのためには、今のままじゃダメだ。強くならないといけない。彼のように強く。でないと、僕の言葉はただの負け惜しみにしかならない。だから、さ。こんなところで諦めてなんていられないんだ。黒鉄龍馬と同じくらい強くなろうと思ったら、七星剣王くらいにはならないと話にならないからね」


「…………そう。それがイッキの『夢』なんだ」



「やっぱり……無謀だと思う？」

　図星だった。ステラは気まずそうに表情を曇くもらせる。

　一輝の願い。それは……とても素晴らしいものだとステラも感じた。

　しかし……それが実現できるものなのかというと──

「……別に言わなくていいよ。あと、済まなそうな顔もしなくていい。自分にだってわかってるんだ。それが普通では到達できない高みだってことは。だけどさ──ステラさん。ステラさんにどうしても諦められない夢があって、でも他人はこぞって『お前には無理だ。諦めろ』と言ってくる。それで……ステラさんは素直に自分を諦められるわけ？」


「あ────」



　瞬間、ステラの瞳が見開かれた。

　緋色ひいろの瞳にじわりと、何かを理解したような、得心がいったような色が滲み、

「……ふふっ。あははっ」

　ステラは、済まなそうな表情を一変させ、大きな笑い声を上げた。

「ええ、そうね。諦めない。大やけどしたって諦めてなんてやるもんですかっ」

　一輝の言葉でステラは思い出したのだ。自分もかつて、そうだったと。

「ああそうか。確かにそうね。叶うとか、叶わないとか、そんなこと考える必要もない。やるだけやってダメなら、それはもう仕方ない。でも、やらないでダメだって決めつけることがアタシ達にはできない」

「そうさ。才能が無かろうが、周りからどれだけ無理だって言われようが、そんなのは何一つ、自分で自分を諦める理由にはならない。特に、僕たちは負けず嫌いだから」

「アタシ以上の負けず嫌いがいるなんて思わなかったけどね」

　言うと、ステラは再びくすくすと笑う。

　それは呆れるような、だけどとても嬉しそうな笑い声だ。

　やがてステラは身体の力を抜いて、両手を上にあげる。

「……あーあ。……負けたわ。天才とか凡才とか、そんなつまらない尺度でアンタを枠にはめて、本当のアンタを見ていなかったのはアタシの方。こんな半端な心持ちで、アンタみたいなとんでもない負けず嫌いに勝てるはず無かった。……アタシの完敗よ。イッキ」

　告げる言葉は、どこかすがすがしさすら感じさせた。

　ステラの中にはもう、黒乃の言葉を疑う気持ちはなかった。

　一輝は自分と同じ魂の形を持った、自分よりも強い存在だ。

　だからこそ、学ぶべきことがある。

　彼の背中を追いかけていけば、きっと自分はもっと強くなれるだろう。

　そう確信し、ステラは心からこの出会いを喜んだ。

　当然だ。そんな出会いを求めて、ステラは海を渡ってきたのだから。

　そして一輝は彼女の晴れやかな表情に、自分自身に対する理解を見る。


　どうやらこちらの回答に、ステラは満足してくれたようだ。なら────

「じゃあ納得してくれたところで────肝心のことを話そうか。ステラさん」



「うん？　肝心なこと、ってなによ？」

「いやだから、この決闘、勝ったのは僕だよね？」

「ええ、もちろん。アタシは負けず嫌いだけど、負けを認めないほど往生際が悪くはないわ」

「じゃあ、ステラさんは僕の下僕ってことでいいんだよね？」


「……………………へ？」



　突然、鳩が豆鉄砲まめでっぽうを食ったように目を丸くするステラ。

「ほら。約束したじゃん。負けた方は勝った方に生涯服従。どんな命令でも従うって」


「………………………………………………………………～～～～ッッッッ!?!?」



　瞬間、ステラの表情が一気に沸騰して真っ赤になり、それを通り越して蒼白に変わった。

　どうやら色々ありすぎて、本気で忘れていたらしい。

「で、僕が勝ったわけだから、早速命令なんだけど──」

「ふ、ぁ、あああ、あれは、そのっ！　こ、ここ言葉の綾あやというか、ちょ、ちょっと調子に乗って言いすぎただけというか……ッ」

「ん～。まずはどんな命令をしようかなぁ。何でも言うこと聞いてくれるんだよね？」


「な、なななななんでも～～～～っ!?　い、いや、その、た、たたたしかになんでもとはいったけど、なんでもはだめよッ!?　だ、ダメだからね!?」



　一輝から逃げるようにわたわたとベッドの角に入って、シーツで自分の身体を隠すステラ。

　往生際が悪くないとはなんだったのか。

「えー？　じゃあステラさんは、自分で言ったことをひっくり返すわけ？」

「うっ」

「まあステラさんがどうしてもイヤって言うなら仕方ないけどー。あーあ、ヴァーミリオンの皇族は自分から言った約束も守ってくれないのかぁ」

「あ、ぅ……」

「ちょっとガッカリだなぁ～」

「ま、待ちなさいッ！」

　その一輝の安い挑発に、……案の定ステラは釣られた。

　ベッドから這い出ると、もう半泣きになってる瞳で強く一輝を睨にらみ付ける。

「誰が守らないと言ったのよ！　い、いいい、いいわよ！　下僕にでも犬にでもなってやるわよッ！　なんでもいうこときかせればいいじゃない！　エッチな命令きかせれば良いじゃない！　この変態！　バカ！　だいっきらいっ！」

「逆ギレッ!?」

（……いやまあ、僕もちょっと意地悪がすぎたけどさ）

　あまりに簡単に自分自身を賭けたステラに、女の子がそんなことを軽々しく言うものではないと灸きゅうを据えようとしたのだが、少しやりすぎた。一輝は反省する。

　そもそも一輝は始めからステラを下僕にしようなんて思ってもない。彼が望むのは──

「じゃあ命令なんだけど、ステラさん。僕のルームメイトになってよ」

　この部屋を一緒に使うことだけだ。


「え…………、そ、それだけ？」



「うん。戦って思ったんだ。僕ら結構、うまくいくんじゃないかなって。それになにより……ステラさんともっと仲良くなりたいなって思ってさ。だから命令って言うか、お願いかな」

　一輝は知りたいと思ったのだ。

　このどこか自分と似た魂の輝きを持つ少女のことを、もっと多く、もっと深く。

　そして、その一輝の言葉に、


「ふぁ…………ぅ」



　奇くしくも、一輝と全く同じことを考えていたステラの脳は瞬時に煮えた。


「ぁぁ、ぁ、アンタってば、な、なんて奴なの……っ。み、未婚の姫に、綺麗とか……なかよく、なりたいとか、……そんな、何でもないことみたいに言って、ほんと、デリカシーがないんだから…………っ」



　もうまともに一輝の顔を見ていられないのか、顔を耳まで真っ赤にして視線を逸らす。

　しかしその仕草を、一輝は怒っていると思ってしまった。

「あ、や、やっぱりイヤだよね。男と一緒の部屋なんてさ。ごめん、常識のないこと言って。……うん、じゃあこれから一緒に理事長のところに行こうよ。頼み込んだら理事長もたぶん部屋の一つくらい融通してくれると思うし……」

「待ってっ！」

　だが引き下がろうとした一輝を、ステラが捕まえる。


「…………じゃ、い」



「え？」

「だ、だから！　い、……いやじゃない」

「本当に、いいの？」

「い、言っておくけど、命令だから仕方なくよっ!?　ヴァーミリオンの皇族が嘘つきだなんて思われたら困るし、……ほんと、それだけよッ！　あ、アタシは別に、アンタなんかと仲良くなりたいなんて、これっぽっちも思ってないんだから！」

　視線をあっちこっちに彷徨さまよわせながらまくし立てるステラ。

　何とも色々面倒な言い回しだったが、……承諾の意思は一輝に伝わる。

　そのことが、一輝は嬉しかった。

「じゃあ、これからよろしく。ステラさん」

「……しかたないから、よろしくしてあげるわ……ふんっ」

　そっぽを向いたままのステラと握手を交わす。

　ステラの手は、想像していたよりもずっと小さく……想像以上に熱かった。


　そして、二人が領土問題に決着をつけたとき────寮のチャイムが鳴り響いた。



　それは八時を告げる合図だ。

「あちゃぁ。結構寝てたみたいだ。参ったな」

「八時だと何か都合が悪いの？」

「ここの食堂、八時に閉まっちゃうんだよ。晩飯どーしよ」

（……門限は九時だから、スーパーに行って何か買ってこようか。でも《一刀修羅》使った後は筋肉痛が辛いから、あんまり料理とかしたくないんだけどなぁ）

　指とか、斬り飛ばしそうで怖い。

　そう一輝が腕を組んで悩んでいると、

「そ、それなら、アタシが作ってあげるわっ」

　なんだか妙に元気な声で、ステラが提案してきた。

「え？　いいの？」

「だって、イッキは……その、甚はなはだ不本意だけど、アタシの、ご、ご主人様……的なモノなワケだし。主人がお腹をすかしていたら、料理を持ってくるのはメイドの勤めだし」

「……できれば、その下僕云々の話はもう無かったことにしない？」

「そ、そんなのダメよっ！　皇族は一度口にした約束は絶対破らないわ！　だからウダウダ言わずご奉仕されなさいッ!!」

　ものすごい偉そうなメイドだった。

　だけど、……正直、女の子の手作りというのは惹ひかれる。

　一輝もその辺は男の子なのだ。

「わかった。なら一緒に近くのスーパーまで行こう。荷物持ちくらいするよ、ステラさん」

「むっ」

（……あ、あれ？　なんかステラさんの顔が突然不機嫌になったような……）


「…………それ禁止」



「それ？」

「ステラさんってやつ。イッキはご主人様で、アタシより年上なんだから、さん付けなんておかしいわ。呼び捨てにしなさい」

「えぇ……、それは抵抗あるなぁ。だってステラさんは本物のお姫様だし……」

「そのお姫様の友達になりたいって言ってきたのはどこの誰よ」

「うっ」

「友達同士でさん付けなんておかしいでしょ」

　いや、それは確かにそうだけど、でも──

「それなら友達同士で主人とか下僕もおかしいんじゃ……」

「それはそれ。これはこれよ」


「えええええ……」



「ともかく！」

　ビシッ！　とステラは人差し指を一輝の鼻先に突きつけて、

「ステラって呼んでくれないと、返事してあげないからっ」

　怒ったような、でもどこか恥ずかしがってるような、可愛らしい顔で命令してきた。

　さすがにお姫様相手に呼び捨ては抵抗があるが、……でも、確かに仲良くなりたいって言ったのは自分なんだから、こっちから壁を作るのは間違っている。


「…………ふぅ。わかったよ、ステラ」



　結局一輝はステラの言いなりになる。

　というか、さっきからずっと会話のペースも決定権もステラにとられっぱなしだ。

　ものすごいメイドもいたものである。


　だけど────



「うんっ。じゃあいくわよ、イッキ！　アタシ日本のことまだよくわかってないんだから、ちゃんとエスコートしなさいよねっ」

「はいはい」

　呼び捨てで呼んだだけで、こんなにも嬉しそうに笑ってくれるなら、これからもステラのことは呼び捨てで呼ぼう。

　一輝はステラの笑顔に釣られるように微笑んで、そう決心するのだった。
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　まだまだ肌寒い四月の早朝。

　巨大な敷地を有する破軍はぐん学園の前に、二つの影があった。

　一つは正門前で浅く肩を上下させながら、水筒に詰めたスポーツドリンクを飲む、ジャージ姿の黒鉄一輝くろがねいっき。

　そしてもう一つは、一輝からかなり離された場所でヘトヘトになりながらも、一輝の待つ正門前というゴール目指して走る、同じくジャージ姿のステラ・ヴァーミリオンだった。

　一輝は体力維持のため、いつも早朝に二十キロメートルほどのランニングを行っている。

　そしてその日課に三日前から一緒の部屋で生活することになったステラもついてきている。

　だが、魔力方面の才能がないことを自覚している一輝は、それを補うためにも、肉体方面で尋常ではないほどキツいトレーニングを自らに課している。この二十キロにしても、軽いジョギングではなく全力疾走＋ジョギングで緩急をつけ、心肺機能に意図的に高負荷をかけるスタイルでの二十キロだ。

　一日目、ステラは途中で倒れた。

　二日目、ステラは吐いた。

　だから三日目はわざとステラのペースに合わせるように走り始めたのだが、

『アタシに気を遣うなって言ってるでしょッ！』

　ペースを落とすたびに今にも斬りかかってきそうなほどのすごい形相ぎょうそうで怒鳴られて、やはり三日目も一輝はいつも通りに走った。

　すると、ステラはかなり遅れてではあったが、ちゃんと一輝についてきた。

（……やっぱりすごいな、ステラは）

　ふらふらになりながらもゴールに着実に近づいてくるステラの姿に、一輝は感心した。

　あれだけの魔力の才能を持ちながら、肉体面でも自分のトレーニングについてくる。

　今まで彼女が自分の才能に頼り切らず、己おのれを鍛え続けてきたことがよくわかる。

「はぁー！　はぁー！　ゴール……ッ」

「おつかれさま」

「へ、平気よ……ッ、こ、これくらいっ」

　流れる汗をふく余裕も無いほど疲れ切っているくせに、ステラも大した根性だった。

　一輝はステラの息が落ち着くのを見計らって、先ほど自分も飲んでいたスポーツドリンクを水筒のコップに注いで差し出した。

「はい。スポーツドリンク」

　だがステラは、差し出されたコップを戸惑いの表情で見つめた。


「え、…………それ、間接キス……」

「どうしたの？　…………あ、ごめんステラ……。男が口をつけたコップ使うなんていやだよね」



「べっ、別にイヤだなんて一言も言ってないでしょッ！　……むしろ、その逆っていうか」

「ぎゃく？」

「ななな、なんでもないわよバカ！　いいからそれ寄越よこしなさい！」

　ランニングでただでさえ熱をもった頬をさらに赤らめて、ステラはドリンクを呷あおる。

（……あーあ、よりにもよって僕が口をつけたところで）

　だが注意してあげる暇もなかったのだから仕方ないかと、一輝は少し的外れな申し訳なさを覚え、何となくステラから視線を外し、破軍学園の正門を見つめた。

　正門前には──始業式を知らせる看板が立てかけられている。

「……ようやく、始業式か」

　一輝にとっては感慨深いものがある。

　一年目は、何のチャンスも与えられないまま、すべてが過ぎ去っていった。

　だが今年は違う。新理事長・新宮寺黒乃しんぐうじくろののもと、すべての生徒にチャンスが与えられる。


　待ち続けたチャンスの到来に、いやがうえにも気持ちが高揚こうようする。それに────



「なんだか楽しそうね。イッキ」

「そう見える？　実は会いたい人がいてさ」

「……それって女の人じゃないでしょうね」

（あれ？　なんか殺気を感じる）

「ま、まあ確かに女の子ではあるんだけど──」

「さようなら」

「待って待って！　とりあえず《妃竜の罪剣レーヴァテイン》しまって話を最後まで聞いて！　その女の子って、僕の妹なんだよ」

「妹さん？　……そういえば決闘の時、妹がどうとか言ってたわね」

「うん。その妹がどうも新入生として入ってくるらしいんだ。……四年前、僕が実家を飛び出したっきりご無沙汰ぶさただったから、久しぶりに会えると思うと嬉しくってね」

　いつも一輝の後ろをちょこちょこ小さな歩幅でついてきた、銀髪ツインテールの女の子。

　泣き虫で、寂しがり屋で、甘えん坊。だけど父も母も兄も親戚も、皆が才能の無い一輝を見捨て、無下に扱っていた中で、唯一自分と距離を置かずに接してくれた可愛い妹。

　黒鉄珠雫くろがねしずくは、一輝にとっての唯一の家族だ。

　あれから四年。一体どれくらい成長しているんだろう。

「楽しみだなぁ」

「一つ聞くけど……その妹さん、血が繋つながってないとかそういう設定じゃないでしょうね」

「いやどこにでもいるごく普通の血縁兄妹だけど？」

「ならよし」

　なにを許されたんだろう？

　よくわからなかったが、よくわからないことを深く追求しないのは彼のポリシーだ。

　一輝は再び『始業式』の看板に視線を戻し、これから始まる日々に思いを馳はせる。

　ついに始まるのだ。七星剣武祭しちせいけんぶさい出場枠を賭けた戦いの日々が──。





◆







「はーい☆　新入生のみなさんっ！　入学おめでとーーーーッ！♡」



　一輝たち目掛け『パーン』とクラッカーを鳴らし、教壇に立つ若い女性教師は満面の笑顔を浮かべる。

「わたしが一年一組のみなさんの担任をさせていただく、折木有里おれきゆうりです。担任を持つのは初めての新米教師だから、みんなも気兼ねなく友達感覚で『ユリちゃん☆』って呼んでくれたら先生超うれしーな♪」

　……戦いの日々の幕開けにしては、えらく軽いノリだった。

「……なんか疲れる先生ね」

　縁があるのか、隣の席になったステラが、折木の独走気味のテンションにぼやく。

「あはは、まあね。……でも、いい先生だよ」

「知り合いなの？」

「前にちょっとね──」

「えー、今日は初日なので授業はありません！　でもでも、先生から一つだけみんなに『七星剣武祭代表選抜戦』についての連絡があります。みんな、生徒手帳を出してくれる？」

　言われた通り、一輝は胸ポケットから手のひらサイズの液晶端末を取り出す。

　破軍学園の学生証は、身分証明から財布、携帯電話、インターネット端末と、なんにでも使える優れ物である。

「んと。始業式で理事長先生が言ってたけど、破軍学園は去年まで『能力値』で選手をある程度選抜していたのよね？　でも今年から『能力値選抜』は廃止！　『全校生徒参加の実戦選抜』に制度が変わりますっ！　全校生徒が選抜戦を戦って成績上位者『六名』を選手として選抜するの！　わーおバイオレンスッッ！　そしてその試合の日程は生徒手帳に『選抜戦実行委員会』からメールで送られてきます。だからちゃんと確認して、指定の日時に指定の場所に来てね。来ないと不戦敗ってことになっちゃうから注意すべし♡」

「先生」

　ふと、ステラが手を上げる。

「ノンノン。ユリちゃん☆　って呼んでくれないと返事してあげないゾ？」

「……ゆ、ユリちゃん」

「はい、なーにステラちゃん」

「選抜戦って何試合くらいするんですか？」

「詳しくは言えないけど、一人十試合以上は軽くかかるかなー。選抜戦が始まったら、三日に一回は必ず試合があると思ってくれていいよ♪」

　それを聞き一輝は小さく安堵する。

　彼の伐刀絶技ノウブルアーツ・《一刀修羅いっとうしゅら》は一日一度しか使えないから、連戦だとかなり厳しい。

　しかし一輝にとっては僥倖ぎょうこうだが、他の生徒にとってこのお知らせは辛いものだった。

『マジかよぉ』

『めんどくせぇ～。遊びに行けないじゃん』

『そもそも七星剣武祭なんか、参加する気ねえのに』

　教室のあちらこちらから不満の声が上がる。

　まあ仕方のないことだ。誰も彼もが一輝のように七星剣武祭に興味があるわけじゃない。

　なぜなら七星剣武祭は《幻想げんそう形態》ではなく《実像じつぞう形態》を用いた真剣勝負。

　負傷はもちろん、場合によっては命の危険すら伴う戦いになる。

　誰も彼もがそんなリスクを背負ってまで自分を高めたいとは思っていない。

　平穏に卒業して、魔導騎士まどうきしとしての資格を得、高給で安定している仕事に就つく。

　そんな平坦な道を望んでいる生徒もいるのだから。

「これ、棄権きけんしたり、負けたら罰則とかあるんですか？」

　そんな生徒の一人が、折木に尋ねる。


「ううん。罰則なんてないよ♪　当然成績のマイナスもありません。勝てばちょっとボーナスはつくけどね☆　もちろん不参加も可。だから『七星剣武祭なんて興味ねーやー』って人は、そのメールを送ってきた『実行委員会』に不参加の意志を書いて返信してください。自動的に抽選からはじかれるようになります。…………でもね」



　ふと折木は一瞬、一輝の方を見やり、優しい微笑ほほえみを浮かべ、

「確かに大変だとは思う。だけど、誰にでも平等にチャンスがあるという一事だけでも、この制度は素晴らしいものだと、先生は思うな♪　それは、ここにいる誰もに、七星剣武祭の優勝者『七星剣王』になるチャンスがあるってことなんだから。だからできればみんな参加して、目指してみて欲しい。その経験はきっと掛け替えのないものになると思うから」

　向けられた眼差まなざしに一輝は小さく頭を下げて、感謝する。

　折木と一輝が知り合ったのは……一輝の入学試験の時だ。

　あのとき、一輝は受験生で、折木は試験官だった。

　彼女がきちんと一輝を評価してくれたからこそ、今一輝は破軍にいることができている。

　そんな一年前の出来事を追想し、


（……あ、そういえば折木先生って…………）

「じゃあみんな、これから一年、全力全開でがんばろーーーーっ！　はーいみんなで一緒に






　えいえい・おブファ──────ッッ!!（吐血）」




　……ものすごい病弱だったっけ、と一輝はそのことを今更思い出した。


「「「ゆ。ユリちゃぁぁあぁあああああん!?!?」」」



「あー、大丈夫大丈夫。みんな落ち着いて」

　突然の惨劇さんげきに騒然とするクラスメイトをなだめながら、一輝は折木の肩を抱き起こす。

「心配しなくていいよ。折木先生ってホントはものすごい病弱なんだ」

「いや心配するよ！　すごい吐血したもの!?」

「げほっ、ごほっ、……黒鉄君の言うとおり、大丈夫よ」

　咳せき込みながら、折木は心配する生徒達に儚はかない笑みを見せる。

「先生……一日一リットルの吐血は子供の頃からずっとだから……」

「それのどこが大丈夫なんですか!?」

「ごほっ！　げほっ。……まあ、そんな身体でもこうやって二十年以上生きてるから。先生、一周回って頑丈なの。ふふ……すごいでしょう」

「そんな悲しいことで威張らないでください。えっと、とりあえず僕が先生を保健室まで連れて行くから、みんなはそこの血だまりの掃除をしておいて」

「わかった。それは任せておいて！」

　ピーチブロンドの女子が頷いたのを見て、一輝は折木を肩に抱え、保健室に向かう。

　その途中、さっきから一つ気になっていることがあったので尋ねた。

「折木先生。聞きたいんですけど、今日ものすごくテンションが高かったのって、もしかして新入生のお祝いのためですか？」

「ごほ！　げほっ！　……うん。折角せっかくのおめでたい日だから……、みんなをお祝いするために、……先生、超無理してテンションあげてたの……」

　なるほどやっぱりそうか。優しい折木の考えそうなことだと一輝は納得し、

「折木先生……非常に言いづらいんですけど」

「なに？」

「たぶん超ウザがられてただけだと思います」

「がーん……」

　可哀想だけど、本人のためだ。

　人間、歳は考えないといけない。





◆






『先生が、今日はもう帰っていいってさ』

　と折木の伝言を一輝が告げたことで、初日のホームルームはお開きとなった。

（それじゃあ珠雫を探しに行こうかな。……あんまりダブりの自分が長居するのも悪いし）

　先ほどからずっと、周りからの視線を感じる。

　先生がいきなり倒れてしまったので自己紹介もできていないが、一輝がダブりであることはすでに知れ渡っているのだろう。

　どう接するべきなのかわからずに困惑しているような視線だった。

（さっきはちょっと仕切りっぽいことしちゃったしなぁ）

　なんとなく出しゃばりすぎた感がある。

　だから一輝はクラスメイト達に気を使い、席を立った。その瞬間、

「せーんぱいっ！」

「うわ!?」

　突然、クラスメイトの女の子に抱きつかれた。


「んなーーーーーーッ!?　ちょ、ちょっとなにやってんのよイッキ！」



「それは僕が聞きたいよ!?　あ、あの、なにかな突然？」

「やや。私ったらようやく先輩とちゃんとお話できると思ったら、ついテンションがあがっちゃって、とんだご無礼をば」

　可愛らしく『ペロ』と舌をだして詫わびる眼鏡をかけたピーチブロンドの女の子は、先ほど掃除を快く引き受けてくれた子だ。彼女は一輝から離れると、自分の名を名乗る。


「私、日下部加々美くさかべかがみっていいます。先輩のだ～～～～いファンなんですぅ～！」



「僕のファン？」

　伐刀者ブレイザーに対する世間の注目度はとても高い。

　魔導騎士はもちろんのこと、その注目は学生騎士にも及び、力のある騎士はステラのようにマスコミにも取り上げられたりするし、学生騎士の頂上決戦、七星剣武祭は全国ネットで毎年放送されている。その評判や活躍を見て在校生のファンになった者が、新入生として入ってくることは、騎士学校では珍しいことではない。


　だが…………一輝はこのどちらにも該当しない。だからファンと言われ首をひねった。



「ファンができるようなことした覚えがないんだけど……人違いじゃないかな？」

「やだなぁ先輩！　とぼけちゃってこのこの～。これですよこれ」

　別にとぼけてるワケじゃないんだけど、という言葉は、加々美が取り出した生徒手帳のディスプレイを見た瞬間、喉の奥に引っ込んだ。

　ディスプレイに映し出されていたのは──

「……これって、アタシ達の決闘じゃない！」

　一輝と同じようにディスプレイを覗のぞき込んだステラが驚きの声を上げる。

「もしかして先輩もステラちゃんも本当に知らなかったのかにゃ？　二人とも、ネットとか全然見ない人？」

「うん。機械は苦手でね……」

「アタシも全く見ないわね。パソコンも持ってないし」

「それなら仕方ないかも。これ、先輩とステラちゃんが戦ったすぐ後にネットの動画サイトに投稿されて、すんごい祭りになってるですよぉ。みんなは知ってるよね？」

　加々美の問いかけに、二人の話を聞いていたクラスメイト達がみな一斉に頷うなずく。

「うん、その動画見たよ」

「いろんなまとめサイトで記事あがってるもんね。知らない人のほうが少ないんじゃない？」


「アタシも見た。だから色々話聞いてみたかったんだけど、……そのやっぱり年上の人だし、声掛けづらかったんだよね……。あはは…………」



（さっきから感じてた居心地の悪い視線はそれか）

「なんか気を使わせちゃってごめん。でもクラスメイトなんだから、もっと気軽に声をかけてくれてもいいんだよ？」




「「「本当ですかっ!?」」」




「うわっ!?」

　突然、周りにいたクラスメイトの女の子達が、身を乗り出して一輝に迫ってきた。

「よかった！　ありがとうございます！　黒鉄さん！」

「私、あの試合を見てからずっと黒鉄さんと話をしたいって思ってたんです！」

「アタシもっ！　だってすんごく格好良かったモンね！」

「あの、黒鉄センパイ、よかったら私に剣の稽古けいこをつけてくれませんか？　私、センパイみたいに強くなりたいんです！」

「あーずるい！　それあたしもやってくださいっ」

「ちょ、ちょっと待って。確かに気軽にとは言ったけど、そんな一斉に来られても困るよっ」

　わいのわいのと尊敬と好意に満ちた視線を送ってくる少女達に、一輝はたじたじだ。

　でもそれも無理のない話。

　一輝は女遊びをするような少年ではない。

　そんなことをする暇があるのなら、その時間を自分を鍛えることに費やしてきた。だから、年下の女の子に、これほど一斉に瞳を向けられる経験なんて今までなかった。

　しかも見つめられるだけでもドキドキするのに、キラキラ輝く彼女たちの瞳には一様に尊敬の光が宿っているのだから、恥ずかしいやら照れくさいやら。

「ふふ、こんなに自分が人気で驚きましたか？　でも先輩ってマジで今すんごい注目されてるんですよー。私が集めたデータによると、特に女子に大人気！」

「ええっ、な、なんで？」

「だって先輩ってすっごく強いじゃないですか～。魔導騎士を目指す女の子は強い男の子が大好きなんですよ。あれだけ強いのに《落第騎士ワーストワン》なんて呼ばれてるのもミステリアスな感じでポイント高めです。でも一番大きな理由は、先輩の顔ですね。先輩、結構可愛い顔してますしー」


「そ、そんなことないと思うけど…………」



「その困ったみたいな微笑も、母性本能に『ぐっ』と来ちゃうんですよねー」

　加々美の言葉に「うんうん」「年上なのに可愛いよね」と周りの女子たちが同意する。

（か、可愛いって……。確かにあまり男らしい顔つきではないと自覚はしてるけど、年下の女の子に可愛いと言われるのは男として複雑だなぁ……）

　いや、嫌われるよりは好かれる方がいいとは思うのだが──と、一輝が微妙な気分になっていると、突然加々美が一輝の右腕に抱きついてきた。

「か、加々美さんっ!?」

「それでですねぇ先輩。今日はそんな大人気の先輩にお願いがあるんですぅ。可愛い後輩のお願い、聞いてくれますかぁ？」

　腕に抱きつき、至近距離からうるうるした瞳で見つめてくる加々美。

「な、なんだろ……僕にできることなら……協力する、けど？」

「わーい♪　ありがとうございます！　お願いというのはですね、私、実は新聞部を作ろうと思ってるんですけど、先輩に記念すべき破軍高校壁新聞第一号を飾って欲しいんです！　見出しは……そうですねー。『脅威の伏兵！　噂うわさの超新星スーパールーキーを一蹴いっしゅう！』ってな感じで」

　ちょ、ステラが目の前に居るのにこの話題はどうなんだ。

　一輝は冷や汗が噴き出すのを感じながら、ステラの顔色を窺うかがうと、

「ふぅ～ん。よかったじゃない。モテモテで。取材、受けてあげたら？　先輩」

　ものすごい仏頂面ぶっちょうづらだった。

　自分の敗戦を記事にされていい気分になれるはずもないから当然と言えば当然だが。

　少なくとも、こんな顔を見せられた後で取材を受ける度胸は一輝には無かった。

「申し訳ないんだけど、僕、そういうの慣れて無くって……」

「大丈夫ですよぉ。私が優しく手ほどきしてあげますからぁ」

　だが加々美は一歩も引かず、むしろさらに一輝の腕に強く絡みついてきた。

　むにゅんと、腕が彼女の胸に挟み込まれる形になり、一輝の背筋に甘いしびれが走る。


「うあっ…………あ、あの、日下部さん」



「そんな他人行儀やめてくださいよ。加々美でいいですぅ。私と先輩の仲じゃないですかぁ」

（どんな仲なんだ僕たちは──なんて突っ込んでる場合じゃないっ）

「加々美さん。ちょっと、その、離れて……あたってるから」

「あやや？　あたってるってなにが？」

　加々美は気づいてなかったのか、首をかしげる。

　だが一輝の視線の位置が自分の胸にあることに気づいて、ようやく事態を把握した。


　把握して────にやりと、ものすごく底意地の悪そうな笑みを浮かべ、



「いやですー。取材を受けるって言ってくれるまで離れませーん」

　ぐにゅんっ。と、さらに自分の胸を遠慮無く押しつけてきた。


「うわぁああああ!?」



「……教えてください。先輩のコ・ト♡」

　耳元に唇を寄せ囁ささやかれる甘声。耳朶じだを撫でる暖かい吐息。

　これらはすべて、一輝を釣るための餌だ。一輝もそれはわかっている。

　わかっているのだが、


（……か、かわいい…………っ）



　なんだかんだで一輝も男の子なわけで。
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　年下の、しかも可愛い女の子に積極的に迫られて、嬉しくないはずがなかった。

　乗せられてるとわかりつつも表情にしまりがなくなる。

　加々美の積極的なアピールにたじたじの一輝。

　そんな一輝に……ついにステラの我慢が限界に達した。


「ちょっとイッキ────！」



　何をデレデレしているのよ、情けない。そう一輝を叱責しっせきしようとしたそのとき──

「おいセンパイ、オレたちともお話しましょうや」

　敵意を隠そうともしない粗暴な、獣の唸うなり声にも似た声がかかった。





◆






　ぞろぞろと、五人の目つきの悪い少年が少女達を押しのけて、一輝の前に立つ。

　そしてその中でも一際体躯たいくのいい少年が、威圧を込めた声を一輝に向ける。

「ずいぶん人気者ッスねェセンパイ。でもちーっと調子乗りすぎなんじゃねーッスか？　教室だってのに、女侍はべらせてイチャイチャと」

　こめかみに青筋を立てながら、高い視点から一輝を睥睨へいげいする少年は、ようするに目の前で女子を独占している一輝が気に入らないらしい。

「なによ真鍋まなべ！　嫉妬してんの？」

「自分がもてないからってひがんでるんじゃないわよ！　サイテー！」

「んだとこのアマ！　マー君に向かってナマ言ってんじゃねえよッ！」

「あー待って待って」

　女子に凄んだ体躯のいい少年──真鍋の取り巻きを一輝がなだめる。

　完璧に因縁いんねんをつけてきているだけだが、騒ぎの原因が自分にある以上、揉め事を起こさせるわけにはいかない。だから一輝は和なごやかな表情で小さく頭を下げる。

「目障りだったのなら謝るよ。確かに、放課後だからって教室で騒ぐのはよくなかった」

「ハッ、なに善人ぶってんだよ詐欺師さぎしのくせに」

「詐欺師？　それってどういう意味だろう？」

「アホな女は騙だませてもなァ、オレは騙されねェよ。ＦランクがＡランクに勝てるわけねェ。どうせセコいイカサマでもやったんだろ。こんな風に、人気を取るためによォ」

「むっ、……そんなことしていないよ。その言い分は、ステラに対しても失礼だ」

「あくまでもＡランクに勝ったって言い張るわけだ。面つらの皮が厚いこって。だったらよ──本当にそんなにお強いんなら、今からオレらに稽古つけてくださいよセンパイ」

　ぞろり、と──獲物を囲むハイエナのように、五人の少年が一輝の周りに展開する。

　さらにはリーダーの真鍋を除いた四人は各々の固有霊装デバイスを顕現けんげんさせた。

「ちょっとアンタ達本気!?　こんなところで霊装使ったら停学よ!?」

「うるせえよビッチ！　怪我したくなかったら下がってろ！」

　加々美の注意を一蹴し、霊装を構える四人。

　その獰猛どうもうな表情から察するに、《幻想形態》にするような分別はなさそうだ。

　しかしこの状況でも一輝は和やかな相好そうごうを崩さずに、彼らをなだめようとする。

「こんなところでは戦えないよ。日下部さんの言う通り、教室での戦闘行為は校則違反だ。僕ら学生騎士の能力使用権限は所属している学園が握っている。その学園が定めた場所／場合以外での能力使用は認められない。だから──どうしてもと言うなら場所を変えよう。訓練場でなら夕方までだって付き合うよ」

　訓練場でならやってもいい。これは一輝なりの親切だった。

　彼にとって、この真鍋達と戦うメリットは存在しない。

　彼らから得るものなど何もないのだから。

　そんなことにかまけるより、妹を探しに行きたいというのが一輝の本音だ。

　それでも付き合うと言ったのは、稽古を付けて欲しいと言った後輩への配慮だったが──


「テメェ…………」



　ビキリ、と真鍋のこめかみに新たな青筋が増える。

　当然だ。一輝は知らず知らずに言葉を間違えた。

　真鍋達が望んでいたのは、稽古などではなく、イカサマで女子の人気を集めていた卑怯者ひきょうもののＦランクが、自分たちに囲まれ、恐怖して無様に許しを請う姿だ。

　それをあろうことか、場所を変えるなら付き合うだの、侮辱ぶじょく以外のなにものでもない。

「調子ノッてんじゃねェよ！　ダブりの分際でッ!!　やっちまえテメェらッ!!」

（あれ。なにか言葉を間違えたかな？）

　首をかしげるももう遅い。少年達はもう止まらない。

　四人は霊装を振りかざし、一輝に斬りかかる。

　その様を見て女の子達は悲鳴を上げる。

　喧噪けんそう、混乱、もはや問題の平和的解決など望むべくもない。

　やれやれだと一輝はため息をついた。……こうなったら、実力行使しかない。

「先輩！　私、ちゃんと正当防衛だって証言するよ！　だからやっちゃって！」

　加々美が一輝の迎撃を促す。もし問題になっても、一輝に非がないことを証言すると。

　それはありがたい申し出だ。しかし──

「いや、その必要は無いよ」

　そう必要は無い。だって霊装を用いた戦闘行為など、起こらないのだから。


「──────」



　瞬間、一輝は自分の意識を眼球に集める。

　まず──色はいらない。今必要な情報ではない。故に一輝は眼球から色彩を遮断した。

　目に見える世界を灰色に錆び付かせ、色彩の認識に回していた集中力を、動体視力へ移譲。

　すると、世界はゆっくりと、動きを鈍らせた。

　これは別に特別な力ではない。

　普通の人間にもできる、集中コンセントレーションによる意識と認識の高速化だ。

　本来は命の危険が迫っているような極限状態で発揮される力だが、一輝はこれを自在にコントロールできる。まあ、……そもそもそのくらいできなければ一分間で自分を使い尽くすなどという、集中の極地には至れないのだから、当然と言えば当然だが──。

　一輝はまるで水底みなそこに沈んだように、ほの暗く鈍化した灰色の世界を見回し、現状を分析。

　敵は前後左右の四方。

（一番速いのは真正面から来る日本刀か）

　ならばと、一輝は空手の右手を前に出し、手の甲を振り下ろされる白刃はくじんの腹に添えて、暖簾のれんをくぐるような気安さで刃の軌道を横に逸らした。


「え────」



　日本刀を振りかぶった少年に驚愕きょうがくの表情。

　だが逸らされた剣閃はもう戻らず、刃は一輝の横を素通りする。

　そのすれ違い様に、一輝は彼の足をつま先で引っかけ──


「「うわぁぁああああ！」」



　前から来た少年は軸足を払われ、そのまま一輝の背後からロングソードの形をした霊装を振るおうとしていた少年を巻き込んで転倒。派手に机に突っ込んだ。

　まず、二人。

「この野郎ォォォおぉお!!」


「死ねぇぇぇえええ────ッ!!」



　次いで、左右から全く同じタイミングで鉄棍と斧おのが振るわれる。

　双方狙いは一輝の頭部。これの対応は簡単だ。

「よっ」

　一輝は膝ひざを折り、頭を下に下げる。

　直後、頭上で弾ける鉄と鉄のかち合う快音。

　それは双方全力で振り抜かれた鋼の衝突であり、


「「ぎゃあぁああああああああああああ!!!!」」



　左右の二人は自分の腕に走った電撃のような痺れに悲鳴を上げ、悶絶する。

　あと、一人──。

「く、くそっ!!」

　先ほどまでの不貞不貞ふてぶてしさはどこへやら。

　真鍋は仲間の崩壊に隠しきれない狼狽ろうばいを浮かべ、慌てて自らの霊装を顕現させる。

　大口径のリボルバー。東洋人には珍しい種類の霊装だ。

　その銃口が一輝に向けられ、引き金が絞られる。

　一秒後、撃ち放たれるだろう魔弾。それに対し一輝はすでに行動を起こしていた。

　手近な机の上にあった誰のものかもわからない消しゴムを手に取り、親指で真上に弾く。

　消しゴムは天井に打ち付けられてバウンドし、

　──撃鉄と雷管の間に挟まり銃の機能を殺した。


「～～～～～～～～ッッ!?!?」



　真昼に幽霊でも見たかのように眼を見開き、真鍋は声にならない悲鳴を上げる。

　射撃を思いもよらぬ方法で防がれ、無防備となった懐ふところに、一輝はすかさず踏み込んで──

　パンッ!!　と、真鍋の眼前で、両手を打ち鳴らした。

　猫だまし──というやつだ。相手を怯ひるませるための、攻撃力など無いただの威嚇いかく。

「ひ、ぁ」

　だがそれで充分だった。

　目の前で手のひらを打ち鳴らされただけで、真鍋はへなへなと、その場に尻餅しりもちをつき、ただただ震える瞳で一輝を見上げる。

　瞳は怯えに満ちていた。当然だ。目の前のＦランクは……あろうことか自分の霊装すら使わずに、素手のままで、霊装で武装した五人の伐刀者ブレイザーをいとも容易たやすくあしらったのだから。

　もう戦意などあろうはずもない。

　だからこれ以上追い打ちを掛ける必要は無い。

　霊装を用いた戦闘行為は行われなかった。

　戦いになどならなかった。

　その結果に一輝は──日下部曰いわく母性本能をくすぐる曖昧あいまいな微笑みを浮かべ、

「……仲良くしようよ。これから一年、一緒にやっていくクラスメイトなんだからさ」

　真鍋はもう、ただカクカクと頷くだけだった。

　そして、一輝の動きに圧倒されたのは、真鍋達だけではなかった。


「「「……………………」」」



　周りにいたクラスメイト達も、空手のまま、誰一人傷つけることなく、伐刀者ブレイザー五人を打倒した一輝のあまりの強さに呑まれ、言葉を失っていた。

「あ、あれ。ステラ、……なんか教室の空気が冷たいんだけど」

「そりゃそうでしょ。それだけ力を見せればこうなるわよ」

「力を見せたって……怪我しないように限界まで手加減したつもりなんだけど……」

「限界一杯手加減してこれだからみんな驚いてるんじゃない」

　ステラが呆れたようにため息を漏らした、その次の瞬間、





　パチ、パチ、パチ…………






　教室の入り口から、拍手が聞こえてきた。

　なんだろうと視線をやると──そこには、廊下から差し込む陽光を背に、一人の小柄な少女が立っていた。

　短い銀髪に、淡い翡翠ひすい色の瞳。

　全体的に色素の薄い儚はかない雰囲気……しかしそれ故に、強く人を惹き付ける美少女。

　彼女はつぼみのように小さい桃色の唇で微笑みを作り──

「雑魚ざこを寄せ付けない圧倒的な強さ。さすがですわ。──お兄様」

　典雅てんがな声音こわねで、歌うように呟いた。

　お兄様、と。

　その言葉に、一輝は目を見開く。


「まさか…………」



　いや、問うまでもない。問う必要もない。

　口調も、面差おもざしも、髪型も、びっくりするほど大人びたけど──

　その呼称で自分を呼ぶ人間はこの世に一人しかいない。

　広い黒鉄の屋敷で、たった一人、一輝の安らげる場所でいてくれた少女。

　いつも後ろを小さな歩幅でついてきた、たった一人の妹──

「しず、く……」

「はい。……お久しぶりです。お兄様」





◆






「珠雫しずく──っ!!」

　四年ぶりに再会する肉親に、一輝はたまらず駆け寄りその小さな手を取った。

「うわ、やっぱり珠雫か！　こっちこそ本当に久しぶり！　なんだかすっごく大人っぽくなったね！　見違えたよっ！」

「当然です。四年も逢あっていなかったのですから。変わらない方がおかしいですよ」

「あはは、それもそうだ！　いやでも嬉しいな！　まさか珠雫から逢いに来てくれるなんて！　今日こっちから探しに行こうって思ってたんだけどちょっと教室でゴタゴタあってさ──って今はそんなことどうでもいいか。……ごめん、なんか突然すぎてテンパってるな、僕」

　珠雫にあったら話したいことがいっぱいあった。

　突然家を出た謝罪や、それから起こった出来事。そして、再会の喜び……。

　だが、そのどれもこれもが我先にと喉元に押しかけてくるものだから、上手く言葉が出てこない。困った。

「ねえイッキ。その子ってもしかして……今朝話してたイッキの妹さん？」

「え、あ。ああ！　うん！　ステラ、みんなにも紹介するよっ」

　ステラの質問は、テンパった一輝にとっては助け船だった。

　まずは一息ついて落ち着こう。

　そう決めて、一輝はみんなに珠雫を紹介しようとする。

　だがそのとき、ぐいっ、とみんなの方に視線を向けた一輝を引き戻すように、珠雫が一輝の袖を掴つかみ、引っ張った。そして、


「お兄様……ずっと、お逢いしたかった…………」






　一輝の頬に手を当てて、淡い色の唇を嫋たおやかに重ねた。





「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっっっ!!!!!!」

「「「ナニゴトーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッッッ!?!?!?!?」」」



　衆目しゅうもくを憚はばからない口づけに、ステラとクラスメイトたちが絶叫する。

「ちょ、ちょっとイッキ！　あ、あああ、アンタなにやってんのよッッ!?」
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「ぼ、ぼぼぼ僕だってわからないよッ!?」

　今この場で一番動揺しているのは、突然妹に口づけされた一輝本人だ。

　一輝は慌てて珠雫の腕を首から引っぺがし叫ぶ。

「珠雫！　い、今のは一体なに……っ」

「何って……もちろん口づけですよ？」

「わかってるよ！　それはわかってるよ！　だから驚いてるんだよ！　そうじゃなくて！　どういうつもりなのかって話ッ!?」

「どういうつもりもなにも、口づけとは親愛の証。恋人……などという浅く脆く粗末な絆で結ばれているだけの男女でも行っている程度のことです。ならば、同じ血と肉と骨を分かつ、鉄よりも固い絆で結ばれた兄妹が口づけするのはごくごく自然なことです。いえ、むしろしなければ不自然でしょう。そもそも外国では口づけなんてそれこそ挨拶ですし」

「え、そ、そうなの？　ステラ、僕がおかしいの？」

「んなわけないでしょう！　なに迫力で押し切られそうになってるのよ！　大体外国でだってマウストゥマウスは挨拶じゃすまないわよッ！　この中に兄妹でキスする人いる!?」

『いないいない』

『いるわけないよ』

『つか想像するだけで吐きそう』

「えー。珠雫。やっぱり君の意見はおかしいという判決が、民主主義的に出たんだけど」

「うふふ。なにも問題はありませんわ、お兄様。他所よそは他所、うちはうちですもの。……きっと皆さんの兄妹関係はツンドラのように冷え切っているのでしょう。病やんだ時代ですから。でも私とお兄様は違います。むしろ口づけ程度では四年分の愛いとおしさを表現するには足りません。今の私たちにはセックスですらただの挨拶でしょう」


「「「そんなわけあるか!!」」」



　一学期初日に早くも一年一組全員の心が一つになった。

「ていうか珠雫。な、なんてことを言い出すんだ！　女の子が、その、そんなに軽々しく、せ、セックスなんて言っちゃダメだ……ッ」

「ふふ。冗談です。そんなに顔を赤くしちゃって。お兄様ったら可愛いんですから」

　クスクスと妖艶ようえんに微笑む珠雫に、一輝は冷たい汗が噴き出すのを感じる。

　だ、だれだこれは。

　一輝の記憶の中の珠雫は、人見知りの激しい恥ずかしがり屋さんだった。

　それが一体何をどう間違えたらこんなことになるのか。

「──さあ、そんな些末さまつなことよりもお兄様、もっと珠雫を感じてください。そして私にもお兄様を感じさせてください」

　するりと、再び珠雫の細い腕がまるで白い蛇のように一輝の首に絡みつく。

　翡翠の瞳はこの教室に現れてからただの一度も、一輝以外を映さない。


「……四年間、本当に恋しかったのですから…………」



「ぅ……ぁ」

　再び一輝の唇を奪おうと近づいてくるうす桃色の濡れた柔肉。

　いけない。これ以上はいけない。

　これは正しい兄妹の姿ではない。そうわかっているのに、一輝は動けない。

　一輝を見つめる翠色みどりいろが、彼をその虹彩に閉じ込めて、逃げることを許さない。


　そして二人の唇は再び交わり────




「だめーーーーーっ!!」



　すんでの所でステラによって引き剥はがされた。

「ちょっとイッキ！　何アンタまでその気になってるのよ！　しっかりしなさいよ！」

「ご、ごめんっ！　ていうか助かった！　ありがとうステラ！」

「どういうつもりかしら」

　そのときになって初めて、珠雫の瞳は一輝以外のものを映す。

　まるで、今ステラがいることに気づいた、とでも言うように。

「どういうつもりはこっちの台詞せりふよ！　アンタこそ、イッキになんてことするのよっ！」

「なんてこととは、口づけのことですか？」

「そ、そうよ！　それ以外に何があるっていうの！」

「何を言うかと思えば──」

　ステラの言葉に珠雫はため息を漏らし、

「私が私のお兄様をどうしようと、そんなの私の勝手でしょう」

「イッキ！　アンタの妹おかしい！　これのどこが『ごく普通の血縁兄妹』なのよ！」

「いや、僕も驚いてるっていうか、おののいてるっていうか……」

「さっきからずいぶんと私とお兄様の邪魔をしますけど、……貴女あなた、噂のステラ姫ですよね？　そんな方が何故私たちのような庶民の兄妹のコミュニケーションに口を挟むのですか？」

「こんな糸を引くような生々しい兄妹のコミュニケーションがあってたまるか！」

「他所は他所、うちはうちと先ほど言った通りです」

「そんな家庭レベルの問題を逸脱いつだつした行為でしょうが！　常識ってもんを考えなさいよっ」

「……まったくうるさい人ですね。……わかりました。百歩譲って、妹が兄に口づけするのがおかしいとして、私が常識のないことをしているとしましょう。でも──それが貴女に関係があるのですか？」

「うっ」

「これは私とお兄様の問題です。関係ない田舎のお姫さまは黙っていてください」

「……っ」

　半眼でそう言われ、ステラはたじろぐ。

　確かに関係がないと言えばその通りだ。

　四年越しに再会した妹の頭のネジを締め直すのは兄である一輝の務め。

　横合いから自分がとやかく言うような問題じゃない。だけど──

「お兄様、ここは邪魔が入るので、どこか静かな場所で私たちの四年間を取り戻しましょう」

　もうこんなやつ妹でもなんでもない。

　ここまで露骨に一輝に対して肉親以上の好意を示している以上、そんな人間を一輝と二人きりにするなんて、看過かんかできるはずがなかった。


　だから────ステラは覚悟を決める。



「……関係なら、あるわよ」

　顔を恥じらいに染めながら、つぶやく。

「関係があるから、イッキがアンタとキスするのは、イヤなのよ……っ！」

「え!?」

　その言葉に驚いたのは一輝だ。

　だってステラは今、自分が他の女とキスするのがイヤだと言った。


（それって……もしかして…………ステラは僕のことが────）



「だって──イッキは、アタシのご主人様なんだからッッ!!!!　ご主人様がシスコンで変態の社会不適合者になるのは困るのよッッ!!!!」


「そっちかーーーーーーッ！」

「特大スキャンダルキターーーーーー!!　急いで創刊号の見出しを『俺の腕の中でMOGAKE　鬼畜なルームメイトと過ごした皇女こうじょの密室72時間に迫る！』に書き換えなきゃ！」



『え、黒鉄さんって大人しそうに見えてそっち系？』

『うわぁ、隠れ肉食系ってやつなのかしら』

『ていうか皇女様をメイドって……レベル高いわね。転落系プレイ？』

（……ま、不味まずいっ。ステラの一言を皮切りに事態がとんでもない方向にっ）

「ちょ、ちょっとステラ！　人前で何とんでもないこと言ってるのッ!?」

「だ、だって事実でしょう!?　アタシ達はあの決闘に自分のすべてを賭けて戦い、そしてアタシはイッキに負けた。つまり、不本意ながらアタシの身も心もすべてはイッキのモノになったの！　アタシとイッキは一心同体も同じ。無関係なんてことあり得ないのよ！　そして主あるじを正しき道へ導くのは従者の務めなの！」

「もうその約束無かったことにしてって言ったじゃないかッ！」

「駄目よ！　それはアタシの皇族としてのプライドが許さないし、……第一イッキはもう皇女であるアタシにご主人様として命令したじゃない。『俺と同じ場所で寝ろ』って」

「誰だその格好いい奴ッッ！　そんなインモラルなテンションじゃなかったでしょ!?」

「でも言ったことは大差ないじゃない！」

　それはそうだけど……、と唸る一輝に、




「──それは本当なのですか？」




　ザクン、と氷柱つららのような鋭く冷たい声が、突き刺さった。


「………………」



　血管に氷水でも流し込まれたかのような、身を切るほどの寒気。

　先ほどまでの艶つやっぽさなどどこにもない、凍てついた珠雫の声に振り返ると、

「本当なのですか？」

　そこには、能面のような表情の珠雫が一輝を見つめていた。

（こわ……ッ）

「お兄様。ほんとうなのか、と聞いています？」

　重ねられる問いかけ。

　否定したい。否定しなければろくなことにならない。それは一輝にもわかる。

　だけど……残念なことに事実関係としてはまったくその通りなわけで、

「ま、まぁ、ニュアンスにかなり悪意のあるバイアスが加わっている気はするけど、おおむね間違いはない、かな」

　正直者の一輝はそう答えるしかなかった。

　そして世の常として、……正直者は長生きできない。


「へぇ……本当なんですかぁ。………………………………ふ、ふふ、ふヒっ」



「珠雫……？」




「ウソツキ」




　クスリ、と珠雫は目を細めて微笑む。その微笑みに、


「────ッッ!?」



　ぞくんと、まるで脊髄せきずいに舌を這はわされたような怖気が走った。

「なんでそんな嘘をつくんですかお兄様。お兄様がそんなことするなんてあり得ません。だってお兄様は珠雫を悲しませるようなことしないもの。お兄様は珠雫を傷つけるようなこと言わないもの。そんなのお兄様じゃないもの」「あ、あの、珠雫…………さん？」「ああそうか。わかりました。きっとその女に弱みを握られて、無理矢理付き合わされているんですね。そして私に心配させないためにその事実を伏せているんですね。ええそうに決まっています。それ以外にあり得ません。理論的に考えてそれ以外にあり得るはずがないのです」「いや、ちょっと僕の話を」「なんて可哀相なお兄様。なんてひどい女なの。これだからお兄様が家を出るのは反対だったんです。だってお兄様はすごく格好いいんですもの。格好良くて魅力的なんですもの。だからどうしてもこういう胸ばっかりに栄養が行ってる頭の弱い淫乱いんらんが寄ってくるんですよね」「ねえ珠雫お願いだから落ち着いて二人で話を」「いえお兄様は悪くないんです。お兄様を責めているわけではありません。お兄様はただ素敵なだけですから。ただ素敵すぎるだけなのですから。悪いのは全部この女。悪いのは全部この女。悪いのは全部この女。だから珠雫が今、お兄様を自由にして差し上げます。飛沫しぶけ──《宵時雨よいしぐれ》」

「ちょ、ちょっと珠雫ゥゥ!?　それは不味いって！　それはダメだって!!　物騒なものをしまって話を聞いてくれ！　別に僕は弱みなんて握られていないから──ねえ聞いてる!?」

　小太刀の固有霊装デバイス《宵時雨》を顕現させた珠雫に、一輝は顔を青くしてまくし立てるも、


「いやですねお兄様ったら。ちゃんと聞いていますよ。珠雫がお兄様の言葉を、声を、聞き漏らすはずがないじゃないですか。地球が逆回転するよりもあり得ないことですよそれは。あははははいやですねお兄様ったら。大丈夫。私は負けませんから。確かに私は新入生次席でランクもＢと、ステラさんにはやや劣りますが、私の属性は『水』。『炎』の天敵ですので。だけど心配してくださったことにはお礼を言います。大好きですお兄様」



「明らかに聞き漏らしてるけど！　さっきから会話がまったく成立してないんだけど!?」

「傅かしずきなさい、《妃竜の罪剣レーヴァテイン》」

「──って、なんでステラもやる気満々なのっ!?」

「悪いけど、アタシはイッキと違って、霊装を持ち出した相手に情けを掛けるほど甘ちゃんじゃないの。やるって言うなら相手になるわ」

　見れば、もうステラと珠雫の瞳は目の前の一輝を見ていなかった。

　紅玉ルビーと翠玉エメラルドに映るは敵の姿のみ。

　もはや一輝の言葉では二人とも止まらない。止まる気がない。

　彼女たちの心おんなが、目の前の女をねじ伏せろと叫んでいるから。

「はーい、みんな廊下に出てー。ここにいたらたぶん死ぬよー」

　背後ではすでに加々美主導で避難が始まっていた。

　さすがジャーナリスト。素早い順応力である。

　そしてクラスメイト達がいなくなった教室で二人の少女は睨にらみ合い、

「だけどまたずいぶんと慎ましい霊装ね。……アンタの胸と同じで」

「そちらこそ。下品な胸をした女は武装にも品がないんですね。どっちもただ無駄にでかいだけ。ええ本当に、とってもお似合いですよ」

「貧しい者の僻ひがみは聞くに堪たえないわね。だけど許してあげるわ。アタシは胸も心も大きい女だから」


「…………デブ」



　ブチ、と一輝はステラの方からイヤな音を聞いた。

（ああダメだ。これはもうダメだ）

　避け得ぬ惨劇を確信し、一輝が肩をすくめて廊下に出た瞬間、




「「殺すッッ!!!!」」




　二人の伐刀者ブレイザーによって一年一組の教室は木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。





◆






　一年一組の教室が全壊したことは当然問題になった。

　先生方の協議の結果、当事者の二人に言い渡された判決は、一週間の自室謹慎。

　ようするに停学だ。

　新入生期待の首席ナンバーワンと次席ナンバーツーがまさかの初日停学。

　このスキャンダラスな事態は、加々美の壁新聞創刊号を基点に全校生徒に知れ渡った。

　一輝としては『俺の腕の中でMOGAKE　鬼畜なルームメイトと過ごした皇女の密室72時間に迫る！』がお蔵くら入いりとなって助かった、という気持ちもないこともないのだが……、

「……あんな子じゃなかったんだけどなぁ」

　それ以上にショッキングなことが多すぎた。

　夜、自室に戻ってもため息が止まらない。

　昔の珠雫は本当に人見知りで、恥ずかしがり屋な女の子だったのだ。

　いつも一輝の後ろを『とてとて』ついてきていて、恥ずかしいことがあるとすぐに物陰に隠れる、控えめで大人しい女の子だった。

　それが何をどうしたらあんな……男を誘惑する悪女みたいな具合に仕上がるのか。

「でもイッキ嬉しそうだったじゃない」

　横から飛んできた不機嫌な声は、自室謹慎になったステラのものだ。

「実はまんざらでもないんじゃないの」

「そんなことないよ」

「ある。……あのときアタシが止めなかったら二回目のキスしてたでしょ」

「うっ」

　確かにあのとき、ステラが止めなければ一輝はもう一度唇を奪われていた。

「で、でもあれはキスしたかったから動かなかったわけじゃなくて、なんというか、珠雫があんまりにも大人っぽくというか、女っぽくなってて圧倒されたってかんじで……」

「つまり四年ぶりにあった妹があんまりにも綺麗きれいになっていて、見とれてしまったんでしょ」

「いや、だからそんなことは──」

　少なくとも一輝にとって珠雫は妹だ。

　それ以上に考えたことはないし、考えようと思ったこともない。

　それは絶対だ。

　だが、今日の四年ぶりに再会してすっかり大人っぽくなった珠雫に──あの熱病にかかったように濡れた瞳、薄く染まった頬、寂しそうにこちらを求める唇に、まったく女性を感じなかったのかと問われると、それを全力で否定することはできなくて──


「…………あるかも」



「シスコン」

「うぐっ」

「変態」

「うぅ……面目次第もございません」

（なんてことだ。もしかして僕は飢うえているのか。いくら四年ぶりの再会とはいえ、血の繋がった妹に見とれるなんて……）

「……どこ行くの？」

「ちょっとシャワーで頭冷やしてくる……」

　なんだか今日は精神的にショックを受けることが多すぎた。

　さっさと風呂に入って寝てしまおう……。





◆






「むかつく……」

　一輝が自室の浴室に向かった後、ステラが仏頂面のまま呟く。

　なにが『あるかも』だ。そこは全力で否定しなさいよ。

「……アタシに綺麗だって言ったくせに」

　よりにもよって妹に目移りするなんて。

　むかつく。気に入らない。

　そもそもだ『ステラさんともっと仲良くなりたい』とかいって同じ部屋になったくせに、未だになんのアプローチもかけてこないとは何事だ。

　少なくともこっちはしっかり準備している。

　毎朝絶対一輝より早く起きて、見苦しい姿を見せないように寝癖を直したり、夜はいつ日本伝統の『ＹＯＢＡＩ』が来ても良いように身構えている。

（いや、して欲しいってことじゃないのよ!?　そんなことになったら当然拒むわ！　蹴り倒すわ！　ええっ！　一国の姫が婚前交渉とかあり得ないもの！　だけど……）

　ここまで放置されるのは我慢ならない。

「結婚前の女の子に綺麗だって言ったくせに！　仲良くなりたいって言ったくせに！」

　散々思わせぶりな台詞だけ吐き散らかしておいて全くの放置とは一体どういう了見だ。

　これが所謂いわゆる、釣った魚には餌をやらないというやつなのか。

　説明を求めずにはいられない。

　その上、今日なんて妹にキスされて、見とれたかもしれないとか言い出す始末。

「あーもう！　バカ！　イッキのバカ！　シスコンこじらせて死ね!!」

　悪態をつきながら枕を殴りまくるステラは、だんだん不安で泣きそうな気分になった。

　もしかして、一輝は異性としての自分に、全く興味を持っていないんじゃないか。

　自分は一輝の好みとは違うのではないか。

　例えばそう、珠雫みたいなロリ系が好みとか。

　それは不味い。

　なにしろ自分は身長こそそこまで高くはないが、体つきはいろいろ豊かだ。

　それは今までステラの自信だったが、もし一輝がシスコンをこじらせすぎてロリコン戦士にクラスチェンジしていたら、自分の容姿と彼の好みは全く相容あいいれないものになってしまう。

　それはダメだ。イヤだ。そんなの許せない。


「────よしっ」



　だからステラは一つの決意を固めた。





◆






『シスコン』


「はぁぁぁ………………」



　湯船ゆぶねに沈みながらステラの言葉を思い出すと、気分まで沈んだ。

「嫌われちゃったかなぁ……」

『変態』


「うぁぁぁ………………」



　年下の女の子に変態と言われてへこたれない男っているんだろうか。

　正直かなりきつい。

　特に相手がステラというのがきつい。

　一輝は一人の騎士として、ステラ・ヴァーミリオンを尊敬している。

　あれだけの才能を誇りながら、一切それに甘えることなく、常に上を目指し続ける彼女を。

　もし自分に彼女と同じほどの才能があれば、そんな風に生きられなかっただろうから。

　……そしてもちろん、魅力的な女の子とも思っている。

　だからこそへこむ。

　騎士としても、異性としても憧あこがれる少女に気持ち悪い奴と思われた事実に。

　この悪印象は早急に何とか払拭ふっしょくしなくては。

「……今日のことは明日にでも珠雫と話し合おう……」

　ステラの印象を取り戻すことも大事だが、珠雫ももう子供じゃないんだから、兄にあんなことをしてはダメだ。

　このことは、兄としてちゃんと言い聞かせなければならない。

　折角あんなに可愛く成長したのに、実の兄にあんなことをしていては、素敵な出会いを逃してしまう。それは珠雫にとって決してプラスではないのだから。

　一輝がそう心に決めたそのとき──

「は、入るわよ」

　ビキニタイプの水着を着たステラがずかずかと狭い浴室に入ってきた。


「………………………………？」



　なんだろう。

　何かが、こう、なにかがとんでもなく間違っている気がする。

　たとえるなら、そう、湖で鯨くじらを見たような、そういうわけのわからない気分。

　ああそうか。ステラが水着を着ているのがおかしいんだ。

　だってここは風呂だ。風呂で水着というのはおかしい。マナーが悪い。


　恥ずかしくても、タオルを巻くくらいで止めておくべき────



「……──っていやいやいやいやいや!!!!　違う違うそこじゃない!!　いやそこも変といえば変だけども！　そもそも大前提としてなんでステラがお風呂に入ってくるんだよ!?　状況がわからないんだけどーーッッ!?」

　あまりに突然で唐突でデタラメな展開に、一輝ひっくり返りそうになる。

「な、なによ。そんなに驚くことないでしょ？」

「驚くよ！　驚くに決まってるじゃん!?　ていうかなに!?　ホントに何事なの!?　なんでステラが水着姿で僕の入ってる風呂に入ってくるの!?」

「わ、わからないの？」

「皆目かいもく見当もつかないよ！」

「その……い、イッキの身体を洗ってあげようと、思って……」

　目眩めまいがした。

　頭がグラグラする。

　いつからのぼせていたんだろう。

　頭がゆだって変な幻聴を聞いてしまった。

（ステラが僕の身体を洗う？　ハハハ。あり得ない。それなんてエロゲ？）

「ごめんステラ。ちょっとのぼせたみたいで、あり得ない聞き間違え方をしちゃった。悪いけどもう一回言ってくれる？」

「だから……その、ね？　アタシはイッキの下僕なわけじゃない？　だから、ご主人様の背中を流すのは、……当然って言うか、義務なのよ。うん」

「へぇ、そうなんだ……メイドも大変なんだなぁ」


　………………はっ!?



「っ、いやちょ、ちょっと待って！　頼んでないしそんなこと!!」

「頼まれなくてもやるのが一流なのよっ。ほ、ほら！　日本でもヒデヨシがノブナガの草履ぞうりを言われることなく温めてたじゃない！　つまり、そういうことよ！」

「どういうことよ!?」

「ともかく！　これはアタシの下僕としての務めなの！　だから早くここに座りなさい!!」

「そんなことできるわけないよ！　ステラにそんなことさせられるはずないじゃん！　というかこんなの下僕とかご主人とか以前に絶対おかしいよ！　珠雫といいステラといい最近の女の子の貞操ていそう観念はどうなってるんだ!?」


「アタシがやるって言ってるんだからいいのよ！　いいからさっさと座りなさい！　じゃないと────」



　ステラは一度言葉を句切ると、髪から燐光を散らして──

「茹ゆでるわよっ！」

　自分が本気だと告げてきた。





◆






　しゃわしゃわ。

　ステラが、ヴァーミリオン皇国こうこくのお姫さまが、水着姿で自分の前に膝をつき、腰にタオルを巻いただけの自分の身体を洗う。

　な、なんなんだこの状況は……。

　頭がおかしくなりそうだ。

　というか、もうとっくにおかしくなっているんじゃないのかとすら思えてくる。

　いや、そうであって欲しいくらいだ。

「さっきの約束、守ってよ？　こういう悪ふざけは今日だけ。明日からは絶対にしないって」

「わ、わかってるわよ。……い、言っておくけどアタシだって好きでやってるわけじゃないのよ。アンタに負けて、アンタの下僕になったから、仕方なくやってるだけなんだから」

（……だったらもうやらなくていいのに）

　と言うのは無駄だ。一輝もそれはもう言った。

　だがステラ曰く、これは下僕の務めで、自分から言い出した約束である以上、せめて一回はやっておかないと気が済まないとかなんとかかんとか。

　一輝にはてんで理解できないが、ただ彼女の皇族としてのプライドを煽あおったのが自分自身なだけに、その話を持ち出されると強く出られない。

（ともかく、今日だけだ。今日一日耐えきって忘れてしまうんだ……！）

　一輝はステラに身体を洗われながら、強く自分に言い聞かせる。

　だけど──


「…………ぅ」



　目の前にある水着姿のステラにどうしようもなく目を奪われる。

　見てはいけない。理性は一輝にそう訴えるのだが、感情が言うことを聞かない。

　目を背そむけているフリをしながら、チラチラと理性の隙すきをうかがいステラの身体を盗み見る。

　今の彼女の露出度は、初日に見た下着姿を遙かに超える。

　だからこそ、普段はわからなかった魅力的なルームメイトの身体の形がはっきりと見える。長く細い首もとの骨の陰影や、きゅっとくびれた腰。ぷりんと甘い流線を描くヒップからしなやかに伸びる白い足の指の形までも。

　中でも特に凶悪なのが……胸だ。

　ビキニからはみ出しそうなほどに白く大きな乳房ちぶさ。

　制服の下からでも自己主張をやめないたわわに実った肉の白桃はくとうは、ステラが身体を動かす度に左右に、たぽん、ぷよんと、房を揺らす。

　その度に一輝は頭蓋に血が滲にじむような熱さと、焼け付くような喉の渇きを覚える。

（こんなのは……むりだ……）

　目を逸らすなんて、目を閉ざすなんてできるわけがない。

　一輝は確かに普通の男子と比べたら禁欲的きんよくてきというか、生真面目な少年だが、それでも十六歳の健康な少年である。

　一つ年下なだけの、魅力的な女の子の身体を目の前にして、それを意識せずにいられるほど大人にはなれない。

　だからステラが気づいていないのをいいことに、どうしても盗み見てしまう。

　彼女の艶なまめかしい肢体したいの、隅々を。

（……やっぱり、ステラは綺麗だなぁ……）

　女性として美しいのはもちろんだが、同時に騎士としてもステラの身体は魅力的だった。

　その身体は女性としての美しさを微塵も損なうことなく、カモシカのようにバネに富んだ強靱な筋肉を秘めている。

　一輝の眼にはそれがわかる。

　そして、それだけの肉体を手に入れるまでに、ステラがどれほど自分をいじめ抜いたかも。

　あれほどのすさまじい才能を有しながら、それに一切甘えない烈火れっかの如ごとく強い意志。

　その身体はまさしく、ステラの魂が刻んだ彫刻げいじゅつひんだ。


（綺麗だ……本当に…………）



　一輝は、女性の身体をこんなに美しいと思ったのは初めてだった。

　そして、それに触れたいと思うのもまた……初めてのことだった。

　当然、そんなこと許されるはずがないとわかっているのだが──


　……ちなみに、一方で────



（……さっきから、すっごい見られてる……）

　実はステラの方は、一輝の視線に気づいていた。

　女の子は男が思っている以上に、異性の視線には敏感なのだ。

　それはもう、殆ほとんど女達の第六感といっていい。

　男には存在しない器官が、一輝の熱を帯びた視線を感知し『今めっちゃ見られてますよ！』とステラに告げ口してくる。


「……っ、ふ、ぅ…………」



　その熱っぽい視線を意識すると、自分の身体まで熱病にかかったように熱くなる。

　這はう視線は、うなじに、鎖骨に、乳房に、臍へそに、太ももに──

　全身に優しく撫で回されているような甘い疼うずきをもたらす。


（恥ずかしくて……のぼせそう…………）



　だけどステラはそれを注意しない。

　むしろ……安堵する。

　なにしろそれは、自分の身体が気持ち悪いと思われていない証左しょうさだから。

　少なくとも、一輝にとって自分の身体は、決して魅力がないわけではない……はずだ。

　自分が一輝の身体でドキドキするように、一輝も自分の身体でドキドキしてくれている。

　それはステラにとって、とてもほっとして、嬉しいことだった。

　負けてない。あの妹にはまだ負けてない。

「じゃあ、次は……背中、洗うから……」

　上半身の前側を洗い、ステラは一輝の後ろに回る。

　さすがに下半身に手を付ける気にはならない。

　それはあれだ。まだ早い。うん。まだ早い。

「う、うん。その、よろしく……」

　一輝もステラが下半身をスルーしたことには言及しない。

　というか、ここでタオルを剥がすことを要求されるようなことになれば、一輝は壁をぶち抜いてでも逃げることを覚悟していた。

（あとは背中だけだ……。それで全部終わる……っ）

　ステラの身体が見えない分、だいぶ楽だ。

　擦こすられる背中がむず痒がゆくはあるが、胸板や腹筋をまさぐられるほどではない。

　我慢できる。無事、この謎の試練を抜けられる。

　抜けたらもう一切合切を忘れよう。

　今日ここで起こったことは、二度と話題にしないし、思い出しもしない。

　全部、記憶の彼方へ投棄しよう。


　一輝がそう決意を固めていると────



「……ねえ。イッキ」

　ふと、なにやら蚊かの鳴くような細い声で、背後からステラが問いかけてきた。

「なに？」

「あの、ね？　ちょっと、その、聞きたいことがあるんだけど……」

「うん。いいけど、なんだろう？」


「イッキって、その…………女の子の、胸とか、好きなの？」



　瞬間、後頭部をハンマーでガツーンとぶん殴られたような気がした。


「い、ぁ、な、なんでそそそそんなことを突然……」



「だって、……さっきから、見てたし……ずっと」


（うわぁぁあああああああああああああ!!!!）



　ばれてた！

　盗み見てたのばれてーた！

　死にたい。消えたい。今すぐ千の風になりたい。

「ご、ごめんっ！　その、見ちゃいけないって思ってはいたんだけど！　なんていうか」

「あ、謝らなくていいからっ。それよりさっきの質問に答えなさいよっ」

　さっきの質問。

　──女の子の胸が好きなのか。

　こんな質問に答えるなら土下座どげざする方がまだマシだった。

　こともあろうに女子を目の前に性癖を暴露するなんて、どういう趣旨しゅしの罰ゲームなのだ。

　むごい。あまりにもむごすぎる。

　自分はなにか神様の不興を買うようなことをしたのだろうか。

　悩み、唸るが、しかし一輝にはもう逃げ道がない。彼は観念して、

「……すき、です」

　絞り出すような声で告白する。と──


「………………ふーん」

　………………………………

　……………………………………

　…………………………………………………………………………な、なにか言ってよ!?



「あ、あの、ステラっ」

　沈黙に溺おぼれそうになり、一輝が声を上げた、その瞬間──




　ぷにょん。




　と、スポンジよりも張りがあり、手のひらよりも遙かに柔らかい二つのナニカが、背中に触れた。


「～～～～～～～～っっっ!?!?!?」



　瞬間、背筋を駆け上り脳髄を引っ掻かき回す痺しびれに襲われ、一輝の意識がスパークした。

　わからない。すべては背後、死角での出来事。いかに優れた目を持っている一輝といえど、見えない場所を見ることはできない。

　だというのに、今の感触がなんのものであるのか、なにによってもたらされたものであるのか、それが明確に理解できてしまった。

「す、ステラ……今のって」


「～～～～～～っ」



　どういうつもりなのか、尋ねようとした瞬間ステラは脱兎の如く浴室から逃げ出した。

　去り際の横顔は、耳まで染まった赤。


「な、なんぞ～～～～～～～～～～～～～～っっっ!?!?」



　珠雫といい、ステラといい、人間性別が違うだけでこうもわからなくなるものなのか。

　もう今日起きたことの何一つをとっても一輝にはさっぱり理解できない。

　だが、一つ言えることは──今の感触を、自分が当分忘れられないということだけだった。
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　黒鉄珠雫くろがねしずくには大好きな男性がいた。

　それは子供の頃からずっと一緒にいて、怖い顔ばかりの大人たちの中で、ただ一人、優しい笑顔を向けてくれた一つ年上の男の子。血の繋がった兄、黒鉄一輝いっきである。

　四年ぶりの再会に、いきなり口づけをしたのも、その愛あればこそ。

　しかし、しかしだ。

　珠雫は最初から一輝を男性として見ていたわけじゃない。

　四年前までは、珠雫はごく普通に、妹として一輝を慕したっていた。

　関係に変化が訪れたのは、一輝が家出したあとのことだ。

　ただそれは離れてから気づく想い──などという、ロマンチックなものではない。

　一輝を失った四年前。

　自分の息子がいなくなったというのに探そうともしない両親や一番上の兄、そして家の者たちの姿を見て、珠雫は初めて一輝が置かれていた状況を知った。

　彼はいなくなる前から、いないもののように扱われていたのだと。

　その事実を目まの当たりにして、珠雫は己おのれの無知と無恥に打ちのめされた。

　いつも優しい微笑みを向けてくれていた兄が抱えていた痛み。

　それをどうして気づいてあげられなかったのだ。

　こんな風に、兄がいなくなってしまう前に、どうして。

　自分はいつも、あんなにいつも彼と一緒にいたのに──！

　拭ぬぐえぬ後悔は珠雫の心を苛さいなみ、やがてそれは家の者たちへの怒りに変わった。

　才能が無いからとあんなにも優しい兄を蔑ないがしろにし、あまつさえ家を出て、黒鉄との関係を断った兄の道にさえ『黒鉄の家からＦランクおちこぼれを出すのは恥だ』というわけのわからない理由で介入し、彼の未来を邪魔する者たちへの、激しい憎悪へと。

　だから──黒鉄珠雫は決意したのだ。

　禁忌タブーもなにも知ったことか。

　父が、母が、世界が兄を愛さないのなら、もうそれでいい。

　お前達になど、もはや何一つとして望まない。

　父親の愛も、母親の愛も、兄の愛も、妹の愛も、友人の愛も、恋人の愛も──すべて、

　すべて自分が一人で、兄に与えてあげよう。

　世界でこれほど愛されている人がいないというくらい、兄を愛してあげようと。

　──だが、だからこそ、非常に気に入らない問題が目下存在していた。

　言わずもがな、それは兄の下僕を自称するステラ・ヴァーミリオンのことだ。

　ステラは、間違いなく一輝に対して異性としての興味を持っている。

　同じ男を愛する同じ女だ。そんなの見ればわかる。

　約束を口実に兄を縛り付け、誘惑する女。

　非常に目障りだった。しかも向こうもこちらの兄に対する一線を越えた想いに気づいているらしく、やたらと突っかかってくる。

　今日だってようやく謹慎きんしんが解けたので、そのお祝いという口実で昨日兄を映画に誘ったのだが、横からしゃしゃり出てきて自分も行くなどと言い出した。

　まったくもって気に入らない。

　兄も兄で『この国のことをまだよく知らないから、案内して欲しい』というもっともらしい理由にころっと騙だまされて、同行を認めるものだからなおのこと忌々いまいましい。いやもちろん忌々しいのはあの女であって兄ではない。当然だ。黒鉄珠雫の兄は世界で一番素敵な男性なのだから。

　そして、だからこそ彼に纏まとわり付くステラが許せない。

「……あの雌豚めすぶた」

「あらあら。今日はまた荒れているわね」

　毒を吐いた珠雫の口調に苦笑を零こぼしたのは、珠雫の風呂上がりの髪にドライヤーを当てながら、櫛くしを入れている彼女のルームメイト、有栖院凪ありすいんなぎだ。

「また件くだんの皇女こうじょ様と何かあったの？」


「…………あった」



　珠雫は有栖院に髪を梳すいてもらいながら、憮然と呟く。

　一輝はもちろん、ステラに対してすら基本的には丁寧な口調で接する珠雫だが、有栖院には遠慮がない。

　表情もいつものお澄まし顔ではなく、頬を膨ふくらませて、ぶーたれていた。

　その拗すねた子供のような表情を鏡ごしに見て、有栖院は微笑む。

「ふふ。恋する乙女おとめは大変ね」

　有栖院はすでに珠雫が兄を愛していることを知っている。

　すべて、珠雫本人が話したことだ。

　……不思議なことだと、珠雫本人も思う。

　珠雫は人嫌いで、それは同性も異性も関係ない。男も女も、等しく珠雫は人間というモノがあまり好きになれない。元々の人見知りが一輝の家出を境に人間不信へと悪化したからだ。

　子を愛さないような親もいるのだ。そんな世界で何を信じろというのか。

　だが、ルームメイトの有栖院には、兄に恋心を抱いているという極めてプライベートなことまで打ち明けてしまっている。まだ出会って、たかだか一週間程度だというのに。

（なんていうか、アリスと話していると楽しいのよね……）

　言いたいことを言わせてくれて、聞いて欲しいことを聞いてくれて、珠雫が喜びを感じていることを同じように喜んでくれる。

　それでいて踏み込んで欲しくないところには絶対に立ち入らない。

　珠雫には『兄』しかいないので想像でしかないが、『姉』という存在に理想型があるのならそれはきっと有栖院のような人物だろう。

　だからついつい余計なことまで話してしまう。

「ねえ。アリス」

「なーに？」

「……兄が好きな妹って、やっぱり変だと思う？」

　問いかけてから、甘ったれた質問だと珠雫は後悔した。

　そんなの、変に決まってる。

　わざわざ問うまでもないことだ。

　それを何故問うのか。

　理由は一つ。こちらの想いを察し、違う答えを寄越よこして欲しいから。そして、

「一般的な倫理に照らし合わせて話すなら、やっぱり変よね。世間的にも受け入れられる話じゃあ無いと思うわ。だけど、そんなこと今更言われるまでもなく珠雫も理解してるでしょ？　それでも好きだと思うなら、それは立派な愛だとあたしは思う」

　有栖院はやはり、察してくれる。

「……ごめんアリス。私、今すごい情けないこと聞いた」

「あら、良いじゃない。なんてことのない言葉一つで誰かが元気になる。安心した気持ちになれる。それってとても素晴らしいことよ。言葉は罵ののしり合うためでなく、支え合うために生まれてきたんだから。……それに、あたしは心から珠雫の愛は誰に恥じることもない本物だと思っているしね。素敵じゃない。そこまで一人の人を想えるなんて」

「ありがとう。……私もこの気持ちを恥じるつもりはないわ。……だけど、お兄様に受け入れてもらえるのかどうかは、とても不安よ」

「そこは根気の勝負ねー。向こうはやっぱり『妹』だという意識が強いから、これを『女』にするのはかなりの難行なんぎょうだと思うわ。そういう意味では乗り越えるハードルのない皇女様の方が、だいぶ有利な位置にいるわよね」


「うぅ…………」



　冷静な有栖院の分析にしょげる珠雫。

　実際のところ、珠雫はそこまで頭のネジが外れた少女ではない。

　自分の想いがいかに兄に理解されがたいか、そんなこと重々承知している。

　でも、だからこそ、多少頭のネジを緩めてでも踏み込む必要があるのだ。

　とにもかくにもまず、飽和攻撃ほうわこうげきで一輝にとっての黒鉄珠雫のポジションを、妹から女にする。四年ぶりに再会したばかりで距離感がぼやけている今それを為さなければ、自分にはチャンスすらない。

　しかし、いかに飽和攻撃を行っても、自分が兄にとって魅力的でなければそんなの嫌がらせでしかない。

　自分の行為は、兄の不興ふきょうを買うばかりではないのか。

　いつか、妹としても愛してもらえなくなるのではないか。

　実際のところ、珠雫はいつも泣きそうなほどの不安に苛まれている。

　だが、

「そんなしょげた顔しないの。向こうも向こうで『身分』っていう大きな障害があるんだから。大丈夫、女の子に積極的に迫られるのが嫌いな男なんていないわ。それも……珠雫みたいな可愛い女の子ならなおさらね」

　珠雫の気落ちを察し、すかさず有栖院はフォローしてくれる。

（本当にそうなのかしら……）

　なにしろ珠雫は女なのでよくわからない。

　だが、有栖院がそういうのなら、男というのはそうなのかもしれない。

　少なくとも、有栖院は自分よりも確実に、男性というモノを理解しているはずだ。

「ありがとうアリス。おかげで元気出た」

「どういたしまして♪　……だけど、まあ逢っていきなりキスはやりすぎたわねぇ。自分の踏ん切りを付ける意味もあったんでしょうけど、そんな大きいのいきなりぶち込んだら、逆に相手のガードが堅くなっちゃうわ」

「……それは、正直反省してるわ……」

「なら結構。男の理性を溶かす方法は焦らずじっくり……舌で飴あめを溶かすように甘く優しくが基本よ。まあ明日のデートはあたしに任せなさい。これ以上無いってくらい完璧に珠雫をコーディネートしてあげるから♡」

「そうね。私にはアリスがついてるもの。あんな奴に、絶対負けないわ」

　相手が『絶対服従』の約束を都合よく持ち出してくるというのなら、こっちは『妹』という立場を都合よく使っていくだけだ。引き下がる気はない。

　孤独な兄を、誰にも理解されず、生まれ育った家を捨てるしかなかった優しい兄を、理解してあげられるのは自分だけだ。

　あんな女に任せられない。他人なんて頼らない。

　どいつもこいつも、自分のことしか考えていないに違いないのだから。

　だけど自分だけは決して兄を裏切らない。悲しませたりしない。ずっと彼の側にいる。彼を想う気持ちは、永遠だと今ここで誓ちかえる。だからこそ、自分は兄を追って此処ここに来たのだ。

（絶対に……あんな女にはやらない）

　ステラのデート乱入で萎なえた気持ちが再び力を取り戻してくる。

　有栖院の言葉はいつも、自分に勇気をくれる。

「私、頑張るわ」

「その意気その意気。……はい、終わったわよ」

　ヘアケアを終えた有栖院がドライヤーを切る。

　少し首を振ると、さらさらと珠雫の銀色の髪が細かく踊る。

　自分でケアしていた頃とは雲泥うんでいの差だと、有栖院の技術に感動する。

　これを知ってしまうと自分でケアする気にはなれず、珠雫は有栖院に甘えっぱなしだった。


（そのうち、私もなにかしてあげたいけど…………）



　しかし自分が有栖院にできることなど、なにかあるだろうか。

　首をひねり、──珠雫は一つだけ思いつく。

「そうだ。あのねアリス。明日の映画、アリスも一緒に行かない？」

「あらいいの？　折角せっかくのデートの邪魔をして」

「いいわよ。……アイツがついてくるって時点で、デートは台無しだもん」

「ふふ。それもそうね。じゃあお邪魔しちゃおうかしら。珠雫の自慢のお兄様とは、一度ちゃんと話をしたいと思っていたしね」

（よかった。喜んでくれたみたい）

　なら早速一輝に事後承諾じごしょうだくのメールを送らねば。

　まあ向こうもルームメイト同伴なのだから、断られるということはないだろう。

「明日が楽しみになってきたわぁ。いい男だったら、あたしも狙ってみようかしら」

「え？　ごめん聞こえなかった。もう一度言ってみて。言えるモノなら」

「ごめんなさい冗談なんで頸動脈けいどうみゃくにあてた宵時雨よいしぐれをしまってください」

　冗談ならよかった。本気ならたとえ有栖院でも血を見せずにはいられないところだった。
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　珠雫と映画を見に行くと約束した日の朝。

　学校の正門で珠雫と有栖院を待つ黒鉄一輝とステラ・ヴァーミリオンの姿があった。

　二人の格好はいつもの学生服と違う。一輝はシャツにジーンズという楽な格好。ステラは瀟洒しょうしゃな仕立ての白いブラウスの上に、春らしい明るい色のカーディガンを羽織はおっている。

「遅いわね。何やってるのかしら」

「同じ寮なら一緒に出てこられたんだけどね」

　一輝たちは第一学生寮。

　珠雫は第二学生寮に部屋を持っている。それぞれは本校舎を挟み正反対の位置にあるので、こうして校門で待ち合わせることにしたわけだ。

　しかし待ち合わせ時間を過ぎても珠雫は姿を見せない。

「まあ、もう少ししたら来るよきっと。……にしても意外だったな。ステラがそんなに映画に興味があったなんて」

　一輝は時間潰しの雑談に、珠雫に映画へ行こうと誘われたとき、『アタシも行く！　絶対行く！　呼ばれなくてもついて行く！』とものすごい勢いで食いついてきたステラを思い出す。

「……だって、あんな暗い場所でシズクとイッキを二人きりにするなんて危険すぎるもの」

「え？　なにが危険なの？」

「アンタのそのライオンの真横を素通りしようとする危機感のなさが危険なのよ！　初日にあったこともう忘れたわけ？」

「あー……」

　いや、まあ、さすがに一輝もそれは覚えている。忘れられるはずがない。

　だってぶっちゃけ、あれは一輝のファーストキスだ。しかし、

「あのことなら次の日に珠雫が『四年ぶりに再会して感極まってやりすぎた。反省してる』って謝ってくれたし──、そもそも珠雫にとっても僕は兄でしかないんだから、そんなパックリ食べられたりしないよ。初日だけ特別だったんだって。だから大丈夫だよ」

「……そんなのマジ引きされたから一旦距離を取っただけでしょうが……」

「え？　今なんて？」

「シスコンって言ったのよ」

「し、シスコンじゃないよ！　いや、まあ珠雫は大切な妹で大好きだけど、何度も言うけど珠雫は僕の妹だよ？　しかも完璧に血縁なんだよ？　四年離れてたからって女の子として意識するなんてこと絶対無いからっ！」

「本当に？　もうシズクに見とれたりしない？」

「当然だよっ」

　妹相手に異性を意識するなんてあり得ない。

（……っていうかあっちゃいけないだろそれは）

　初日の不覚のせいとはいえ、そんな当たり前のことすら疑われる身が悲しい。

　自分の信用の無さに一輝がため息をついていると、……待ち人はやってきた。

「お待たせしました。お兄様」

「あ。珠雫──」


「遅いわよ。なにやって…………」



　振り返り迎える一輝とステラの表情が──かちーんと、音を立てて固まった。

「すみません。少し、身支度に手間取っていたもので」

　ぺこり、と頭を下げて謝罪する珠雫が、……なんだかいつも以上に綺麗きれいに見える。

　それも──ちょっと普通じゃない上がり幅で。

　今日の彼女の服装は、銀色の髪と小柄な体型を生かしたゴシックロリータ。

　この装よそおいは元々ビスクドールを想わせる珠雫の雰囲気にとてもよく似合っており、彼女の魅力を一層引き立てるものである。制服姿よりも見栄えがいいのはこの服装に依るところもあるだろう。

　しかし、同時にこれは珠雫が昔から好んでいる装いで、一輝にとっては見慣れたものだった。故に普通なら、その装いにかつての珠雫を重ね、より強く四年ぶりに再会した妹を、妹と認識しただろう。

　だが、そうはならなかった。

　珠雫に施されたある種の魔法が、それを許さなかった。


（…………き、綺麗だ）



　陽光の中、周囲の景色がぼやけるほど、佇たたずむ珠雫に視線が吸い込まれる。

　何故これほどに、今日の彼女は目を惹き付ける魔性を有しているのか。

　一輝は『珠雫に見とれない』と宣言した舌の根も乾かぬうちに、彼女に見とれ、……しばしのち、その魔性の正体に気づいた。

　化粧だ。よく観察してみれば、まぶたには薄くアイシャドウが塗られており、唇には淡い色の紅がさしてある。

　他にも睫まつ毛げは一本残らず綺麗にカールしているし、珠雫の特徴である銀色の髪もその一本一本が風に靡なびき、柔らかくほどけては銀色の輝きを放っている。まるで珠雫自身が輝いてすら見えるほどに。

　そしてそのいずれもが珠雫という最高の素材を殺さずに、むしろ際立てる絶妙の案配で、やや幼い風貌の珠雫を『妹』でもなければ『子供』でもない、一人のとても魅力的な『女性』に仕上げていた。

「な、なによそれ！　反則よ！　明らかに素人技じゃないでしょそのチークっ！　さてはスタイリストを呼んでやってもらったとか!?」

「皇女様じゃないんですからそんなことできませんしやりませんよ。これは私のルームメイトにやってもらったんです」

「ルームメイト？」

「ああ、それって今日ついてくるって言っていた有栖院さん？」

　すでにメールで連絡を受けていたので名前までは知っている。

　珠雫曰いわく、『年上のお姉さん』みたいな人だ、とのことだ。

「はい。もうすぐ追いついてくるはずですが……」

「んもー珠雫足早すぎ。そんなに急いで転んだりしたら折角のメイクが台無しでしょ？」

　珠雫の言った通り、有栖院はすぐにステラと一輝の前に姿を見せた。その瞬間、

「「え？」」

　二人の表情が……再び石のように固まる。

　なぜなら、珠雫にプロ顔負けのメイクを施した彼女のルームメイト有栖院が、

　──どう見ても男だったからだ。
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「うふふ。初めまして。今日は誘ってくれてありがとう。あたしが珠雫のルームメイトの有栖院凪よ。名前で呼ばれるのは嫌いだから、アリスって呼んでくれると嬉しいわ♪」

　珠雫と同じモノトーン基調の……いわゆるヴィジュアル系の装いに身を包んだ長身痩躯ちょうしんそうくの男は、ボーラーハットを脱いで恭うやうやしく一礼すると、爽やかな笑顔でステラと一輝の二人に握手を求めてきた。

「え、えっと、よろしく」

「これはご丁寧ていねいに……」

　握手を求められた二人は怖おず怖おずとそれに応じるも、動揺を隠せなかった。

（ね、ねえちょっと、どういうことなのコレ）

（……いや、僕に聞かれても困るよ）

　てっきり有栖院は女性だと二人は思っていたが、有栖院はどう見ても男性だった。

　男としては線の細い方だろうが、女性に見紛みまごうほどではない。

　身長も一輝より高く、おそらく百八十センチ以上はあるだろう。

（だけど口調や立ち振る舞いは女よね？　ギャグなの？　笑えばいいの？）

（だから僕に聞かれても困るって）

「ふふ。見て珠雫。あたしの美しさに二人が戸惑っているわ」

「「どういうポジティブシンキングだ!?」」

　ステラと一輝のツッコミがハモる。

「えっと、アリスさん？」

「さん、は付けないで。堅苦しいのは苦手なの」


「……アリスは、その、…………オカマってやつなのかな？」



「違うわ。……あたしは、男の身体に生まれた乙女なの」

（な、何が違うんだろステラ……!?）

（アタシに振らないでよッ！）

「やっぱり戸惑われますか？」

　目に見えて動揺している二人に、珠雫が問いかけた。

　自分たちの戸惑いを見透かされ、一輝はバツが悪そうに頭を掻かく。
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「あ、あはは。うん、なんていうか、そういう人がいるのは知ってたけど、実際に会うのは初めてだから、どう接したらいいのかわからなくって。……ごめん」

「うふふ。謝らないで。あたしは慣れているから。でも珠雫は全然戸惑わなかったわよね」

「私は性別とかあまり意識しませんから」

　初めて出会うオカマという人種に狼狽ろうばいしまくった自分とは違い、そんなこと気にしないときっぱり言い切る珠雫に、一輝は感動を覚える。

（珠雫、しばらく見ない間にホントに大人になったなぁ）

　様々な価値観を抵抗なく許容する精神を持っている。

　自分たちも見習わなくては。

「男とか女とか、どうでもいいです。人間という時点で等しく嫌いなので」

　前言撤回。

　誰か僕の妹のささくれた心に塗るワセリンを持ってきてください。

「まあ確かにアリスはあまり見ない類たぐいの人種ですが、本人は女性として扱ってもらいたいらしいので、私は女性として接しています。お兄様もステラさんも、できればアリスのことは女性と思って接してあげてください」

「なるべく努力はしてみるよ……」

「ふふ。ありがと。でも無理はしなくていいわよ。ギクシャクされるのもイヤだしね」

　横からちゃんと逃げ道を用意するあたり有栖院はなかなか如才じょさいがない。

「まあともあれコレで全員揃ったわけだし、そろそろ映画館に行こうか」

「そうね。いつまでもここで突っ立っているのも退屈だし」

「まだ上映には余裕がありますから、ゆっくり歩きましょうお兄様」

　時計を見ながら提案すると、珠雫はごく自然な動作で一輝の腕に自分の身体を絡める。

　それは子供の頃、よく珠雫が取っていたポジションだが、

「うわっ」

　一輝は驚きの声を上げてしまう。

　正直、今日の珠雫にひっつかれるのはきつい。

　さっき固めた決意がいきなり崩れそうだ。だから一輝は離れて欲しいと言おうとするが、

「ふふ。こうやって一緒に歩くのも久しぶりですね。お兄様」

「え、う。うん……そう、だね」

　思い出を懐なつかしむように微笑む珠雫に、何も言えなくなる。

　珠雫が自分を兄として慕したい、触れ合いを求めてきているのに、自分は妹として見れないなんて格好悪すぎる。

　まあ……それこそが珠雫の思うつぼなのだが──

　しかしそれを黙って見過ごすステラではない。当然二人を分断にかかる。

「こらー！　アンタ出てきていきなりなにしてるのよ！」

「何って、ごくごく一般的な兄妹のスキンシップですが？　昔はよくこうやって歩いたモノです。ねえお兄様」

「あ、あの……あはは、まあ、そうだね……」

「だ、だったらアタシも──」

「そう言うと思っていたのでちゃんと用意してきましたよ。はい首輪。どうぞ存分に下僕のスキンシップを楽しんでください」

「あら、なかなか気が利くじゃない──ってどういう気の回し方よこれ！」

「だって下僕の分際で主人の隣を歩くなんて許されるわけないじゃないですか。それとも自分はお兄様の下僕だからとか言って私に突っかかってきたくせに、都合の悪いことは徹底しないんですか？　ヴァーミリオン皇族こうぞくの底が見えたような気がしますね」

「ぅ……！」

「いえ良いんですよ。ステラさんもお兄様と手をつなぎたいのならつなげばいいんじゃないですか？　幸いお兄様の手は二本ありますので。でも肉親でもない異性と手をつなぎたいなんて、まるで特別な感情があるみたいですよね。もしかしてステラさんはお兄様のことが──」

「そ、そんなことないわよ！　アタシは決闘で負けてイッキの下僕になったってだけなんだから！　ほんと、それだけの関係よっ！」

　こう言われてはプライドの高いステラは否定するしかない。

　それを見越しての珠雫の誘導に、ステラは手玉に取られ、

「なら手をつなぐ必要はないですね」

　あっさりと追い返されてしまう。

「ぐぬぬ……」

「さあ行きましょうお兄様」

「う、うん……」

「……何がもう見とれないよ、このシスコン。変態……」

　珠雫と連れだって歩く道行き。後ろから呪詛じゅそのようなステラの声が一輝を刺す。

　果たしてこの二人を連れて、今日一日平穏に過ごせるのだろうか。

　そんな不安を覚えずにはいられない、一日の始まりだった。
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　破軍はぐん学園の近くには全国展開している大型のショッピングモールがある。

　そこの最上階である四階に、一輝たちの目的地、映画館シネマランドは存在する。

　だが一同はすぐにはそこへ向かわない。

　珠雫が、今日見る予定の映画が始まるまで、まだ時間があると言ったからだ。

　早めに上がっても四階には映画館と、上映作品のグッズを扱う売店くらいしかない。

　だから四人は有栖院の勧めで、一階のフードコートで時間を潰すことにした。

「ん～～このクレープ美味おいしい～っ」

　有栖院に勧められた店で購入したクレープの美味しさに、ステラの声音も高くなる。

「確かに、クレープなんて無駄に高いだけだと思って敬遠していたけど、コレはいけますね」

　珠雫も同意見のようで、パクパクと小さな唇を動かしてクレープにかじりつく。

「でしょう？　ここのフードコートのクレープはクリームが濃厚なのよ♪　でもアイス系はイマイチね。そっちを攻めるなら三階にあるサーティンアイスクリームの方がいいわ」

「色々詳しいのねアンタ」

「食べ歩いて調べたのよ。お菓子は女子の生き甲斐がいですもの♪」

「美味しいお菓子と可愛い服のことはアリスに聞けば間違いないですよ。ステラさんも何か入り用なら彼女を頼ればいいかと」

「さすがに皇女様が着るような服を売ってる店は知らないけど、美味しいスイーツの店ならいくつか紹介できるわよ。なんなら今日案内してあげましょうか？」

「ホントに？　わぁ楽しみ！　他にはどんな店を知ってるの？」

「このモールにある喫茶店なんだけど、そこのティラミスが──」

　クレープを食べながら別の甘いものの話をし始める女子たち（？）を、一輝は少し輪の外に出て眺めていた。

　こういう女子特有のテンションは苦手だ。

　一輝自身そこまで甘いものが好きな方でもないことも手伝って、会話に入りようがない。

（それにしても、アリスはいつの間にか溶け込んでるなぁ）

　最初は戸惑いを見せていたステラも、もう有栖院の性別を気にしている様子はない。

　むしろクラスの男子たちよりもずっと近い距離感で接していた。

　案外オネエ系というのは女子受けがいいのかもしれない。もっとも、有栖院は元々かなりの美形なので、何もしなくても女子たちが放って置きはしないだろうが。

　そんなことを考えながら、一人輪の外でアイスコーヒーを啜すすっていると、一輝は珠雫の頬にクレープのクリームがついているのを見つけた。

（ありゃりゃ）

　これでは折角のおめかしが台無しである。

　先ほど、化粧で文字通り化けた珠雫の雰囲気にどぎまぎさせられた一輝だったが、ほっぺたにクリームを付けていてはさすがに緊張も何もない。むしろ自分のよく知る年下の少女だと再認識できてホッとするくらいだ。むしろありがたい。

（でも折角オシャレして来ているんだから、それじゃあ可哀想だよなぁ）

「珠雫。ちょっと」

「はい？　なんですかお兄様」

　珠雫に声をかけ振り向かせると、一輝は手を伸ばして珠雫の頬、唇のすぐ横についたクリームを指でぬぐい、

「ほっぺたについてたよ。折角綺麗な格好しているんだから、気をつけないと」

　指についたクリームをなんの抵抗もなく舐なめ取った。瞬間──


「っっ～～～～～～！」



　火がついたように顔全体を真っ赤にして、珠雫は慌てて有栖院の後ろに隠れてしまった。

　それは昔からある、珠雫の癖。

　彼女は恥ずかしいことがあるとすぐに物陰に逃げ込んでしまうのだ。

「あらあら。もしかして珠雫って攻撃力ばっかりで守備力が全然無いタイプ？」

「うううるさいわよアリスッ！　と、突然だったからびっくりしただ、だだだけよッ！」

　有栖院の後ろからまくし立てる珠雫に、一輝は口元を綻ばせた。

「クリームがついていたくらいでそこまで恥ずかしがることないのに」

「いや、問題はそこじゃないんだけどね。……なかなかやるわねお兄さん」

「やるって、なにを？」

「うふふ♪　それはあたしの口から話すようなことじゃないわね」

　有栖院にはぐらかされ、一輝は首をひねる。すると横から、

「こほん。こほん」

　ステラが小さく咳せき込む音が聞こえた。

「あれステラ？　咳せきなんかして、風邪かぜでも──」

　振り向くと、口の周りにべったりクリームを付けたサンタクロースのようなステラがいた。

「どうしたのよイッキ。びっくりした顔して。アタシの顔に何かついてる？」

「むしろついていないと思ってることが一番の驚きだよ!?」

「な、なにかついてるなら、その……シズクにしたみたいに取ってくれても、いいのよ？」

「いや、それもう指で拭ぬぐえる次元じゃないし、とりあえずタオル貰ってくるから待ってて」


「あ…………ちょっと！」



　ステラが止める間もなく、一輝は売店の人にタオルを借りに行ってしまった。

「……あの。ステラさん。……もしかして貴女あなたって阿呆あほうですか？」

「あら、不器用で可愛いじゃない。ちょっと応援したくなっちゃった」

「う、うううっさいわよ！　別に下心があったわけじゃないもん！　手が滑って口についちゃっただけだもん！　ホントなんだからあっ！」





◆






　クレープを食べ終え、雑談をしているといつの間にか時間は過ぎ、予定の時刻となった。

「そろそろ時間ですし、四階に移動しましょう」

　珠雫がそう切り出して、一同フードコートに並べられたテーブルの席を立つ。

　その段になってステラが今更なことを一輝に尋ねた。

「そういえばイッキ、今日どんな映画見るの？」

「それは僕もまだ知らないんだよね」

　何しろ四年ぶりに再会した可愛い妹からの誘いだ。

　元々断るという選択肢が無かったので、何も聞かずに即答でオーケーした。

「……アンタ、なにしに来たわけ？」

「それをステラに言われるのは心外だよ」

「アタシは見張りに来ただけだからいいのよ。ねえシズク。今日見る映画ってどんなの？」

「ごく普通のラブストーリーですよ」

「……やっぱり。ついてきてよかったわ」

　そんなことだろうと思ったと呟き、ステラがため息をつく。

「ちなみになんてタイトルなのよ？」

「『私は妹に恋をした。※R-15』」


「それのどの辺が普通のラブストーリーなのよっ！」



「普通の純愛ですよ。二人が兄妹であるという点に目をつむれば」

「そんなインモラルな純愛があるかっ！　アンタどんだけためらいが無いのよっ！　よくこんなモン実の兄と二人で見に行こうという発想ができるわねっ!?　どんな空気になるのよそれ！　もうびっくり通り越して少し見直したわよ！」

「クラスメイトたちの前で下僕宣言するような人間に、ためらいが無いとか言われたくないです」

　ごもっともな意見だが、さすがに一輝もこんな映画を妹と一緒に見られるほど常識のない人間じゃなかった。

「し、珠雫……これはちょっと、やめておこうよ」

「えー。どうしてですか。どこに問題が」

「むしろ問題がないところが見当たらないよ……」

　何が悲しくて実の妹と妹を相手にするR-15恋愛映画を見に行かなければならないのか。

「と、ともかくこれはナシ！　他のにしよう！」

「むー。お兄様がいやがるなら仕方ないですね……。じゃあどれにしますか？」

　言って珠雫は自分の生徒手帳でシネマランドのＨＰにアクセスし、三人に代案を問う。

「あ！　これいいんじゃない？　『砂漠の王女カルナ』。砂漠の盗賊団に攫さらわれたカルナ姫が若い盗賊のリーダーに恋をするアニメ映画だって。なんかロマンがあって素敵──」

「却下」

「なんでよ！」

「氏素性うじすじょうも知れぬチンピラ相手に股を開くようなビッチの映画なんて見たくありません」

「自分の兄相手にR-15指定が入るようなことする変態の映画に比べたらずっとまともよ！」

「やれやれ。これじゃあいつまで経っても決まりそうにないわね。よし、ならここはあたしが間を取って──『男たちの失楽園。※R-15』にしましょう」


「「誰が性別の間を取れって言ったのよ!!」」



　ステラと珠雫の突っ込みがハモる。意外と仲が良いのかもしれない。

「ワガママねぇ。でもそうなると残ってるのは一つ。アクション映画だけね」

「上映作品少ないね」

「小さな映画館だから仕方ないわ」

「でもアクションならジャンル的にも男も女も楽しめそうだし、良いんじゃないかな？　どうだろう、二人とも」

「むー。極めて残念ですが、お兄様がそれが良いというのなら……」

「仕方ないわね。まあアタシはアクションも好きだから別に良いわよ」

「じゃあこれで決定ね。ちょうど上映開始ももうすぐだから都合が良いわ」

「アリス。ちなみにそのアクション映画のタイトルはなんて言うんだい？」

「『ガンジー　怒りの解脱げだつ』」

「「「なにそれすんごい気になる」」」

　サイトに掲載されていたポスターの画像には、ガンジーというタイトルの下に、炎をバックにした坊主頭上半身半裸のムキムキマッチョメンが、重火器を手に佇んでいる。煽あおり文句は

『許すことは強さの証と言ったな。あれは嘘だ』

　これはひどい。なんか色々混ざってるし。

　だがその行きすぎたカオスっぷりにひかれ、すんなり意見はまとまった。

　一輝たちはエスカレーターで一階のフードコートから四階のシネマランドへ移動する。

　しかしその途中、ちょうど三階に着いたとき、ふと一輝は思い立つ。

「ゴメンみんな。先にトイレ済ましてくるから、僕の分のチケットも買っておいて」

「あら。それならあたしもお伴ともしようかしら」

　一輝の離脱に有栖院も続く。

「じゃあ私たちがチケットを買っておきますので、お金は後で渡してください」

「始まる前には戻ってきなさいよね。もうあんまり時間ないわよ」

「うん。なるべく急いで戻るよ」

「珠雫珠雫。あたし、一輝の隣の席がいいわ～♪」

「お兄様。それでは三人分のチケットを買って待っていますね」

「ごめんなさい！　嘘っ！　冗談ですっ！」

　こうしてステラと珠雫を先に向かわせ、男子二人は三階のトイレを目指すことになった。

「うふふ♪　やっと二人きりになれたわね」

「いや、同意を求められましても」

「え？　トイレに行くってそういう合図なんじゃないの？」

「全然違うよっ!?」

「ふふ。わかってるわ。これも冗談よ。もうノリがいいわねー」

「……ごめん。アリスみたいな人と話すのは初めてだから、まだ距離感が掴つかめなくって」

「普通の女の子として接してくれればいいわよ」

（うん。それ無理）

「でも安心して。あたしはノンケには手を出さないから」

「の、のんけ？」

「ようする貴方あなたに性的な興味は持たないということよ」

「あ、ああ。そうなんだ。うん、それは助かるよ。すごく助かる」

「でも、貴方と一度二人で話をしてみたかったのは本当。珠雫から色々話を聞いて、どんな人なのか気になっていたのよね」

「それは僕もかな」

「あら？　あらあらあら！　これは予想外の展開ねっ。じゃあ今から二人で『男たちの失楽園。※R-15』を見に行きましょうか！」

「そういう意味の興味じゃないからっ！　そうじゃなくって、ほら珠雫って、かなり人見知りが激しいから。他人にそうそう懐くような子じゃないんだよ。特に異性には。だから、どんな人なのかなって興味があったんだ」

「まあ、あたしは女だし？」


「…………」



「なによその目は。なにか文句でもあるのかしら？」

「いや、別に……」

（本気か？　本気で言っているのか？）

　わからない。どうにもやはり出会ったことのない人種の考えることは理解できない。

　理解できないことには不用意に踏み込むべきじゃないと一輝は判断して、話題を変えた。

「それより、僕のことを珠雫から聞いたって言ったけど、それってどんなことなのかな？」

「それは女の子同士の秘密」

　有栖院はピアニストのように長く細い人差し指を唇の前に立てて、黙秘した。

　もはや性別に突っ込むのは野暮やぼというものなのだろう。

「……でもあの子の口から語られる黒鉄一輝はとても強くて素敵な男性だったわ。そして、今日こうして出会った貴方は、話通りの人だった。でも、だからこそ気になることがあるのだけど、聞いて良いかしら？」

「なにかな？」

「貴方って、去年は家の妨害で結局一戦もできなかったのよね？」

「う、うん。学校から一切の戦闘行為を禁じられてたからね。もちろん授業も模擬戦も全部」

　答えながら珠雫はそんなことまで話しているのか、と一輝は内心驚愕きょうがくした。

　黒鉄家と自分の軋轢あつれき。

　それはいわば家の恥というか、あまり外聞の良い話ではない。

　少なくとも未だ黒鉄家の保護下にいる珠雫の口からは、相当な信頼と信用が無ければ語られるような情報じゃない。

「でも今年は大丈夫だよ。新しい理事長が方針を変えてくれたからね」

「だけどそれは本当に運が良かっただけでしょう？　もし新しい理事長先生が来なければ、貴方はどうしていたの？」

「同じだよ。できることをやるだけさ。そもそも僕が留年を受け入れたとき、僕は彼女の赴任ふにんも方針も知らなかったしね」

「それを不毛とは思わないのかしら？」

「思わないよ。アリスならわかっているだろうけど、騎士学校の教員はほぼ全員がプロの魔導騎士だ。当然、実戦なんて見なくても生徒の強さくらいある程度把握しているはず。そして騎士学校にとって『七星剣王を出す』ことほど名誉なことはない。だから、『僕なら七星剣王になれる』と彼らに思わせればいい。……僕を欲しいと思わせるほど強くなればいい。たとえ、何年かかってもね」

　そう。今の自分は、学校が黒鉄家の要求に屈し、売り払ってしまう程度の価値しかない。

　ならば、自分の価値を上げ、学校に惜しいと思わせるしかない。

　一輝は、そう思い続けることで自分自身を鼓舞こぶしていた。

「だけど、今の理事長には感謝しているよ。僕だって、他に通れる道があるのなら、あえて困難を進みたいとは思わないからさ」

「なるほど。よくわかったわ」

　瞬間、一輝は自分を高い視点から見つめる有栖院の相貌そうぼうに、一つの感情が宿るのを見た。


　それは、…………憐憫れんびんだった。



「一輝……貴方は、傷つけられることに慣れすぎている」

「アリス？」


「これはあたしの経験則から話すことだから、貴方に当てはまるとは限らないけど。……強さってね、結局は『我慢』なのよ。どれだけ我慢することができるか。その許容量の差でしかない。本質的には心に負荷を蓄積し続ける行為。……どこかで吐き出さないと、心にいつまでも負荷がかかり続けて、いずれ…………パチン、とはじける。あっけないくらいにね。だからそうなる前に、心は必ず悲鳴を上げる。怒りや悲しみ、苛立いらだち、それらが『誰かにこの苦しみを聞いて欲しい』『自分の痛みをわかって欲しい』という衝動となって、あるときは緩やかに、あるときは暴力すら伴う激情となって吐き出される。……だけど貴方には、何もかもを許容しすぎる貴方には、もうその悲鳴が聞こえない」



　悼いたむような沈痛な面持おももちで告げられる有栖院の言葉に、一輝は戸惑いを覚えた。

　彼の言葉が今ひとつ理解できない。


「…………そ、そんなことはないとおもうけどなぁ」



　少なくとも自分は、まだ苛立つときもあれば悲しいと思うときもある。

　有栖院の語るような、自分の感情に無理解な人間じゃない。

　だが有栖院は首を横に振る。

「いいえ。聞こえていないわ。少なくとも、今の貴方には。だって聞こえているのなら、そんなにも穏やかでいられるはずがない。優しく笑っていられるわけがない」

（……確かに、僕のこれまでの人生は決して順風満帆じゅんぷうまんぱんというわけじゃなかったけど）

　でも、さすがに考えすぎとしか思えない。

　だからそう怖い顔で真剣に語られても、苦笑いしか出てこなかった。

　誤魔化すように笑う一輝に有栖院は、

（まあ、あたしの言葉なんて届くはずもないわよね）

　一度、小さくため息をついた。

　自分は所詮しょせん、今日会ったばかりの他人だ。

　その言葉にいかほどの力があろうか。

　だが、それを弁わきまえてもなお、有栖院は言葉にしておきたかった。

　気づきの楔くさびを打ち込んでおきたかった。

　珠雫の大切な人だからということももちろんあるが、有栖院自身、今日出会った黒鉄一輝という青年を快く思っていたから。だから──有栖院は最後に励ますような笑顔を見せ、

「いつか、貴方にも気づけないような心の悲鳴を、貴方の代わりに聞いてくれる人に出会えるといいわね。そんな日が来ることを、友人として心から祈っているわ」

　首にさげたシルバーのロザリオにキスをして、有栖院は一輝の幸いを願う。

　その願いをこのときの一輝はまるで理解することができなかった。

　お礼を言うべきなのだろうか？

　そんな的を外した戸惑とまどいしか浮かばない。

　だが──不思議と有栖院の言葉は彼の中に残り、反響を続けていた。

　まるで何かの啓示けいじのように。




「っ！」




　ふと、唐突に有栖院の表情が強こわばった。

　先ほどのような悲しい色ではなく、警戒と緊張を瞳に滲にじませて、彼は周囲を見回す。

「アリス？」

「一輝。ちょっとこっちに来て」

　唐突に有栖院は一輝の腕を掴み、駆け出す。

「え!?　え、え!?」

「いいから、走ってっ」

　有無を言わさず、有栖院は一輝を彼らが向かっていたトイレの中へと導く。

　もしかして、そんなに限界だったのだろうか。

　そんなことを一輝が考えた瞬間、


「──────ッッ!?」



　一輝の耳を貫いたのは、何かが爆発するような音と、ガラスの破砕音。


　そして────銃声と悲鳴だった。







◆






　ドタドタと、荒い足音をたてて黒の戦闘服とガスマスクに身を包んだ二人組の男が、一輝と有栖院のいるトイレに駆け込んでくる。

『よし、残ったのはこの男子トイレだけだ。個室は俺が調べてくるからお前は待ってろ』

『一々調べるなんてまどろっこしいことやる必要ねえよ』

『お、おいっ』

　軽薄な口調で告げたもう一人の男は、相方の制止も聞かずに手に持つアサルトライフルＭ４のマガジンに眠る鉛玉を全弾、個室目掛けて水平射撃した。小さなトイレにけたたましく反響する発砲音が止む頃には、個室の扉はすべて穴だらけになる。もし中に人が居ればまず無事では済まないだろう。だが、半壊した個室から血は流れてこなかった。

『よし。誰もいねえ』

『何勝手なことしてんだっ！　客は人質にするって言われてるだろうがっ！』

『ぶっ放したい気分だったんだよ。いいじゃねえか。血は出てねえってことは、中には誰もいなかったってことなんだからよ。カカカ』

『……ビショウさんに殺されてもしらねえぞ』

　下劣な笑い声を上げながら、男達はトイレを後にする。

　トイレに残されたのは焦げるような匂いと、破壊の跡。そして、天井の蛍光灯が作り出す『影』から、まるで水から顔を出すように現れた一輝と有栖院だけだった。

「ふぅ。どうやら行ったようね」

　敵が遠くへ去ったことを確認し、有栖院が『影』という黒い水から上がる。

　彼の手には鈍色にびいろに光るダガーナイフが握られていた。

「なかなか素敵な能力でしょう。あたしの《黒き隠者ダークネスハーミット》の力は」

「『影』を操る能力か。確かに、便利な力だね」

「まあ、照明で照らされっぱなしで、影を作る障害物もない試合だとあまり役に立つ能力ではないのが難点なのだけど」

　それは一輝も思ったことだ。この力は日の下で戦う騎士の能力というよりは、どちらかというと暗殺者アサシンを彷彿ほうふつとさせる力だと。

「だけど校外での固有霊装デバイスの無許可使用はバレるとかなり面倒なことになるよ」

「場合が場合だもの。しょうがないわ。一輝が黙っててくれれば大丈夫よ」

「当然、密告するつもりなんてないけどさ」

　有栖院は未だ影の中にいる一輝に、ダガーナイフを握っていない方の手を伸ばす。

　一輝が伸ばされた手を取ると、有栖院は彼を黒い水の中から引き上げた。

「ありがとう。助かったよ」

　敵の索敵さくてきをやり過ごせたことと、引き上げてくれたことの両方に礼を述べて、一輝は改めて自分たちの置かれた状況の整理を試みる。

「……何者なんだ。彼らは」

「《解放軍リベリオン》」

「!?」

　迷いのない即答で有栖院が告げた名称に、一輝は目を見開く。

《解放軍リベリオン》。それはこの世で最も知られた犯罪組織の名称だ。

　彼らは伐刀者ブレイザーを『選ばれた新人類』とし、それ以外の人間を『下等人類』と位置づけ、その選民思想をもって『伐刀者ブレイザーは力ない民衆を守るべし』とする社会構造の破壊を目論もくろんでいる。

　すべては『選ばれた新人類』たる伐刀者ブレイザーが『下等人類』を支配する、彼らが望む歪んだ楽園を作り上げるために。

「世界各国で話題のテロリストとこんなご近所で出くわすなんてね。だけどどうして、彼らが《解放軍リベリオン》だとわかるんだい？」

「昔住んでいたところで、今日みたいに事件に巻き込まれたの。そのとき見た奴らと装備が一緒だったから。……それより珠雫たちが心配ね」

「うん。だけどその前にやらないといけないことがある」

　一輝は電子生徒手帳を取り出し、はじめからアドレス帳に登録されている『緊急連絡用』の電話番号へ連絡を取った。電話はすぐに繋がり、ディスプレイに見知った顔が表示される。

　破軍学園理事長の新宮寺黒乃しんぐうじくろのだ。

『事態は把握している』

　黒乃の第一声で、すべての説明の必要は省かれた。

　どうやらすでにモールの外でも事態は進行しているようだ。

「話が早くて助かります。では『黒鉄一輝』『ステラ・ヴァーミリオン』『黒鉄珠雫』『有栖院凪』の四名に敷地外での能力使用を許可してください」

『了解した。四名に能力の敷地外使用を許可する』

「これで必要な手続きは終わりね」

「理事長。そっちで掴んでいる状況を聞かせてもらえますか？」

『犯人は解放軍リベリオン。規模は二十人から三十人ほど。全員銃器で武装している。目的は身代金とモールの金品。ようするに連中が定期的によくやる資金調達だ』

「死傷者は出ていますか？」

『襲撃時の騒ぎの時に慌てて逃げようとして転んだ軽傷者が何人かいる程度だな。死者や重傷者は今のところゼロだ。監視映像をモニターしている警備会社からの情報では、解放軍リベリオンは買い物客五十名程度を人質としてフードコートに集めているとのことだ』

「……フードコートっていうと、あたし達がクレープを食べたところよね？」

「うん。あの吹き抜けになってる広場だ」

「あそこならあたしの《日陰道シャドウウォーク》の範囲内ね。ここから一気に移動できるわ」

「ならまずは見つからない場所に移動して様子を探ろう。……きっとステラ達もそこにいる」

　あの二人が人質を置いて逃げるとは考えられない。

　まず間違いなく、魔力を隠して人質達に紛れているはずだ。

『わかっていると思うが、一般人の安全が最優先だ。あまり無茶はするなよ』

　頷うなずき、一輝はスニーキング中に着信が鳴らないよう、手帳の電源を切る。

「よし、行こう」

「おまかせあれ」

　一輝は有栖院に手を差し出し、有栖院はそれを握り返す。

　瞬間、彼らの『影』が黒い水となり、二人の身体が『どぷん』と地面に沈んだ。

　光一つ差さない黒い水路を、一輝は息を止めながら、有栖院に牽引けんいんされる形で泳ぐ。

　影から影をつなぐこの水路──《日陰道シャドウウォーク》の構造を理解できるのは《黒き隠者ダークネスハーミット》の使い手であり、この空間の支配者である有栖院ただ一人だからだ。

「着いたわ」

　しばしの間、闇の中を泳いで、二人は目的のフードコートの近くに到達ワープする。

　場所はフードコートの全景が見渡せる、吹き抜けの際きわにある三階の柱の陰だ。

　二人は日陰道シャドウウォークから出て柱の陰からフードコートの様子をうかがう。

　黒乃の情報通り、フードコートに人質は集められており、彼らを囲むように黒い戦闘服の男達十人ほどが円を描いていた。

「一輝。アレ」

　ささやき声で有栖院が指さした先には、予想通り人質に紛れ込んでいる珠雫の姿がある。

「でもステラちゃんがいないわね」

「……いや、ステラもいるよ。珠雫の横にいる鍔つばの広い帽子の子だ。ステラは騎士として顔が知られているから、隠しているんだよ」

「そういえば新聞とかに出ていたわね、あの子。だけどちょっとよくない状況ね」

「うん。人質と犯人達の距離が近すぎる。下手に突入を仕掛けたら人質達に死人が出るよ。それに《解放軍リベリオン》の頭数が足りない」

「分隊行動しているのかしら。なんにしろ……少し待つしかないわね」

　分隊が合流したとしても、解放軍リベリオンの規模に対して人質の数が多すぎる。

　逃亡する際に相当もたつくはずだ。その紛れに仕掛けるチャンスがあるかもしれない。

　故にここは様子見が妥当だと、二人は判断した。

　──しかし、事態は二人が予想しなかった思わぬ方向に進行する。





『お母さんをいじめるなぁーーーーっ!!』






「「ッ!?」」

　突如、人質の小学生くらいの少年が銃を構えた解放軍リベリオンの一人に襲いかかったのだ。

（なんてことだ！）

　まずい、と思うも一輝たちは少年を止められる位置にいない。

　少年は雄叫おたけびを上げながら、持っていたアイスクリームを兵士に投げつけた。

　兵士のズボンに白い斑まだらが描かれる。だが、そんなものに攻撃力などあるはずもない。

　ただし、相手を激昂げっこうさせる効果は十二分にありすぎた。


『こんのガキがぁぁあああああ!!!!』



　兵士は激怒し、自分の腰ほどにも身長のない子供の顔に容赦なく蹴りを見舞う。

『あぐっ』

『シンジッ！』

　名前を呼んで人質の輪から飛び出してきた二十代後半ほどの女性は、少年の母だろうか。

　手足の細さに対して腹部が大きい。少年の弟か妹を身ごもっているのだろう。だが身重な身体を感じさせない速さで、それほどに必死な動きで母親は少年と兵士の間に割り込んだ。

『おいどけよ女ァ！　邪魔だろうが！』

『ごめんなさいごめんなさいっ！　まだ子供なんです……っ！　許してくださいっ！』

『オイてめぇ何してやがるッッ!!』

『このクソガキが俺の服にアイスぶつけやがったんだよォ！　ぶっ殺してやるッ！』

『いい大人がんなことでキレてんじゃねえよボケッ！　人質に手ェ出すなって何回いやわかるんだ！　テメェが下手こいてビショウさんにぶっ殺されるなァ勝手だが、あの人キレっと二桁殺さねえと収まんねェんだよ！　俺らにまでとばっちりが来るだろうがッ！』

『うっせえよッ！　こんだけいるんだから一人二人ぶっ殺そうがかわんねえっーのッ！』

　制止を振り切り、キレた兵士はライフルの銃口を親子に向ける。

『ひっ！　おねがいですっ！　命だけは……ッッ！』

『ダメだねェ！　豚の分際で来たる《新世界ユートピア》の《名誉市民》である俺様のズボンを汚したんだァ！　死んで償つぐなえやァッ!!』

　何の躊躇ちゅうちょも容赦もなく絞られる引き金。

　瞬きの間に吐き出される鉛の暴力。

　それらの襲来にせめてもの抵抗か、身重な母は子供を自分の身体で庇かばうように覆い被かぶさる。

　だがそれは無意味だ。

　鉛の弾頭は彼女の肉を容易たやすく貫き、その下にいる子供を穿うがつ。そうなるはずだった。

　しかし──鉛の弾頭は母親に到達することすらなかった。なぜなら、

　親子と銃弾の間に割り込んだステラの炎が、煤すすすら残さずに消し飛ばしたからだ。





◆






『飛び出すのはアタシだけでいい』

『どうせアタシの正体はそのうちバレる』

『大丈夫、一国の皇女ならすぐに殺されるということにはならないから』

『だからシズクはもしもの場合に備えてまだ隠れていて』

　止める珠雫にそう言い聞かせ、ステラは射線に割り込み銃弾を溶解させた。

　突然の脅威に《解放軍リベリオン》の兵士達が動揺する。

「伐刀者ブレイザーだと……ッ!?」

「こんのぉ！」

　彼らはほぼ反射的に、ステラに向かって一斉に銃弾を放った。

　乱れ飛ぶ鉛の飛礫つぶて。だがそれらは──

「《妃竜の羽衣エンプレスドレス》」

　ステラが纏まとう炎の羽衣の前に存在することを許されない。

　すべての鉛は、ステラに到達する前に蒸発する。──しかし、


「「「きゃああああああああああああああああ」」」



　人質たちにとっては別だ。

　激しい音をたてて吹き上がるガンファイアに人質たちはパニックに陥る。

　Ｍ４は取り回しを重視し無理矢理全長を短縮したぶん、射撃精度が甘いアサルトライフルだ。

　このままでは人質が被弾する可能性がある。だからステラは、


「落ち着きなさいッッ!!!!」




「「「────っ!?」」」



　つるべ撃ちのガンファイアが奏かなでる爆音すら押し潰すほど大きく、そして否応なく人の動きを制止させる『威厳いげん』を持った一声で、浮き足立つ襲撃者たちを一喝した。その一喝で突然の伐刀者ブレイザーの介入に浮き足立った兵士達全員が、叱しかられた子供のように背筋を震わせ、その場に固まった。

「別にアンタ達と戦闘をするつもりはないわ。だから落ち着いて、アタシの話を聞きなさい」

　告げながら、ステラは安堵する。

（……とりあえず恐慌は収まったわね）

　彼女は日本ではただの留学生だが、ヴァーミリオン皇国こうこくの皇女こうじょだ。

　故に国際的犯罪組織である《解放軍リベリオン》についても、かなり多くのことを知っている。

　例えば、《解放軍リベリオン》の部隊の構成。

　解放軍リベリオンはその思想的に一般では伐刀者ブレイザーの組織だと思われているが、実のところ、構成員の大半は《信奉者しんぽうしゃ》と呼ばれる、解放軍リベリオンの掲げる新たな世界秩序に賛同する非伐刀者ブレイザーであり、《使徒しと》と称される伐刀者ブレイザーはほんの一部でしかない。一部の伐刀者ブレイザーが非伐刀者ブレイザーを兵士として指揮する。それが《解放軍リベリオン》の部隊運用だ。

　そして、ここにいるのは全員が《解放軍リベリオン》の信奉者。

　ならばリーダーである《使徒》は分隊を率いて、別行動している可能性が高い。

（……この規模の部隊なら率いている《使徒》の数は一人。そいつが出てくるまではへたに動きたくなかったのだけど……）

　この状況で姿をさらすということは、先手を取られるということだからだ。

　状況がそれを許さなかった。なら仕方ない。

　ステラはそう割り切り、改めて兵士達を鋭い眼光で威圧しながら、告げる。

「ここにいる人質を代表して、アンタ達の親玉と交渉させなさい」

「な、何言ってんだこの女。テメェに何の権利が」

　どうやら兵士達は自分のことをまだ誰かわかっていないらしい。

　仕方ないとステラは混乱の最中、とっさに店から拝借した鍔の広い帽子を脱ぎ、

「アタシは──」




「おやおやおや～？　これはこれはとんでもないお方が紛れ込んでたもんだぁ」




　ステラが己の正体を告げようとしたとき、割り込む声があった。

　声が聞こえた方に視線を向けると、そこにはぞろぞろと十人ほどの完全武装した兵士をつれて歩いてくる、顔に入れ墨の入った男がいる。

　男はステラと目が合うと、入れ墨を歪ませて笑う。

「ヴァーミリオン皇国の第二皇女様じゃありませんかぁ。ヒヒヒ」

「黒地に金刺繍ししゅうの外套……解放軍リベリオンの《使徒》が着用する法衣ほういよね、それ。つまりアンタがここにいるバカ共の親玉ってことで良いのかしら？」

「ヒヒヒ、よくご存じで。ええ、その通りです。名はビショウと申します。お見知りおきを、お姫さま」

　男──ビショウは恭うやうやしく頭こうべを垂れて名乗り、そして人質を囲む部下達にステラに向けていたモノとは違う、攻撃的な眼光を向ける。

「おい。何をガタガタやってんだ。てめぇらぁお留守番もまともにできねえのかよぉ」

「ひっ」

「俺ァ大人しく待ってろつったよなぁ？　大切な人質には手ェ出すなつったよなぁ俺ぇ？」

「お、俺たちぁ止めたんスよ！　でもヤキンの奴が言うこと聞かなくって！」

「ヤぁキン……。この騒ぎの原因はテメェか？」

「い、いや、ち、違うんですッ！　あ、あのガキが俺のズボンを汚しやがったから……」


「アァ!?　たかがそんなことでガタガタ────……いや」



　ふと、ビショウは何を思ったのか、思案顔をして黙り込むと、

「……ヒヒヒ」

「び、ビショウさん？」

「……アァ、ヤキン。そりゃ災難だったなァ。同情するぜ俺ァ」

　急に先ほどまでと態度を豹変させ、ズボンを汚された部下の両肩を叩き──

「だが安心しろ。てめぇら《名誉市民》の名誉は俺たちが守ってやるからな」

　懐ふところから拳銃を取り出すと、その銃口を母親に庇われている子供へ向けた。

「な、なにをするつもり!?」

「何って、そりゃ決まってまさァお姫さま。このガキに自分のやったことのケジメを付けさせるんですよォ。……そりゃァ大事なことでしょう？　人として」

「人質には手を出さないんじゃないの!?」

「そりゃ大人しくしていれば……の話でさァ。このガキは大人しくしていなかった。ああ、まあ大人じゃないんだから仕方ないかもしれませんが……それでもこのガキがやったことは罪だ。《名誉市民》であるこいつらの名誉を傷つけた罪。それは命をもって贖あがなわれる必要がある。罪には罰を。罰には許しを──ソレは俺のモットーでしてね……ッ」

　トリガーに掛けられたビショウの指に力がこもる。


「──────ッッ!!!!」



　瞬間、ステラは躊躇ためらわなかった。

　この男が本気で引き金を引くと確信したから。

　ステラは即座に《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を顕現けんげんさせ、


「はぁあああああああああああああああああ！」



　床を蹴り、ビショウに斬りかかった。

　──それを見て、ビショウが薄笑う。

（誘われたッ!?）

　だが構うものか。固有霊装デバイスを展開する猶予ゆうよなんて与えない。

　ビショウの武装は拳銃ガバメント一つ。

　そんなもので《妃竜の罪剣レーヴァテイン》の渾身こんしんの打ち下ろしが防げるものか──！

　拳銃ごと断ち切る。その気概をもってステラは《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を振り下ろし、

　しかしその刀身はビショウの左手の人差し指と中指に受け止められた。

「なっ!?」

「ヒヒヒ、ざーんねん。速い。それに強い。さすがは噂うわさに聞くＡランク。だが悲しいかな、世界の広さと怖さを知らない」

　ステラは驚愕を隠せない。

　自分の渾身の一撃を、素手で、指の力だけで受け止めるなんて、人間技じゃない。

　そんなことすれば指が重さを受けきれず腕が縦に裂ける。

　よしんば受け止めきれたとしても、《妃竜の息吹ドラゴンブレス》の炎熱が腕を焼き潰すはずだ。

　なのに、ビショウは重さも炎もものともせずに、軽々と《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を受け止めた。

　どうして？

　だが答えよりも速く、ビショウの右拳が、ステラの腹部を打ち抜いた。

「が、は……っ」

　突き抜ける衝撃にステラの膝ひざが一撃で落ちる。

《妃竜の羽衣エンプレスドレス》越しですら一撃で自分の体力を根こそぎ持って行く攻撃力。

（どうして、……そんな力のある伐刀者ブレイザーには見えなかったのにッ）

　なんだこのふざけた攻撃力は、とステラは悶絶もんぜつしながらビショウを見上げ、

「その……指、輪！」

　ビショウの攻防のからくりに気づいた。

　彼の両手中指から禍々まがまがしい赤光を放つ指輪。

　一見するとただのファッションにしか見えないが、これこそがビショウの固有霊装デバイス──

「二つで一揃えの固有霊装デバイス《大法官の指輪ジャッジメントリング》。その特性は『罪』と『罰』。左の指輪は俺に対するあらゆる危害を『罪』として吸収し、右の指輪はその力を『罰』という魔力に変えて敵に撃ち返すことができる。……ヒヒヒ、つまり相手が強ければ強いほど強くなるってワケでさぁ」

「……なるほど、アタシは自分の全力で殴られたわけね」

　どうりで立てないはずだと納得する。

「相手がどんな力を持っているかわからないうちから闇雲やみくもに飛び込むもんじゃぁないですよォ。お姫さま。ヒヒヒ」

「……そう、させたのは、アンタじゃないの」

「ヒヒヒ、いやいや、すいませんねぇ。何しろ相手があの《紅蓮ぐれんの皇女》ともなれば、俺としても手段を選んでいられる場合じゃァないんですわ。……しかしまあ、感心しましたぜェ、お姫さま。大人しく隠れていれば良いものを、一国の皇女である御身おんみを、こんなつまらねえガキ一匹のために盾にするとは……。いやいやァ、実にご立派な考えだ。皇族の鑑かがみとでもいうべきですかねェ。そこでこのビショウ、ステラ姫の勇気に敬意を表し、あのガキの命を救う提案を致しましょう」

「どういう、こと？」

「ごくごく簡単なことでさァ。誰もが知っている簡単な贖罪しょくざいの方法。悪いことをしたら謝る。それだけのこと。お姫さまがあのガキの代わりに謝るのですよ。


　──全裸で、土下座してねぇ。カカカカ！」







◆







「────ッ！」



　その要求に、上からホールの様子を覗き見ていた一輝の血圧が、怒りで跳ね上がる。

　すぐにでも飛び出し、ビショウを斬り伏せたい衝動に背中を押される。しかし、

（……ダメだ……ッ！）

　飛び込めば、乱戦になる。人質に被害が出る。

　それはなんとしてでも避けなければならないことだ。

「ヒヒ……もちろん強制はしませんがねェ。お姫さまに命令だなんて恐れ多いこと、このビショウにはできません。だからイヤなら断ってくれて構いませんぜ？　そのときはァ、……予定通り、そのガキに責任を取らせるだけの話ですからねェ」

（……汚い男だッ！）

　一輝は唇を鬱血うっけつするほど噛みしめ、怒りを押さえつける。

　ビショウはステラにそれができないことをわかって、あえて選ばせている。

　ただ、彼女を辱はずかしめるためだけに。

　そして、……ステラの回答はやはり一輝が予想した通りのものだった。


「…………わかったわ」



　悔しさを押し殺す声で《妃竜の罪剣レーヴァテイン》をしまい、了解の意を示すステラ。

「その代わり、約束しなさい。人質には金輪際こんりんざい危害を加えないって」

「もちろん。このビショウ、約束は守る男で通ってますんで、ご安心を……。まあ身代金と俺たちの逃走が成功することが条件ですがねェ」


「…………約束、したわよ」



　念押しするように確認してから……ステラは立ち上がる。

　膝が笑っているのは、先ほどの打撃のダメージが抜けていないからだろう。

　だが……ゆっくりと衣服を解ほどいていく両手が震えているのは、悔しさからに違いない。

「うはは！　こりゃすげえ、皇女様のストリップだ！」

「イカスアイデアだ！　さすがビショウさんだぜ！」

「おら脱げ脱げェ！　はははっ！」

　こんなゲスどもの前で素肌を晒さらさなければならない恥辱に頬を真っ赤に染めながら、ステラは一枚、また一枚と、衣服をはだけていく。
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　カーディガンがはだけ、美しいなで肩が露あらわになる。

　スカートが足下に滑り落ち、魅惑みわくの脚線が観衆に晒される。

　ブラウスのボタンが一つずつ外されて、揺れる布の隙間すきまから小さな臍へその穴が覗く。

　そしてついには、彼女の肌を包むものは白いレースの下着だけになった。

「うはー。すっげえ胸だ。ホントに学生かよ～」

「たまんねぇ～！」

「ビショウさん！　写メいいっすかッ!?」

「ガタガタうるせェよ早漏そうろう野郎がァ。メインはここからだろうがよォ。ヒヒヒ」


「～～～～～～～～～ッ」



　聞くに堪たえないような薄汚い声。

　それを素肌に直じかに受け、ステラの身体が大きく震えた。

　そのとき、一輝はステラの頬に光なにかを見る。

　涙。

　その小さな光が瞳に飛び込んできた瞬間、一輝は『ブチ！』と何かが千切ちぎれる音を聞いた。それは一輝の噛みしめた唇の肉がちぎれた音だったが、同時に彼の中にある、彼をその場に止めていた『理性』の綱もまた千切れた。

（──ステラッッ!!!!）

「落ち着きなさい」

　だが、一輝の衝動に行動はついてこなかった。

　ついて行けなかった。

「ぐっ」

　身体が動かない。まるで何かに縫い付けられたように。

　見れば、有栖院は自らの固有霊装デバイス《黒き隠者ダークネスハーミット》の刃を、一輝の影に突き立てていた。

《影縫いシャドウバインド》

　相手の影を介して動きを封じる有栖院の伐刀絶技ノウブルアーツが、一輝の行動を封じたのだ。

「……冷静になりなさい。今出て行ってどうするの」

「だけど……ッ、今出て行かないとステラが……ッ！」

「大丈夫。あたしには策がある」

　信じられない言葉に一輝が目をむく。

「……今、珠雫が動いてくれている。だからあと少し待ちなさい」


「珠雫が…………？」



「ええ。魔力を隠しながら人質全員を守れる水の結界の準備をしているわ」

　言われ、一輝はもう一度ホールを見下ろし、魔力の気配を探ろうと目をこらすが、

「……そんなの、どこにも見えないけど」

「そりゃそうよ。珠雫はＢランク騎士で全体的な能力値はステラに劣るけど『魔力制御』だけは今年度ぶっちぎりのナンバーワンなんだから。その一点に限って言えば珠雫はＡランク相当の力を持っている」

「！」

　有栖院の言葉に、一輝の表情が驚きに染まる。

『魔力制御』とは、早い話、魔力オーラの扱いの巧さを示すステイタスだ。

　このステイタスに秀でている者は、普通の伐刀者ブレイザーが10の魔力を必要とする行動を、２や３の魔力で行うことができたり、敵に気づかれないように魔力を用いる『迷彩』という技術を駆使することができる。そして黒鉄珠雫は取り分けこの技能に秀でた伐刀者ブレイザーなのだ。

「珠雫クラスの業師わざしが本気で迷彩めいさいをかけたら、誰にも見破れやしないわよ」

「じゃあなんで動いてるって言い切れるのさ……！」

　問いかけに、有栖院は生徒手帳を一輝に見せた。

　どうやら彼はマナーモードにはしたものの、電源を落としてはいなかったらしい。

　そしてディスプレイに映っているのは──珠雫からのメール。

『今決壊はってる　できたら合図だす』

　端的な、誤字だらけのメールだ。

　たぶん周囲を警戒しながら、ろくに画面も見ないで打ったのだろう。

　だが意味は伝わる。

（──珠雫ッッ！）

　一輝は歓喜を込めて心の中で妹の名を叫ぶ。

　瞬間、その求めに応じるように、





「《障波水蓮しょうはすいれん》────ッッ!!」






　水使い・黒鉄珠雫が生み出した水の防壁が、人質と解放軍リベリオンを分断した。

　それが、合図だった。
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「なにィッ！」

　突然噴き上がった水の壁。こんなことが起こせるのは伐刀者ブレイザーしかいない。

　ステラ以外にも騎士が紛れ込んでいた。

　ビショウはその事実を察し、

「そんなに大人しくしてるのがイヤならァ、全員ぶっ殺してやるよォォ！　テメェら！　人質に向かって撃ちまくれェェッ！」

　ビショウの命令に、信奉者たちが一斉に水壁の向こうにいる人質目掛け引き金を引く。

　突然現れた水の壁と、つるべ撃ちの銃声に人質たちは大パニックになり、誰も彼もが油を熱した大鍋に叩き込まれたような悲鳴を上げて、その場にうずくまる。

　だが──瀑布ばくふが如ごとき音を奏でて撃ち放たれる銃弾は、一発たりとも人質たちに届かない。それらはすべて珠雫の伐刀絶技ノウブルアーツ──《障波水連》によって防がれていた。

　高いところから水面に落ちるとコンクリート並みの硬さになるということは誰もが聞いたことがある話だろう。その実、水とは衝撃に対して非常に強い抵抗を持つ物質だ。ライフル弾のような高速の物体では、水面に触れた瞬間、返ってくる衝撃で弾丸が粉々になる程である。ただの水でそれだ。そこに珠雫の魔力が込められたとなれば、水の守りはまさしく鉄壁。鉛などに貫かれる道理がない。

　そして──動いたのは珠雫一人ではなかった。


「──────ッ！」



《障波水連》が発動されたと同時に、一輝は《一刀修羅いっとうしゅら》を発動。

　吹き抜けを飛び降り、ビショウに真上からの奇襲を敢行する！

「ちッ！　上にも仲間がいやがったか！」

　だがビショウも数多あまたの死線をくぐり抜けてきたテロリスト。

　すぐに奇襲に気づき、迅速な対応を見せる。

《陰鉄いんてつ》を振りかぶる一輝に伸ばすは、先ほどステラの《妃竜の罪剣レーヴァテイン》を受け止めた左手。

　ありとあらゆる攻撃を『罪』として押収する《大法官の指輪》。

　あの左手にはステラの大地を揺らす一撃をも無力化する『理ことわり』が働いている。一輝の剣はステラの剣に比べて速いだけだ。数段威力は落ちる。故に、この『理』は突破できない。

　奇襲は失敗する。打ち下ろしは『罪』として奪われ、『罰』となって一輝を穿つだろう。

　だが──それはビショウの左手が、一輝の剣閃けんせんを捉えられればの話！

「……は？」

　瞬間、ビショウは眼前に信じられないものを見た。

　それは血しぶきをまき散らしながら飛ぶ、自分の左腕。

　そう。いかにビショウがあらゆる攻撃を無力化する左手を持っていようと、見えない攻撃は掴みようがない。すなわち防ぐことができない。

　だから一輝はそうした。人間の動体視力を遙かに上回る速度で剣を振るい、剣の振り自体を視認できなくしたのだ。

　すなわち見えない斬撃ざんげき。それこそが黒鉄一輝が持つ、七つのオリジナル剣技の一つ。

「第七秘剣──雷光らいこう」
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『雑魚ざこはあたしが引き受けてあげる。だから一輝はあの下品なボス猿を確実に無力化なさい』

　有栖院に言われた通り、一輝は確実な無力化を手段とした。

　見えない斬撃《雷光》で罪を奪う左腕を根本から斬り飛ばし、返す刀で右腕も切断する。

　ビショウの霊装が他にどんな力を隠し持っていようと、両腕を斬り飛ばされれば、もはやなんの意味もない。


「ぎゃああああ!!　うで、俺の腕がぁああああ!!!!　て、テメェよくも────ッ」



「ガタガタうるさいな」

「ひ……っ」

　だがビショウの抗議は、一輝の形相を見た瞬間喉の奥へ引っ込んだ。

「これでも手加減してやったんだ。お前がステラにやったことを考えればもう一、二本余分に吹っ飛ばしてやってもよかったんだぞ。『iPS再生槽カプセル』を使えば、その程度の傷、怪我のうちにも入らないんだからな」

「──ッ」

　一輝は凍いてついた視線でビショウを黙らし、汚物から目を背そむけるように視線を切った。

　見たところ、人質に被害はない。作戦は成功だ。

「やったわね」

　ポン、と有栖院に肩を叩かれた。

「アリス。そっちも終わったのか？」

「……終わったというか、終わっていたというか。……すごいわね。あの子」

（あの子？）

　一輝は有栖院の言葉が今ひとつ理解できず首をひねり、──視界にその意味を見た。

　あちらこちらに倒れている兵士たち。

　誰一人として、もう立っている者はいない。

　だが、一人だけ、その戦場に佇む背中があった。


「ステラ…………」



　深紅の髪を揺らし、焔ほのおのドレスを纏う、《紅蓮の皇女》の背中が。

　彼女の手に握られるは燐光りんこうを散らす《妃竜の罪剣レーヴァテイン》。

　致命打を受け、あれだけの辱はずかしめを受けながらも、ことが始まった瞬間ステラは真っ先に動き、兵士たちを一人残らず沈めたのだ。有栖院の出番が無いほどの迅速さで。

　冷静で的確な判断力。そしてあれだけ弱っていたにもかかわらず未だ余力を残す底力。

　有栖院にすごいと言わしめるのも頷ける。だが──

「外への報告はあたしがやっておいてあげる。行ってあげなさい」

「ありがとう」

（無理していないはずがないんだ！）

「ステラ！」

　一輝はステラに走り寄り、自分の声に振り返る彼女を、──抱きしめた。

「ふぇっ！　ちょ、な、なに!?」

　突然抱きしめられ、戸惑いに狼狽するステラ。

　だが一輝は構わない。今、そうしたいと思ったのだ。

　だから強く下着姿のステラを抱きしめ、彼女の肌を自分の身体で隠す。

　この勇敢で優しい少女が、これ以上恥をかかなくて済むように。


「ごめん……もっと早く助けに来られたら…………こんな恥をかかすことなかったのに」



「イッキ……、っ！」

　その気持ちが伝わったのか、ステラも一輝の抱擁に身をゆだね……小さく身体を震わせる。

　一輝はステラの表情を見ないように努め、しかし抱きしめる力は緩めない。

「お兄様」

　そのとき、珠雫が一輝に声をかけた。

「珠雫。……ありがとう。珠雫が結界を張ってくれたおかげだ。怪我人はいないかい？」

「いないに決まっています。私がそんなヘマをすると思いますか？」

　心外だ、と珠雫は憤慨ふんがいの表情を見せながら、手に持つものをステラに突きだした。

　それは脱ぎ散らかされたステラの洋服だ。

「集めてきました。いつまでもそのままというわけにはいかないでしょう」

「あ、ありがと……意外ね。アンタがアタシに気を使ってくれるなんて」

「失礼な。誰のおかげで助かったと思ってるんですか。まったく、なんの考えもなしに飛び出すなんて、軽率にもほどがあります」

「う……」

　ジロリと珠雫に睨にらまれ、ステラは気まずそうに視線を逸らす。だが──

「ですけど……少し見直しました」

「え？」

「私では、あの親子は助けられませんでしたから。……いるものなんですね。赤の他人のために命を危険に晒さらせるような人間も」

「……べ、べつに見直されるようなことじゃないけど。……まあ、でもシズクの結界がなかったら危なかったし。アンタって結構すごいのね……」

　今まで散々敵視してきた相手だけに、素直に評価するのが恥ずかしいのか、ステラも珠雫も妙に視線が泳いでいる。……だがお互い、認めあえる部分を見つけたようだ。

（これを機に仲良くなれたらいいんだけど──）

「あ、そうだ。珠雫って『治癒ちゆ』は使える？」

「もちろんできますけど？　……まさか、お兄様っどこかお怪我を……ッ」

「いや、僕じゃなくって、アイツ」

　ビショウを指さす。出血がひどいので、さすがに放置しておくわけにはいかない。

　人間という水の塊の傷を治癒するのは、高レベルの水使いにしかない技術スキルだ。

「腕は接合しなくていい。止血だけで。また暴れられると面倒だしね」

「わかりました。お兄様を殺人者にするわけにはいきませんからね」

「無力化はしたけど、一応気をつけて──」





「動くなァァァァアア!!!!」







「「「────ッッ!?」」」
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　突然の引きつった悲鳴にも似た怒声。

　それはあろうことか人質たちのただ中から響いてきた。

　一輝たちは一斉に声に振り返り、そして見る。

　赤いＴシャツを着た若い男が、中年女性のこめかみに拳銃を突きつけている光景を。


「た、たすけてええええ！」



「ガキども動くんじゃねえ！　動くとこのババァの頭を吹っ飛ばす！」

「しまった！　人質の中に紛れていたのか……っ」

「……ひひ、カカカッカカ！　人質の中に紛れてたのは……テメェらの仲間だけじゃァなかったってことだよ間抜けがァぁ！」


「ビショウ…………っ」



　断ち切られた両肩から血を迸ほとばしらせながら、入れ墨の顔に歪んだ笑いを浮かべる犯罪者。

　これから一輝たちをどう料理するかを考えているからだろう。

「オイそこのゴスロリのチビ！」

「ち、ちび……ですってっ!?」

「ああそうだテメェだチビ。テメェ治癒ができるんだってなァ、聞いてたぜェ俺ァ。……こっちに来て俺の腕を治せェッ！　できないとはァ言わせねェよォ？　ヒヒヒ……ッ」

　ビショウの笑い声に、ヒィ！　と中年女性の悲鳴が続く。

　銃口をこめかみに押しつけられでもしたのだろう。

（……くそっ！）

　一輝は歯噛はがみする。

《一刀修羅》はまだ続いているものの、こうも銃口を密着させられてちゃ暴発が怖い。

「さっさとこっちに来やがれつってんだよォ！」

「お兄様……」

「……仕方ない。ここは言う通りに──」




「いや。その必要はない」




　当然どこからでもない、まるで直接頭の中に語りかけるような男の声が響き、

　キュン、と風鳴りをたてて、一輝の真横を無数の光が通過した。

　それは、──空色の光を放つ魔力の矢。

「うぁあああ！」


「ぎゃっ、あ…………！」



　魔力の矢はビショウと人質を取った男を幾重にも射貫き、今度こそ完全に無力化した。

「なに!?　一体何が、」

　突然のことに動揺するステラ。だが──

（この技は……ッ）

　一輝はこの技を知っていた。この声を知っていた。

「フフフ。やれやれ、結局手を貸すはめになってしまった。他人の手柄を横取りするようで、イヤだったんだけどねぇ」

　目の前の何もない空間が輝きはじめ、鱗が剥はがれ落ちるように景色が崩れる。

　その崩壊の中から、一人の少年が姿を見せた。

　手に弓の形をした固有霊装デバイスを携える、一輝たちと年の変わらない、線の細い少年が。

「どういうこと？　あたしが気配すら感じ取ることができないなんて……」

　ビショウたちの襲撃すら、その遙か前に気配を察していた有栖院だったが、彼の気配は毛ほども感じなかった。

　だがそれは当然だ。それが──彼の能力特性。

　一輝はそれを知っている。何しろ彼は、一輝の元クラスメイトなのだから。

「ひさしぶりだね。桐原きりはら君」

　桐原静矢しずや。前年度の『首席入学者』にして──去年の七星剣武祭代表の一人だ。

「ああ。ひさしぶりだね、黒鉄一輝君」

　かつての級友との再会に桐原は静かに微笑み、

「君、まだ学校にいたんだ」

　細めたまぶたの隙間から、嘲あざけりの視線を寄越した。

「「っ」」

　ステラと珠雫の二人が目に見えて不快な表情に変わる。

　しかし尻ぬぐいをしてもらった手前、声を荒らげるわけにもいかない。

「桐原く～んっ！　こわかったよぉ～！」

　ふと、人質の中から七人ほどの少女が駆け出し、一輝たちを突き飛ばして桐原に駆け寄る。

　彼女たちは今日、桐原と共にこのモールに遊びに来ていた彼のガールフレンドだった。

「不甲斐ない後輩のせいで怖い思いをさせてしまったね。でももう大丈夫だよ」

「うん。桐原君が助けてくれるって信じてた」

「あぁん。桐原さまぁ～。格好いいですぅ。やっぱり騎士って強いんですねぇ～」


「…………なんかやな奴」



「貴女と気が合うのは初めてですね」

　着飾った少女たちに囲まれ、持て囃はやされる桐原に、ステラと珠雫が呟く。

　そして桐原が場を片付けたあとすぐに、有栖院から連絡を受けた警察がフードコートに駆け込み、解放軍リベリオンの拘束と人質たちの保護を始める。

　こうして休日の騒動は一応の決着を見た。それを見届けて、

「──っ」

　緊張が解けた黒鉄一輝の身体がぐらりと傾いた。

《一刀修羅》による疲労が噴き出したのだ。

「お兄様ッ」

「イッキ！　……大丈夫？」

「……あ、あ。……うん。大丈夫。……少し休めば、歩けるくらいにはなる」

「ちょっと座らせた方が良いわね」

　有栖院がフードコートのベンチに一輝を座らせたとき、四人に声がかかる。

　声をかけたのは駆けつけた警察の責任者だ。

「おーい。君たちが事件を解決してくれた学生騎士だね？　今から調書を作るから、署に同行してもらえるかい？」

「あらあら。間が悪いわね。できれば一輝を休ませてあげたいのだけど──」

　と言いつつ、有栖院がガールフレンドたちに囲まれている桐原に視線を向けるも、

「尻ぬぐいはしてあげたんだ。面倒な事情聴取は君たちの方で頼むよ？」

　どうやら桐原はそこまで付き合うつもりは無いらしい。

　とりつく島もなく拒絶して、取り巻きの少女たちと、この事件の気晴らしにどこへ遊びに行こうかと話し始める。

「いやアリス。良いよ。……パトカーの中でも少し休めば、ある程度は回復すると思うし」

「イッキ、無理してない？」

「大丈夫だって。別に怪我けがをしたわけじゃないから……」

　疲労の色が濃い表情で強がって、一輝は立ち上がる。

　そして一度桐原の方に向き直り、小さく頭を下げた。

「今日は本当に助かったよ。桐原君。ありがとう」

「お礼なんていらないよ。弱者を助けるのは強者の義務だからね」

　一々毒のある言葉を呟く桐原に、ステラと珠雫が再び剣呑けんのんな表情になるが、しかし今の二人にとってはこの男に噛みつくよりも一輝を少しでも早く休ませてあげる方が大切だった。

　だからステラは一輝に肩を貸して彼をパトカーへ誘導しようとする。

　しかし──その背中に、

「だけど黒鉄君。……君はまだ、その惨めったらしい力で騎士道を歩み続ける気かい？」

　嘲りの口調で、桐原が今度こそ無視できない言葉をかけた。


「アンタ…………いい加減にしなさいよッ！」



「ステラ、いいから」

「良くないわよ！　こんなに好き放題言われて黙ってることないわ！」

　一輝の制止を振り切って、眉をつり上げたステラが桐原に人差し指を突きつける。

「さっきから散々好き放題言ってるけど、アンタなんかよりイッキの方がずっと強いわ！　イッキの強さはこのアタシが証人よ！　アンタなんて、イッキの足下にも及ぶもんですか！」

　ぶつけたステラの啖呵たんかは、その実ただの願望だ。

　なにしろステラは桐原の力を知らないのだから。

　そう──彼女は知らない。

　桐原と一輝の間にある、絶望的な隔へだたりを。

　そして、それを知る桐原にとって、

「……はは、あははっははっはははッ!!!!」

　ステラの言葉は笑い話でしかなかった。

「な。何がおかしいのよ！」

「おかしいとも。これが笑わずにいられるもんか。そこの《落第騎士》がボクより強いって……ハハハッ！　これは傑作だ。どうやら黒鉄君は自分のことをずいぶんと格好良く吹き込んでいるみたいだね。ちゃんと教えてあげないとダメじゃないか。

　君が、──かつてボクと戦うのが怖くて逃げ出した臆病者だってことをさァ」

「え……っ」

　一輝が勝負から逃げ出した。

　その信じられない言葉にステラは驚き、一輝の方に振り返る。

　だが……一輝はそれを否定しなかった。

　ただ黙って、桐原を見つめている。

　そこからはどんな感情も読み取ることはできなかった。

　でも、一輝が勝負から逃げ出すなんて、ステラにとってはあり得ないことだ。

　だから彼女は再び桐原に強い視線を向ける。

「嘘よ！　そんなことあり得るはずがないわ！」

「フフフ、どうしてもヴァーミリオン君はそいつがボクより強いと言いたいわけだ」

「当たり前よ！　イッキはアタシに勝った、ただ一人の騎士なんだから！」

「──ならヴァーミリオン君、一つ賭けをしないか？」


「…………賭け、ですって？」



　桐原はそこで一度ステラから一輝に視線を移し、

「君の言葉は本当か、それとも間違いか。その正否を見定める場は、実はすでに整っているんだ。黒鉄君。……生徒手帳の電源、切っているんだろう？　入れてみなよ」


「…………」



　一輝は促されるままに電子生徒手帳の電源を入れる。

　すると起動と同時に、メールの受信が始まった。

　送り主は……選抜戦実行委員会！

　そしてメールの内容は、




『黒鉄一輝様の選抜戦第一試合の相手は、二年三組・桐原静矢様に決定しました』





「────ッ！」



「そう、君の一戦目の相手は去年の七星剣武祭代表であるこのボク。《狩人かりうど》の異名を持つ桐原静矢なんだよ。ボク達はもう戦うことが決定づけられている。だから──ヴァーミリオン君の言葉通り、ボクが負ければボクは今日言った全ての侮蔑を取り消して、謝罪しよう。だけどボクが勝ったら……ボクのガールフレンドの一人になってよ」

「桐原君ッ！　馬鹿なことは──」

　賭けの内容に当然一輝は抗議の声を上げる。だが、

「いいわ。その賭け、受けてあげる」

「ステラ!?」

　ステラはそれをあっさりと受けてしまった。

「止よすんだステラ。こんなの何の意味もない！　僕は別に桐原君の謝罪なんていらないんだから！」

「イッキがいらなくてもアタシはいるのよ。アタシが勝てなかった騎士を弱いなんて言われちゃ、アタシの立場がないじゃない！」

　一輝が思いとどまるように諭さとすも、ステラは引かない。

　ここで引くような性格ではない。

　故に、この賭けは成立してしまった。

「話は決まりだね。ふふ、当たり前に勝つだけの気怠けだるい試合だったけど、少しはハリが出てきたかな。……じゃあ黒鉄君。次は決戦の場で会おう。わかっているとは思うけど、そんな粗末な力でボクの前に立つというのなら、相応の覚悟をしてくることだね。なにしろ選抜戦は模擬戦とは違う『実戦』なのだから。殺されないように精々頑張ってくれよ。アハハ」

　自分の勝利を確信して疑わない高笑いと共に、少女達を侍はべらせながら去っていく桐原。

　その不遜な態度に、ステラや珠雫、そして有栖院も桐原に対して良い印象を持たなかった。

「ふぅ。顔はいいけど、あそこまで性格が歪んでるとダメねー」


「…………やな感じです」



「ふん。あんなのイッキなら楽勝よ。なんたってアタシにすら勝ったんだから。そうでしょ？」

　ステラの問いかけは一輝の切れの良い肯定を期待してのものだった。


　だが────

「…………どうだろうね。彼は僕にとって、最悪の相手だから」

「イッキ…………？」



　期待した返事はこなかった。

　無理もない話だ。一輝はステラと違って、桐原の強すぎる伐刀絶技ノウブルアーツを知っている。

　だから、そんな確約はできない。

　この戦いは……たぶん、厳しいものになる。その予感を一輝は確かに感じていた。




　こうして、ついに七星剣武祭に向けての選抜戦が始まった。

　ステラ、珠雫、有栖院の一戦目は週明けの月曜日。

　一輝の一戦目、桐原戦はその翌日の火曜日。

　一輝にとっては初めての『公式戦』。

　今までの模擬戦とは違う──本当の意味での戦い。

　そのデビュー戦が、目の前に迫っていた。
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　解放軍リベリオンの事件から一夜が明けた月曜日。

　破軍はぐん学園ではついに六つの『七星剣武しちせいけんぶ祭出場枠』を巡る『選抜戦』が始まった。

『さあついに始まりました！　選抜戦初日の注目カード！　新入生にしてＢランク！　そしてあの大英雄・黒鉄龍馬くろがねりょうまの血を引く少女、黒鉄珠雫しずく選手の第一戦ですッ！』

　破軍学園『放送部』による実況に、新入生ナンバー２の偵察に来た生徒達が歓声を上げる。

『相手をするのは──去年の冬に行われた貪狼どんろう学園との交流試合で、貪狼の七星剣武祭代表選手・安土山道行あづちやまみちゆきを相手に勝利を収め、今年の七星剣武祭出場が期待されている三年生、Ｃランク騎士、管茂信すがしげのぶ選手！　実戦経験豊富な最上級生が若い騎士に洗礼を与えるのか!?　はたまた新世代の超新星がその強さを見せつけるのかっ！　今、試合開始のブザーが────鳴りました──っとォ!?　ブザーが鳴った瞬間、管選手が仕掛けました！』

　管の両手に構えられた双剣の固有霊装デバイスがバチバチと稲妻の光を放つ。

「悪いな超新星スーパールーキー！　俺の能力はお前の『水』に対して最も有効な『雷』だ！　相手が俺だった自分のくじ運の無さを恨みなッ！　──《白雷刃はくらいじん》！」

　属性優位を取り、勝ち誇った表情で管は稲妻を飛ぶ斬撃ざんげきとして珠雫に撃ち放つ。

　対する珠雫は開始線の位置から一歩も動かずに、

「《障波水連しょうはすいれん》」

　水の防壁を形成する伐刀絶技ノウブルアーツをもってこれを防御しようとする。

　しかしそれは不可能だ。雷は水という伝導体では防げない。──そのはずなのだが、珠雫の水流壁は管の雷を通電することなく、完全にシャットアウトした。

「なにッ!?」

『な、なんと雷が効かない！　解説の折木おれき先生、これはどういうことなのでしょうか!?』

『……ごほっ、ごほ……、あれは、超純水、ですね～……』

『超純水？』

『ん。……水はみんな、『電気を通すモノ』と思ってる、よね？　だけどそれは間違いなの。水が電気を通すのは、水の中のイオンや微生物などの『不純物』が伝導体になっているからで……水そのものは純度が増せば増すほど絶縁体になっちゃうの。……そして、その純度を極限まで高めたのが、……超純水。超純水はほぼ完全な絶縁体だから電気なんて通さないわ』

『へぇ……あれ？　じゃあ何で他の水使いは真似しないんですか？』

『真似しないんじゃなくて、できないの……。イオンレベルで不純物を完全に取り除くなんて、砂漠の砂から砂金を探し出すようなものだもの。珠雫さんのレベルの魔力制御があって初めてできる荒技よ。……こんなこと、普通の騎士が真似したら、頭の方が先に焼き切れちゃう、わ。ごほっ……さすがは、新入生次席というとこ、ろ……ごぶふぁ！』

『うわああ！　本日三回目の吐血入りました！　だ、大丈夫ですか折木先生っ!?』

『あ、だ、大丈夫、大丈夫、ちょっとお薬打てば収まるから。……あぁ、ぎもぢぃぃ……』

『折木先生！　折木先生！　注射打ちながらその台詞せりふはかなりＮＧです！　ホントに大丈夫なんですか！』

『大丈夫よぉ……この一本のために病気してるようなものだしね』

『先生！　それ完全にヤク中ですっ！』

　色々グダグダな解説だったが、ようするに珠雫に雷撃は通用しないらしい。

　そのことを理解した管は──

「くそ、こうなったらいったん離れて」

「その足でどうやって離れるんですか？」

「!?」

『ああ！　なんということでしょう！　管選手の足が凍り付いて地面に張り付いているッ！　これでは逃げられない！』

「《水牢弾すいろうだん》」

　動きを止めた管に、珠雫は《宵時雨よいしぐれ》の切っ先から直径三十センチほどの水の砲弾を放つ。

　砲弾は動けない管の顔面に直撃し、彼の顔面を包んだまま中空に留まる。

　管は手を伸ばし、水牢弾を引き剥はがそうとするが、相手は水。

　固体でないのだから掴つかめるはずもなく、振り払うこともできない。

　必死に空気を求めて水に爪を立てるも、むなしくすり抜けるだけ。やがて、


「…………がぼ……………………」



　管は肺の空気を使い果たし、だらりと水を掻かいていた両手が落ちる。

　その段になり、珠雫はようやく水牢を解き、管を解放した。

　管はそのままリングに倒れ込み、──同時に、

「管茂信、戦闘不能ッ！　勝者、黒鉄珠雫！」

　レフェリーによる判決が下った。


『試合終了ーーーーッ！　勝ったのは一年、黒鉄珠雫選手！　圧倒的な技術力の違いで、属性相性をものともせずに、初戦を白星で飾りましたぁ！』



「……大したことありませんね」

　呟き、珠雫は観客席に目を向け、そこで手を振って珠雫の勝利を喜んでいる一輝に小さく手を振り返した。

　そして、訓練場の電光掲示板に映し出された時刻に目を向ける。


（…………そろそろ、向こうも決着している頃でしょうか）







◆







　その頃、第七訓練場────



　そこには珠雫のいた第十五訓練場の四倍以上の観客が集まっていた。

　当然と言えば当然。

　なぜならこの第七訓練場では、──十年に一度の逸材いつざいと呼ばれる異国の皇女こうじょ、一年生にしてすでに『二つ名』を有する今年度の首席入学者ナンバーワンルーキー、ステラ・ヴァーミリオンの公式戦初戦が行われているのだから。

「いけー！　桃谷ももたにィ！」

「近距離戦でお前に勝てる奴なんていねえぞ！」

「最上級生の意地を見せてやれぇぇ！」

『応援席からの声援がすごい！　《重戦車ヘヴィタンク》桃谷選手！　学内序列一桁の人気は伊達だてじゃないッ！　さあ今日も出るか!?　数多あまたの騎士を場外まで吹き飛ばしてきた桃谷選手の得意技！　希少な甲冑かっちゅう型の固有霊装デバイス《ゴリアテ》から放たれるヘヴィチャージが！』

　応援席からの声援。司会の期待。

　それらを一身に背負うのは、身長百九十センチはあろうかという巌いわおが如ごとき巨漢。

　ステラの初戦の相手、桃谷武士たけしだ。


　分厚い装甲が幾重にも折り重なった甲冑に身を包んだ桃谷は、開始線で身体の姿勢を低くし、肩から相手にぶつかっていく構えを取り────しかしとったままぴくりとも動かない。



「どうした桃谷！　いつも通り吹っ飛ばしてくれっ！」

「そいつはＦランクにも負けてるんだ！　オマエなら余裕だぜ！」

　囃はやし立てる友人、クラスメイトたち。


　しかし桃谷は────




（…………こんなのに、どうやって勝てっていうんだ……）

　目の前に広がる、炎の海を見て…………すくみ上がっていた。



　燃えさかる火炎をドレスのように身に纏まとうステラ。

　そんな彼女を中心にリングに広がる炎の海。

　燐光りんこうを散らし、大気を燃やす《妃竜の息吹ドラゴンブレス》の熱は、十メートル以上離れているにもかかわらず、甲冑の中を焼く。

　目の前に対峙たいじして初めてわかる、ステラの持つ桁外れの存在感エネルギー。

　それを目に、桃谷は思った。

　こんな相手と戦うなんて、自分から火口に身投げするようなものだと。

「アンタは後ろで騒いでる連中と違って弁わきまえているみたいね」

　立ち止まったまま動かない桃谷に、ステラが話しかける。

「……この試合は『実戦』。当然飛び込めば、《幻想げんそう形態》のように痛いだけじゃ済まないわ。そのあたり、よぉく考えて決断することね」

　自分の臆おくした心も、その理由も、すべて悟られている。


　それを知り、桃谷は────

「…………まいったっ」



『な、なななんと～！　桃谷選手、開始線から一歩も動かないままギブアップを宣言ッ！』

『うはは！　なっさけねー！　みっともねー！　だけど賢かしけ～！』

　桃谷の判断に、解説席に座る赤い着物を着た小柄な教師がゲラゲラ品のない笑い声を上げ、けなしているのか褒めているのかわからないことを言う。

『賢い、とはどういうことでしょうか西京さいきょう先生？』

『だってあんな化け物に勝てるわけないじゃん！　オマエ今から焼身自殺しろって言われてできる？　できね～っての！　だけどやっぱ一歩も動かないままギブアップとか超だっせー！　あはははっ！』

『あ、あの、西京先生、少し言葉は選んだ方が……』

　少し見かねて、実況の女生徒が引きつった顔で注意すると──

『うはは。やっべ超こえーっ。怖いから逃げよ～』

　西京女史はそそくさと解説席を飛び出して逃げてしまった。

『あっ、ちょっと西京先生！　まだ試合残ってるんですけどって早ッ！　もう誰よあんな人解説に呼んだのッ！』


（…………なんだか慌ただしい実況ね）



　ステラは呆れたようにため息をつき、リングを後にする。その途中、

『えーたった今、第十五訓練場で試合を行っていた新入生次席、黒鉄珠雫選手も、三年・管茂信選手を相手に完全勝利を収めたと連絡がありました！』

　ステラは、珠雫の勝利を知った。

　まあ、あの程度の相手に負ける女だとは思っていなかったが。

『しかし強い！　今年度新入生！　新入生首席、次席、共に学内序列高位の最上級生を全く寄せ付けずッ！　圧勝！　無傷の完全勝利で公式戦デビューを飾りましたッッ！　やはり今年の新人は何かが違うッッ！　七星の頂に今年こそは届くかもしれません!!』





◆






「おめでとうステラ」

　選抜戦一日目が終了し、寮室に戻ってきたステラに、一輝が祝辞しゅくじを述べた。


「…………ふ、ふん。まあアタシにかかればこのくらい当然よっ」



　相変わらずの口調だが、鼻がヒクヒクしているあたり、まんざらでもないらしい。

「戦いにすらならなかったらしいね」

「いつも以上に余計に燃やしてやったからね」

「僕も見に行きたかったんだけど、残念だよ」


「…………アタシだって残念よ」



「え？　なんだって？」

「な、なんでもない！　仕方ないじゃない、今回はシズクと時間が重なっちゃったんだから。でも、次はちゃんと見に来なさいよね！」

「うん。それはもちろん。……それにしても帰りが少し遅かったね？」

「あんまりにも拍子抜けで、力を持てあましてたから。ジムの方で汗をかいてきたの」

「そうなんだ。……でも本当によかった。珠雫もステラも、アリスもみんな勝てて」

　珠雫の試合が行われたすぐ後、有栖院の試合も同じ第十五訓練場で行われ、有栖院はＥランクの二年を相手に試合時間十秒で圧勝した。

　対戦に不利な能力とはいえ、さすがに次席新入生である珠雫のルームメイトに選ばれるだけのことはある。

「アリスの力は僕も解放軍リベリオンの一件で見たけど、能力に攻撃力がないぶん、攻め方がいやらしい。ああいうトリックスター系は案外ステラとは相性悪いかもね」

「誰が相手でもアタシは負けないわよ。ていうか……他人のこと心配していられないでしょう。イッキは」

「あはは。まあ、ね」

　苦笑いして、一輝はステラが帰ってくるまで目を向けていたＴＶ画面に視線を戻す。

　そこには、ある学生騎士の試合が映されていた。

　他でもない。一輝の次の対戦相手、桐原静矢きりはらしずやだ。

「またアイツの動画を見ていたの？　昨日からずっとじゃない」

「うん。なるべく、今のうちに彼の呼吸を掴んでおこうと思ってね」

　動画は新聞部部長・日下部加々美くさかべかがみにお願いして譲ってもらった資料の一つ。

　去年の七星剣武祭一回戦の試合映像だ。

　その試合内容は、桐原が棒立ちの相手の周りを時計回りに歩きながら、一方的に撃ち抜き続けるという異様なものだ。対戦相手は何もできず、ただ戸惑うようにあたりを見回しながら、桐原の放つ魔力の矢に撃ち抜かれ、血を流して倒れていく。

　目の前に桐原が居るにもかかわらず、抵抗すらせず、ただなすがままに。

　何故か。

　答えは簡単。対戦相手には、──桐原の姿が見えていないのだ。

「気配や匂いはもちろん、姿すら肉眼では捉えられなくなる、自分の全情報を遮断しゃだんする完全なステルス迷彩《狩人の森エリア・インビジブル》。それが彼の固有霊装デバイス《朧月おぼろづき》の能力だ。やっかいな力だよ」

「……何度見ても好かないわ。この男の戦い方は」

　蔑さげすむような目でＴＶの動画を見つめるステラ。

　その気持ちは少し一輝にもわかる。

　あまり、気分の良い試合内容ではない。

　というよりも、そもそもこれは試合ですらない。

　狩り。絶対に安全な場所から、獲物えものを射貫く狩猟しゅりょうだ。

「だけど理りにはかなってる。実際彼はこの能力と戦い方で、この一年すべての試合で掠り傷一つ負っていない。やっぱり強いよ。桐原君は」

「……でもそれって変じゃない？　コイツって去年の七星剣武祭に出場したって言ってたけど、『七星剣王』にはなれていないんでしょ？　ならどこかで負けたはずなんじゃないの？」

「二回戦でね。だけどそれは棄権きけん負けだ」

「棄権？」

「桐原君は《狩人の森エリア・インビジブル》を破れる相手とは戦わないんだ。《狩人の森エリア・インビジブル》は強力な能力だけど、確実な攻略法が一つある。それが『広範囲攻撃ワイドレンジアタック』だ。桐原君はリング全体を攻撃できる手段を持っている騎士とは絶対に戦わない。例えばステラなら、リング全体を炎の海に変えることができるんじゃないかな？」

「そうか、リング全体を攻撃すればどこで透明になってようが関係ないのね」

「そういうこと。だから例えば相手がステラなら、彼は必ず棄権する。その騎士らしからぬ戦いぶりからついた二つ名が《狩人》だ」

「……ふん。カッコよすぎじゃないのその二つ名は。自分が完勝できる相手としか戦わず、しかもその対戦相手を必要以上に痛めつける……。こんな男チキンで十分よ」

　安全な場所にいるだけならまだいい。そういう能力なのだから。でも、今ＴＶで流れている映像のように、わざと致命傷を外して、より多くの痛みを対戦相手に与える桐原のやり口は、ステラにとっては見ているだけで気分が悪いものだった。

「だけど……イッキが最悪の相手だと言った理由がわかったわ」

「だろう？　僕にとって彼は天敵だよ」

　なぜなら現状《狩人の森エリア・インビジブル》を攻略するには、広い範囲を一度に攻撃する技が必要だから。

　一輝にはそれがない。

　一輝は確かに卓越した剣技を持っている。

　鍛え抜かれた肉体と、体技を持っている。

　だが、あくまでも彼の攻撃距離は『近距離』。攻撃範囲は『対人』と非常に短く狭い。

　その上、桐原の固有霊装デバイス《朧月》の形状は弓。長距離武装。

　先手は必ず敵に取られる。

　それになにより、一輝の切り札である《一刀修羅いっとうしゅら》は一日一回しか使えず、一分間という極めて厳しい時間制限まである。こういう逃げることに特化した能力は、非常に苦手なのだ。


「…………大丈夫なの、イッキ」



　画面には、医療班の担架で運び出される対戦相手の姿。

　明日、一輝の身に起こり得る惨劇を目に、ステラが気遣わしげに声をかける。

「もしかして心配してくれてるの？」

　何気なく問い返され、ステラの頬にサッと朱がさした。

「アタシがアンタの心配なんかするわけないでしょっ！　アタシはただ、アンタが勝ってくれないとアイツのガールフレンドにならないといけないから、それを心配してるだけよ！　アンタの下僕も最悪だけど、あんなキザ男の彼女とか、もっと最悪だし！」

「その約束はステラが勝手に決めたことだろう。そんなことまで責任を求められても困るよ。僕は止めたのに」


「うぅ……だって…………イッキがバカにされて、くやしかったんだもん」



「え？　だって、……なに？」

「な、なんでもないっ！」

　ぷいっとステラは一輝から視線を逸らす。

　彼女の言葉は小さすぎて一輝に伝わらなかったが、しかし──ステラが自分の勝利を望んでいることはよくわかった。だから──

「……まあでも、謝罪はいらないけど、僕が負けることでステラが安く見られるのは嫌だね。なら、勝たないとな」

「策でもあるの？」

「ある」

　一輝は迷うことなく断言した。

「攻略法はもう見えている」

　相手は一輝たちの世代の『首席新入生ナンバーワンルーキー』。

　その強すぎる能力で実績を立て、一年生にして七星剣武祭の代表選手に選ばれた猛者もさ。

　だがそれでも、所詮しょせんは二回戦止まりの人間だ。

　そんな相手に躓つまずいていては、騎士の高みもないだろう。

　それに七星剣武祭の枠は、選抜戦の戦績の良い者を上位から順に六名選び、決められる。

　以前担任の折木が話していた十試合以上という言葉を多めに見積もり、二十試合と考えても、その程度なら無敗を貫く騎士がそれなりの数出てくるはずだ。一敗すれば、おそらくもうチャンスはない。

　負けるわけにはいかない。

　負けてしまえば、耐えに耐えた今までが無意味になってしまう。だから、誓う。

「僕は、必ず勝つよ」

　誰にでもなく、自分自身に。普段の一輝とは少し違う、強い言葉で。

　その強い言葉にステラは満足する。

　実は今日……ステラはこの部屋に戻ってくる前に、ある人物に声をかけられた。

　自分の試合を終えた、有栖院凪ありすいんなぎだ。

　彼は一輝が初めての公式戦で緊張しているのではないかという懸念をステラに伝えてきた。

　だけど、この様子なら大丈夫だろう。

　気力が充実している。微塵みじんも臆おくしていない。

　なら大丈夫だ。一輝の強さは、ステラが一番理解している。

「それでいいのよ。もうアイツに勝つしかない。匙さじは投げられたんだから」

「そんなもの投げられても困るんだけどね」

　ステラの日本語は流暢りゅうちょうだが、切腹せっぷくの件といい些いささか格言や文化面の知識に怪しいところがある。

「じゃあイッキ、そろそろ晩ご飯食べに行かない？　アタシお腹すいちゃったわ」

「そうだね。もう動画は十分に見たし、行こうか」

「日本人はこういうときカツカレーを食べるんでしょ？」

「……え、いや、そういう信仰は特にないかな。いつも通りうどんでいいよ」

　二人は揃って寮室を出て、食堂へ向かう。

　そうして、試合前日もいつも通りの一日が終わった。





◆






『ごめん……黒鉄。俺はもう、お前と仲良くできない』





「────ッ!?」



　まだ日も昇らない時間帯。一輝は息を詰まらせながら目を覚ました。

　ひどく、ひどく嫌な夢を見たからだ。

　無意識に握りしめた手を開くと、手のひらはじっとりと汗に濡れている。

（……何で今更、去年の夢なんか見たんだろう）

　まだ頭の中では、申し訳なさそうに呟かれた言葉が反響している。

　とても眠れそうにはなかった。

（……ランニングにはまだ早いけど）

　少し、頭を冷やしてこようと、一輝は下で小さな寝息を立てるステラを起こさないように注意しながら、二段ベッドの二階から降り、部屋を出る。

　季節は四月の末。まだまだ未明は肌寒いが、汗をかいた身体には心地よい温度だった。

「ほんと、なんで今さら思い出したんだろう」

　側には誰もいないので、それは答えを求めての言葉ではなかった。

　ただ、一輝自身にも何故あんな夢を見たのかがわからずに、自然と零こぼれた疑問だった。

『アイツと仲良くすると、理事長に睨まれるらしいぜ』

　いつからだっただろうか。そんな噂うわさが流れ始めたのは。

　ただ一人、実戦教科を受けさせてもらえない生徒。名目上は『能力不足につき危険』という理由を語ってはいたが、そんな言葉がただの誤魔化しでしかないことは、当時の教師陣の態度を知る者ならば誰もが感づいていたことだ。

『一輝に関われば内申ないしんが悪くなる』

　そんな噂が囁ささやかれ、皆から距離を取られるのも当然の成り行きだった。


「…………そういえば、ちょうどあそこだったっけ」



　一輝は寮の廊下の窓から中庭を見下ろす。

　眼下にあるのは芝生が青々と茂る広場。

　ちょうどその噂を誰一人疑わなくなり、ルームメイト以外の人間が軒並み一輝から距離を置くようになった頃、中庭で昼食をとっていた一輝に、珍しい人物が声をかけてきたのだ。

　その人物の名は、桐原静矢。

　一輝たちの世代の『首席』であり、一年生にして『七星剣武祭』出場を果たした超新星スーパールーキー。

　正直、一輝はその頃からすでに、この男にいい印象を持っていなかった。

　普通の生徒は自衛のために一輝から遠ざかることはしても、積極的に一輝に攻撃を仕掛けてくることはなかったのだが、桐原は違ったからだ。直接攻撃はしないものの、教室などで自分の取り巻きの女子たちと、わざと一輝に聞こえるように大きな声で一輝を中傷したり、クラスメイトたちに一輝が不利になる噂を広めたりと、色々嫌がらせをしてきた。

　何故そんなことをするのか。

　別に恨みを買った覚えはない。実際恨みなんてないんだろう。

　ただ、一輝はあのとき誰からも守ってもらえない人間だった。一輝になら何をしてもいいという空気が蔓延まんえんしており、そういう人間に対して必要以上に辛辣しんらつに当たる人間はどこにでもいる。桐原という男はそういう人間だった。ただそれだけのことだろう。

　そんな人間が自ら話しかけてくる。

　当然ろくな用件ではないと思った。そして、それは案あんの定じょう、ろくでもない話だった。

『そうやっていつまでも先生たちの言うことに従ってるばかりじゃ、一生かかっても先生達に実力を認めさせるなんて不可能だろ？　だからさ、今ここでボクと決闘しようじゃないか』

　七星剣武祭出場を果たした自分といい勝負をしたのなら、先生たちも能力不足なんて言えないはずだ。そんな内容をさも一輝を心配しているんだと気遣わしげな風情ふぜいで提案してきた。

　とても一輝には受け入れられない提案だった。

　校内とはいえ、教師の許可無く戦闘を行えばそれは処罰の対象。一輝が少しでも不祥事ふしょうじをやらかせば、黒鉄本家と繋つながっている理事長は喜々として一輝を退学に追い込むだろう。

　そして、桐原の狙いもそこなのだ。

　あのとき、広場には複数の教師の気配があった。

　いずれもいつも一輝に辛く当たる理事長の一派。

　おそらく、桐原の背後には彼らの存在があるのだろう。


　それを悟り、一輝は申し出を断って広場を後にしようとした。だがそのとき────



『そんなこと言うなよ。ボクはクラスメイトとして君が心配なんだ』

　踵きびすを返した背に、桐原が固有霊装デバイス《朧月おぼろづき》による射撃を打ち込んできたのだ。

　一輝は決闘の申し出はおろか、自身の固有霊装デバイスを構えてすらいない。なのに、だ。

「あのときはさすがにびっくりしたな……」

　桐原の行動もだが、誰一人桐原を戒いましめなかったことにも驚いたものだ。

　近くにいた生徒も、様子をうかがっている教師たちも。

　あのときほど、自分の立場というものを思い知ったこともない。

　自分の孤独を噛かみしめたこともない。

　特に教師達は、桐原の挑発に一輝が乗ってくることを期待すらしていただろう。

　黒鉄本家から一輝をプロの魔導騎士にしないようにと頼まれている彼らにとって、退学は一番大きな戦果なのだから。

　もちろんそれは一輝も理解しているので、彼は何十発矢を打ち込まれようと、決して《陰鉄》を呼び出しはしなかった。『回避』すら戦意ととられる可能性があったから、避けることすらしなかった。

　故に一輝は好き放題矢で穿うがたれ、その場で意識を失ったが……一切の戦意を見せなかったことが校内のカメラに映像証拠として残っていたので、処分されることはなかった。

　しかし、一方的に攻撃していた桐原も『厳重注意』という名ばかりの罰則ばっそくで済まされたことから、はじめから理事長側と密約を交わしていたことは明らかである。

「……思い返せば思い返すほど、ろくでもない一年間だったな」

　嫌がらせはその一回に留まらず、徐々に苛烈かれつに、徐々に陰湿になっていった。

　最初の頃はそんな一輝の境遇を哀れんでくれていた生徒も少なからずいたが、少しずつ彼らも教師や桐原たちが作り出す空気に呑まれていき、その光景に対して何の疑問も持たなくなり──やがては唯一最後まで一輝の友達でいてくれたルームメイトの男も、苦しさを噛み殺すような表情で、一輝の元から離れていった。

　怒りなんて微塵も湧かなかった。

　唯々ただただ、申し訳なさで胸が張り裂けそうになったことを、一輝はよく覚えている。

　それ以来、ルームメイトと話すことはなくなった。

　彼が話しかけてくることもなければ、一輝も努めて彼を無視するようにした。

　彼は優しいから、一輝が話しかければ無視はできないだろうから。

　やがて彼は進級し、一輝は留年するという形で会うこともなくなったわけだが──

「だけど、どうしてこんな夢を今更見たんだろう」

　もうすべては終わったことだ。

　一輝はもう気にしていないし、夢で見るまでは思い出しすらしなかったようなこと。


　なのに何故…………。やはり桐原と話したからか。



（まあ、わからないなら考えてもしかたない、か）

　それに、今はもう何も関係ない。

　あの理事長は去り、一輝を妨げるものはいない。

　後は結果を出すだけ。そう、ただそれだけだ。

　ふと、一輝の横顔を暖かい光が照らす。

　寮の窓から見える町並みのシルエットから、山吹色の光が漏れだしていた。

　夜明けを告げる暁の光。その光に目を細め、一輝は確かに感じた。

　決戦の日の始まりを──。

　今日、黒鉄一輝のすべてが試される。





◆






　選抜戦期間中は、授業は午前中のみとなり、午後からは夕方まで選抜戦が行われる。

　一輝の出番は十三時半。それなりに早い組だ。

　昼食を腹にしっかり詰めるのも微妙な時間帯なので、その日の食事は学食で提供しているゼリー食で済ませ、一輝はステラと珠雫、そして有栖院の三人と共に自分の試合が行われる第四訓練場に足を運んだ。

　時刻はすでに十三時。リングの上では一輝よりも早い組の試合がすでに行われていた。

　出場する人間は十分前までに控え室で待機する必要があるが、まだ二十分も余裕がある。

　観客席でしばらく、他人の試合を友人達と共に眺めるのも悪くないだろう。

　事実、ステラや珠雫はそのつもりだった。だが一輝は──

「じゃあ僕は少し早いけど控え室に行くよ」

「え？　ここで他の人の試合を見ないの？」

「うん。今は自分の試合に集中したいしね」

　すでに一輝は対桐原用に自分自身を最適化アジャストしている。

　他の人間の試合を見てそれを崩すことを嫌ったのだ。

「じゃあ、行ってくるよ」

「お兄様。必ず勝ってくださいね。信じてますから」

「昨日も言ったけどアタシに勝ったんだから、情けない試合したら許さないわよっ」

「……気をつけてね」

　三者三様の励ましに頷うなずきを返し、一輝は控え室に向かった。





◆






「一年一組・黒鉄一輝さんですね。確認が終わりましたので生徒手帳をお返しします」

　控え室前にある受付カウンターの女性職員は、一輝の生徒手帳を手元の端末にかざし、試合のための手続きを済ませると、手帳を一輝に返却した。

「では初戦に限り、『選抜戦』のルール説明をさせていただきます。『選抜戦』は七星剣武祭と同じ実戦形式で行われる、一対一での決闘です。制限時間は無制限。ギブアップあり。実戦形式なので《幻想形態》は使用しません。そのため場合によっては命の危険を伴います。もちろんそのような事故がないよう、試合会場には教師や職員が詰めており、場合によってはレフェリーストップで試合を止めることもありますが、それでも生徒の皆さんに絶対の安全を保証するものではありません。それらのリスクを踏まえてなお、試合に参加する意志があるのでしたら、手帳のディスプレイに表示されている『はい』のボタンを。そうでないなら『いいえ』のボタンを押してください。ただし、一度『いいえ』を押せば次回から抽選で弾かれるようになり、『選抜戦』への再エントリーはできなくなるのでご注意ください」

　一輝は迷うことなく『はい』のボタンを押した。

「うははー。即決とは男だねぇ～。少年♪」

「？」

　突然かけられたじゃれつくような声に振り返ると、そこには桜を描いた白地の着物に、目に鮮やかな紅の羽織を合わせた小柄な女性が立っていた。

　丈たけの合っていないダボダボの着物と、あどけない少女のような相貌から、とても幼い印象を受ける女性だが、彼女は学生ではない。そして、一輝は彼女を知っていた。

「西京寧音さいきょうねねさん……ですよね？」

「おんやぁ？　うちの名前をご存じで？」

「去年のオリンピック日本代表選手で、ＫＯＫトップリーグの選手でもある《夜叉姫やしゃひめ》を知らない人はこの学園にはいませんよ」

『ＫＯＫ』とは、『King of Knights』という伐刀者ブレイザー同士の格闘競技のことだ。

　今世界で一番人気のあるスポーツで、一年の放送権料が三兆円を超えるという。

　そんな競技の花形とも言えるトップリーグで活躍し、東洋太平洋圏最強とも称されている現役スター選手を知らない学生騎士はいない。
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　あと、彼女は私生活がかなり爛ただれていてることでも有名で、よくワイドショーで話題になっている。もっとも、それは本人を目の前に言うようなことではないが。

「でも、どうして現役のプロがこんなところにいるんですか？」

「もちろん、黒鉄一輝……君に会いに来たのさー」

「僕に？」

「そうそう。なんかくーちゃん……ああ、新宮寺しんぐうじのことねー。くーちゃんが目をかけてるＦランクってのがどんなのなのか、見に来たってわけ」

「はぁ……、でも確か学園は部外者立ち入り禁止だったと思うんですけど」

「それはもーまんたい。くーちゃんがつかえねー教師クビにしまくって人手がたりねーってんで、同世代のよしみで暇なときに手伝いに来てるんよ。ちゃんと教免きょうめんも持ってっしね」

「ああ、そういう話ですか」

　黒乃くろのが理事長に就任した折おり、旧理事長派の教員を大量リストラしたのは一輝も知っていたので、すぐに合点がいった。

「あとはまあそのついでに、美味おいしそうな若いツバメをつまみ食いしたり……と、こりゃ言っちゃいけねーんだっけか。今のナシね」

「き、聞かなかったことにします」

「うはは。気の利く男は好きだよ少年。あと、勇敢な男もね。中学生シニアまではどんな試合でも《幻想形態》が義務づけられてっから、結構この土壇場どたんばになって戸惑う子って多いんだよ？」

　実戦となればどうしても流血が伴う。

　例えば今一輝の目の前に居る西京が戦っている『ＫＯＫ』のリーグ戦でも、腕や足が斬り飛ばされるシーンは珍しくない。それらはiPS再生槽カプセルを使えば十分程度で完治する負傷ではあるが、人間の腕が切断される光景はやはり衝撃的なものだ。そのイメージを自分に重ねれば、新入生たちが怖おじ気けづくのも当然といえる。

「それを微塵も迷わずに即決とかマジかっけー」

「魔導騎士を目指すと決めた時から承知していることですから」

「承知していても怖おじ気けづくのが人情ってもんさね。さっすがくーちゃんが目をかけてるだけのことはあるねぇ。……それによく見たら結構可愛い顔してるし。──ねえ少年」

　瞬間、先ほどまで二メートルほどの間合いがあった西京との距離がゼロになった。

「えっ」

　いつの間にか懐ふところに入られていたことに驚く一輝。

　そんな彼の胸に西京はしゃなりと身を寄せ、上目遣いに誘惑する。

「どうよ。今夜あたりうちの部屋で特別授業を──」

「貴様、ウチの生徒に何をしている」

　そのとき、ドスの利いた声が西京のうなじにかかった。

　声の主は眉をひくつかせたスーツ姿の女性。理事長・新宮寺黒乃だ。

「うわっ、びっくしたー。やめてよくーちゃん。いきなり人の後ろに立つのはさぁー。思わず殺しちゃうところだったよ」

「私が貴様如ごときに殺されるものか。それよりこんなところで何をしている。貴様には第四訓練場の解説と監督を任せたはずだが？」

「あー。うん。でもあんまりにもしょっぱい試合やってるモンだから暇でさー。だからちょっと、お花を摘つみに来たついでにくーちゃんのお気に入りをチェックしに来たんよ」

「べ、別にお気に入りというわけではない！」

　ゴツン、と低い位置にある西京の旋毛つむじを殴ると、黒乃は少し恥ずかしそうな、彼女にしては珍しい表情で一輝に向き直る。

「すまんな、黒鉄。変なのが絡んで集中を乱してしまった」

「い、いえ。ちょっとびっくりしましたけど、大丈夫ですよ」

「今持って帰るからコイツの世迷い言は気にするな。ほら持ち場に戻れ歩く公然猥褻罪こうぜんわいせつざい！」

「あーあーっ、わかったわかったから着物ひっぱんなー。たっけーんだぞ～これぇぇ」

　ずるずると黒乃に引きずられていく西京。

　そのまま見送ってもよかったが、一輝は最後に声をかけた。

「さっきのお話ですけど、遠慮しておきます。今夜はみんなで祝勝会をしますので」

　自分が勝つと、言外げんがいに述べて。

「うはは。予定が入っているならしゃーないねぇ。残念無念。ならその分、試合の方でうちを楽しませてよね。少年の試合、うちの担当だからさ」

　ぴっ、と長すぎる袖口から細い人差し指を出して一輝を指し、含み笑いを浮かべると、西京はカランコロンと天狗てんぐ下駄で軽快な足音を立てながら黒乃と共に去っていった。

（どこまで本気なのか……、掴み所のない人だなぁ）

　ただ、強いことだけは肌身に感じた。

（……さっき、いつの間にか寄りかかられていた）

　あそこまですんなり懐に入り込まれた経験は、一輝には無かった。

　あれは何かの体術だろう。おそらく古武術系の歩法の一種。どういうからくりかまではわからないが──

「……って、いけない。今は目の前の試合に集中しないと」

　目と目を合わせた相手に知覚されることなく間合いを詰める歩法。

　興味がある技術だが、すぐ実践できるようなものでもないだろう。

　なら、今はおいておくべきだ。

　大事な試合を控えているのだから。

　そう気持ちを切り替え、一輝は控え室に踏み入る。

　控え室は数個のロッカーと長椅子、あとは壁に貼り付けられた姿見があるだけの、特に見るものもない殺風景な空間だ。

　しかし奥に異様なプレッシャーを放つ小さなドアがある。

　その先には、自分の公式デビュー戦の舞台がある。

（……やっとここまで来たんだな）

　七星剣王。学生騎士の頂点へ至る道。その初めの一歩。

　ここに来るまでに……色々あった。

　家や、時間や、友達……色々なものを無くしてきた。

　それでも諦あきらめず、歩み続けたこその今日、この瞬間。

　この扉の向こうで、桐原との戦いが自分を待っている。

　これまでの自分が意義のあるものか、それとも──全てが無意味とされるのか。


　それが試される瞬間が────






　ド　ク　ン　。




「え──」

　そのとき、途端に、あまりにも唐突に、心臓が跳ねた。


（な、んだ…………これ）



　視界がぐらぐらと揺れる。

　色彩が水で滲にじんだ絵の具のようにぼやけて、気持ち悪い。

　自分の身体に何が起こったのか。何が起こっているのか。

　わからない。

　わからないが、──喉がひどく渇いている。

　水。水を飲まなければ──

　そう思い、一輝は持ち込んだペットボトルのキャップを開けようとする。

　だが、手が思うように動かず、ペットボトルを床に落としてしまう。

　転がるキャップ。零れる水。濡れる靴。拭かなきゃ。なにで？　なんで？　いやそんなことよりも喉が──




『一年・黒鉄一輝君。二年・桐原静矢君。試合の時間になりましたので入場してください』




「っ!?」

　アナウンスが、一輝の意識を表層に引きずり出す。

　慌てて時計を見れば、時刻はもう十三時半。早めに来たはずなのに──

（一体何分、ここに立ってたんだ……）


「く…………」

（……まさか、緊張してるのか…………？）



　落ち着け。落ち着け。一輝は心臓の上を押さえ、自分に念じる。

　動画を見て相手の呼吸はもう見切っている。

　敵が用いる射撃の強さも、角度も、移動の傾向も、すべて分析してきた。

　桐原の伐刀絶技ノウブルアーツ《狩人の森エリア・インビジブル》を破る方法だって、すでに見えている。

　何度もシミュレーションし、その工程通りに身体を動かすビジョンはでき上がっている。

　大丈夫、当たり前のことを、当たり前にやればいい。

　そして勝てばいい。

　勝てば、堪たえ忍んだこれまでの苦労は報われるのだから。

　無駄になったりしないのだから──！

　そう強く念じ、跳ね回り始めた鼓動を押さえつけ、一輝はリングへと続く扉を開いた。





◆






『さあ、第三試合が終わり、ついに本日の第四試合が行われるわけですが、すごい人入りです！　やはりこの試合は注目度が高いのか！　なお実況は引き続き、私、放送部の月夜見つくよみが、解説は西京寧音先生が担当します！

　さあそれでは注目の選手の紹介です！　昨年に一年にして七星剣武祭出場という快挙を成し遂げ、またその一回戦で優勝候補の一人とまで言われていた文曲ぶんきょく学園の三年生をワンサイドゲームで打ち破った前年度首席入学者！　決して無理はせず、勝てる相手から確実に勝つ。そのスタンスでここまで公式戦・交流戦ともに『無傷』のパーフェクトゲームを貫く姿からついた二つ名は《狩人》！　七星剣武祭代表最有力候補の一人！　二年・桐原静矢選手！』

　実況の紹介に合わせ、リングに立つ桐原が手を上げる。

　すると、観客席から黄色い歓声が上がった。

『さすが桐原選手。その容姿の良さで女子受けは抜群です！』

『うちはもーちょっとワイルドな方が好みだけどねー』

『西京先生の好みは聞いてません』

『さいですか』

　職務放棄して逃げ出していたことを根に持っているのか、月夜見は西京を雑にあしらいつつ対戦相手の紹介に移る。

『さあ、そしてこの《狩人》に相対するはなんとＦランク騎士！　ですが、侮あなどること無かれ！　彼はただのＦランクじゃない！　おそらく、ここにいる殆ほとんどの人がすでに知っていることでしょうが、なんとこの黒鉄一輝選手はあのＡランク騎士《紅蓮ぐれんの皇女こうじょ》ステラ・ヴァーミリオンを相手に模擬戦で勝利を収めているのです！　あの映像で見せた強さは本物なのか！　それともやはりただの《落第騎士ワーストワン》なのか!?　謎めいていた力が今ここに明かされます！　一年・黒鉄一輝選手ッ！』

　紹介され、一輝は軽く観客に会釈する。


（すごい人だ…………）



　これだけの人間に見られながら戦うのは初めてだ。

　なんだか、とても落ち着かない。

　さっきから、まるで他人の身体に入ったみたいに、心と体に距離がある。

　意識に、白い靄もやのようなものがかかって、考えを上手く組み立てることができない。

「まさか本当に出てくるなんて思わなかったよ」

　突然狂いだしたコンディションに戸惑う一輝に、桐原が語りかける。

「前ボクが気を利かせて挑んだ決闘からは逃げ出したくせにさ」

「……あれは、また別の話だよ」

「そうかい？　まあなんでもいいけど。でもこの場に出てきたからには……相応の覚悟はしてきたと受け取って構わないよな？」

「今更言葉にする必要があるのかい」

「結構」

　僅わずかに言葉を交わし、二人は開始線に立つと、

「来てくれ。《陰鉄いんてつ》」

「さあ狩りの時間だ。《朧月》」

　双方、己おのれの固有霊装デバイスを展開した。

　一輝は右手に黒い鋼の黒刀を、桐原は翠みどりの色をした弓を手にし、

『それでは本日の第四試合、開始です！』

　試合の火ぶたが切って落とされた。

　それと同時に桐原の姿がリング上から消えて無くなる。

『おおっといきなり出してきました！　《狩人の森エリア・インビジブル》!!　これを使われるともう肉眼で桐原選手を見つけることはできません！』

『厄介やっかいな能力だよねぇ～。広範囲攻撃ワイドレンジアタックを持っていないと対処できないっしょー』

『はい。去年の七星剣武祭一回戦で桐原選手と戦った文曲学園の三年生は、近接での一撃必殺を得意とするタイプでしたが、広範囲に攻撃する技を持っておらず、一方的に敗れています。黒鉄選手が広範囲攻撃を持っているのか！　それが試合を左右すると言っても過言ではないでしょう！』

　狩人は深い森に姿を晦まし、物陰から獲物に弓を引き絞る。

　その姿を捉えることはもはや不可能。

　故にその射撃を止めることは誰にもかなわず、何もないはずの空間から突如現れる魔力の矢は一輝の死角から背中を穿つ！

　──はずだった。

「そこォ！」

『打ち落としたァァァ！　黒鉄選手、見えない敵からの射撃を刀で打ち落としました！』

『いや、それだけじゃ終わらないぜつっきー。見ろ』

　西京の言葉通り、一輝はただ見えない死角からの射撃を打ち落としただけでは大人しくならなかった。すぐさま身体を独楽こまのように回して半回転すると、まっすぐ何も無い空間目掛けて駆けだした。その方向は、矢が飛んできた方向。

　確かに桐原の姿は見えない。だが──矢は別だ。

（矢が飛んできた場所から射撃手の位置が割り出される。それが《狩人の森エリア・インビジブル》の弱点だ！）

　注意深く矢が現れた瞬間を見極めれば、位置を探り出すことは可能。

　その射撃から相手の方角を、矢の勢いと角度から距離を逆算する。

　それが一輝の《狩人の森エリア・インビジブル》の攻略法だった。

「セェアッ！」

　一輝はそこにいるはずの敵目掛けて《陰鉄》の刃を振るう。

　だが刃は無空を薙なぎ、何も無い空間からはらりと、制服の切れ端が舞い落ちる。

「ふぅ。危ない危ない。初見で姿を消した上での死角から攻撃を、打ち落とすだけじゃなく、こっちの位置まで見切ってくるとは、大した集中力だ。それが心眼というやつなのかな？」

「そんな大したものじゃないよ」

《狩人の森エリア・インビジブル》の効力により、距離も方向もぐちゃぐちゃになった声に一輝は謙遜けんそんを返す。

　だが慎ましい言葉とは裏腹に、一輝は確かな手応えを感じていた。

（これでいい！）

　試合前、突然コンセントレーションが乱れたのは予想外だった。

　だけど事前に考えてきた《狩人の森エリア・インビジブル》の攻略法は見事的中した。

　次は必ず捕まえる。その気概をもって、一輝は集中を高め二射目に備える。

「おーおー、怖い目だ。とてもかつて同じ時間を過ごした級友に向ける視線じゃない」

「当然だよ。今は試合なんだから」

「ふむ。つまり、黒鉄君はボクに勝つつもりでいるということか」


「…………そうでなければここには来ないよ」



「……フフ。フハハ！　なるほど確かにその通りだ。……留年して少しは身の程を弁えるようになっているかもと思っていたが、やはりバカにつける薬はないらしい。まるで変わっちゃいない。あの頃の君のままだ。実に、──実に不愉快だよ」

　桐原の声に殺気が籠こもる。

　おそらく、二射目を構えた頃だろうと一輝は予測。

　どの角度からの射撃にも対応できるように集中力を研ぎ澄まし、知覚の網を張る。

「不愉快だと思うなら、その手の弓に殺意やを番つがえて撃ち放てばいい。僕はその悉ことごとくを打ち払おう」

　挑発で攻撃を誘いながら、一輝は己の集中を高める。

　次は矢を知覚した瞬間に《一刀修羅》を使い、逃げる隙すきも与えない。

　この勝負はここで決める！

「フフ……気合いの入った顔だ。確かに黒鉄君の剣の腕はすさまじい。それはボクも認めるところだ。だが悲しいかな、そんな小手先が通用するのは無能力者のクズどもの世界だけ。選ばれた新人類である伐刀者ブレイザーの戦いは『能力』こそがすべてだ！　クズに毛の生えた程度のＦランクに、ボクの《狩人の森エリア・インビジブル》が破れるかな？」

「やってみなければわからないよ」

「ああそうとも。だから今から、──やってやるのさ」




　瞬間、一輝の右太ももに風穴が空き、血が噴き出した。




「──は？」

　それは本当に唐突だった。

　突然右太ももに焼きごてを押しつけられたような痛みが走り、一輝の脳を刺した。

「ぐ、ああぁ！」

　予期せぬ激痛に苦鳴を漏らす一輝。だが痛み以上に、驚きが勝る。

（何があった!?）

　一輝は研ぎ澄ました集中力であらゆる攻撃に対応できる状態にあった。

　なのに何故、今自分が傷を負うようなことが起こるのか。混乱する意識の手綱たづなをなんとか手放さないように握りしめ、一輝は突然風穴の開いた太ももを見下ろす。

「！」

　見れば、そこには中空に不自然に止まる血の飛沫しぶきがある。

　透明の何かに纏わり付くように。

　手を伸ばし、掴めば手応えがあった。細く長い、質量を持つ魔力の感触。


「ま、さか…………っ」



　よぎる一輝にとって最悪の事態。そしてそれは現実だった。

「君が思っている通りだ。今年の《狩人の森エリア・インビジブル》はボクの放った矢もステルス化できる。わかるかい？　つまりボクの攻撃はもう当たってからでないと知覚することもできないのさ！」





◆






「これは不味まずいわね」

　観客席で試合を見ていた有栖院が眉をひそめる。

「ええ……。お兄様は飛んでくる矢を目印に、桐原の攻略法を組み立てていた。だけど……今、それが根底から崩された。飛んでくる矢まで知覚できなくなったんじゃ、反撃はおろか、防御も回避もできない……ッ」

「さすがは去年の七星剣武祭代表生ね。攻守共に一切の隙がない。とんでもない能力だわ」

「違う！」

　突然、有栖院の言葉に、ステラが強い口調で割り込んだ。

「ステラちゃん？」

「確かに《狩人の森エリア・インビジブル》がこんな反則級の技になっていることも驚いたわ。だけど、問題はそこじゃない！　それ以上に、……そもそもイッキの様子がおかしいわ！」

「お兄様の様子がおかしい？」

「そうよ！　だって、どうして開幕速攻をかけなかったのよ！　敵が消えるのはわかっていたことでしょうっ！　だったら開始線上に必ずいるとわかっている試合開始の瞬間に勝負をかけるのが一番確実じゃないの！」

　聞いて、珠雫は呆れたとつぶやく。

「貴女あなた、この間のテロリストの一件でなにも学んでないの？　伐刀者ブレイザー相手に不用意に飛び込むなんて自殺行為でしょう。まずは敵の呼吸を読み、癖を盗むのがお兄様の剣です。貴女もやられてたじゃないですか」

　だが、ステラは首を横に振る。

「違う……。確かにイッキは敵を観察して、手順を重ねて確実に勝ちを取りに行く騎士。だけど……今回の敵は姿を消すのよ!?　見えない敵からの攻撃に常に備えていなければならないというだけでどれだけ消耗を強いられると思う!?」

「！」

　言われ、珠雫も気づいた。

　どこから鏃やじりを向けられているかもわからない緊張。

　それがいつ飛来するかと構え続けなければいけないプレッシャー。

　その消耗は尋常ではない。

　そう、ことこの戦いにおいては長期戦なんて下策中の下策。むしろ相手の位置がある程度把握できる開幕速攻が、一見短絡的に見えてその実もっともベストな選択肢だった。


「なのに、どうして…………っ」



　開幕速攻をかけなかったのか、と歯噛はがみするステラに、有栖院が答えた。

「やらなかったんじゃないわ。できなかったのよ」

「そんなわけないわ！　イッキはそんな当たり前の見切りができない騎士じゃないっ！」

「だからそんな当たり前の見切りすらできないほどに、一輝はあがっているのよ」

「うそ……っ！　だってそんな素振りはぜんぜん……っ」

　見せなかった、と言おうとしたステラの言葉が詰まる。

　本当に、そうだっただろうか？

　──『必ず勝つよ』

　今思えば、昨日の一輝の態度は少しおかしかった。

　彼は戦う前に『必ず』なんて強い言葉を使うタイプだったか？

　少なくとも、自分との決闘のときは違った。

『でもほら、勝負はやってみないと解らないから』

　勝ちを目指しつつも、勝負というモノの危うさを十二分に理解していた。

　もしかすると、あの言葉は……どうしても考えてしまう自分の敗北から、そのプレッシャーから、必死に目を逸らそうとして出た言葉ではなかったのか。

「……なにか心当たりがあるみたいね。だけど気づけなかったことを責めないでステラちゃん。仕方のないことよ。だって本人にすら自覚がないことなのだから」

「本人も？」

「ええ。一輝は傷つけられることに慣れすぎてしまっているから、自分自身の心の悲鳴が聞こえない。だけど、彼がこの『公式戦』という舞台にたどり着くまでに、どれだけの苦労を重ねてきたのかを考えれば、普段通りにしていることこそ異常だとあたしは思う」

「！」

　一輝の重ねてきた苦労。それを思い、ステラは否定の言葉を失った。

　誰にも理解されず、誰にも応援されず、ただただ理不尽に否定され続けた彼の一年……いや、それ以上の年月を耐え続けていたのは、いずれ来るチャンスを信じていたからだ。

　だが同時に……そのチャンスは自らのすべてを試される機会でもある。

　負ければ、すべてが水泡すいほうに帰す。

　これまでの苦汁の日々が、すべて無駄だったと突きつけられる。

　そんな大一番で、相手はよりにもよって一輝にとっての天敵といっていい能力者──

（そんなの、緊張しないわけがない……っ）

　十重二十重とえはたえに被かぶさるプレッシャー。

　普通でいられるはずがない。

　そんなの、無理に我慢しているに決まっている。

（どうしてそのことに気づけなかったのよ。アタシは、イッキの一番側そばにいたのに……ッ）

　悔やむも、すべては手遅れだ。

　有栖院が懸念した通り、一輝の蓄積されたストレスは、最悪のタイミングで爆発した。


「ともかく……、矢という標しるべが断たれた今、深い森の中に隠れた《狩人》に一輝の牙は届かない。二人とも覚悟していなさい。ここから始まるのはもう試合なんかじゃない。ただただ一方的な…………『狩猟』よ」







◆







『……ひどい…………っ』



　試合開始から十分。実況を務める月夜見の声が詰まる。

　彼女が見つめるリングの上には、両手足を血に染めた一輝が剣を杖つえに辛うじて立っている。

　桐原の矢がステルス化してからずっと、攻め手を失った一輝はされるがままだった。それでも勝負がまだついていないのは、矢が打ち込まれた箇所がどれも手や足といった部分で、致命傷となる箇所には一矢も打ち込まれていないから。

　それは情けか。

　いいや違う。その光景を見たすべての者が確信していた。

《狩人》は獲物を嬲なぶっているのだと。

「西京先生……っ！　これ以上の戦いは無意味です！　お願いですから試合を止めてくださいッ！　……もうむごくて見ていられません！」

　あまりに一方的な試合に月夜見はマイクを一度切って隣に座る西京に頼む。


「…………」



　だが西京は月夜見の進言に何も返さない。

　ただ先ほどまでの飄々ひょうひょうとした物腰を潜ませ、怖いほど真剣な表情でリングを見つめていた。

「……っ」

　月夜見は仕方なく実況を続ける。

『……桐原選手の一射目を見事に打ち落とし、可能性を見せた黒鉄選手でしたが、二射目からの『見えない矢』には全く反応できず、試合は一方的な展開になってきました。しかし、黒鉄選手、まだ降参しません……っ。なにか、策があるのでしょうか……っ』

（無いんだよなぁ……）

　実況の声に、一輝は苦笑する。

　策なんて無い。一輝が立ててきた《狩人の森エリア・インビジブル》対策は、二手目でひっくり返された。

（浅はかだった……）

　考えてみれば、今年の桐原と去年の桐原が違うのは当たり前のこと。

　だからこそステルスの効力が最小である開幕の瞬間に勝負をかけるべきだった。

　そんな当たり前のことに今更気づいて、一輝は自分がずっと緊張し、冷静さを欠いていたことをいよいよ自覚した。

（……前に、アリスが言った通りになってしまったな）

　思えば、今朝方見た夢は彼のいうところの心の悲鳴だったのかもしれない。

　でも一輝は気づけなかった。

　強がることに慣れすぎていたから。

　そして、その結果がこの様ざまだ。情けないこと此この上無い。

（……いや、それこそ今更、だな）

　さてどうしたらいい。

　ここからどうすればいい。

　この見えない狩人を、どうやって捕らえたらいい？

「フフフ。この期ごに及んでまだギブアップしないとは……、呆れを通り越して感心するよ」

「……この程度で潔いさぎよく引き下がるくらいなら……留年なんてしてないさ」

「確かに。確かにその通りだ。よぉし、そんな君に敬意を表して、ハンデをあげよう。これから次に穿つ箇所を教えてやる。がんばって避けてみたまえ。さあいくぞ。まずは左太もも」

「がっ！」

「どうした、反応が遅いぞ。そら右肩！」


「ぐ…………っ！」



「ほらほら、避けてみろよ！　次は右耳だ！」

「うあっ！」

「動きが鈍いぞ黒鉄君！　やる気がないのかぁ？　もっと気合い入れて逃げ回れよ！　ほら左肩！　右太もも右手の平脹ふくら脛はぎ右膝ひざ小腸しょうちょう、胃い！　肝臓かんぞう!!　腎臓じんぞう!!　大腸だいちょう!!　十二指腸じゅうにしちょう!!　死ぬぞ死ぬぞ！　いい加減避けないと死んじゃうぞお前!!」


「ぐ、ああぁああああッ！」



　ついに内臓の詰まった胴体を狙い始めた桐原の矢に、一輝の膝がついに落ちた。


「フフフ、アハハハハ！　なんてみっともなくて汚らしいっ！　酷い顔だよ黒鉄君？　さあさあ笑顔で頑張ろう頑張ろう。頑張るだけの理由が君にはあるはずだ。そうだろう？　だってこの試合、黒鉄君にとっては卒業がかかっているんだから」

『え…………？』



　ふと告げられた卒業がかかっているという不穏な言葉に、観衆が息を呑む。

『お、おい、どういうことだ卒業って？』

『選抜戦って出なくても成績には影響しないって言ってたよな？』

『待ってくれよ！　俺、影響しないって言われたから辞退したのに……っ』

「あー、みんなごめんごめん。ちょっと勘違いさせちゃったみたいだね。安心して。卒業がかかってるのは彼だけさ。ここにいるＦランク騎士・黒鉄一輝君は、能力が低すぎて普通だと卒業できそうにない。だから新理事長が条件を出したらしい。『七星剣武祭で優勝し、七星剣王になれば卒業させてやる』って」

　彼らに、その真実を告げた。

　瞬間──訓練場のざわめきはピタリと止まり、





『『『『……ぷっ、あははっははっはははははははっははっははっ!!!!』』』』






　その場にいた殆どの観衆が、同時に吹き出した。

『し、七星剣王になったら卒業!?　おいおいマジかよ！』

『Ｆランクにそんなことができるわけないじゃん！　新理事長も冗談きついわッ！』

『んで、そこの馬鹿はそんな話を受けたってのか!?』

『くくくっ、身の程知らずもここまで来ると哀れだなァ！』


『一戦目でそんだけ手も足も出ずズタボロにされてるやつが、七星剣王なんてなれるわけねえだろ！　ぎゃはははははっ！』



　嘲笑が第四訓練場を埋め尽くす。

　七星剣王は日本にいるすべての学生騎士の頂点。

　歴代の七星剣王もＢランクが殆どで、残りはＣとごくごく少数のＡランク騎士だ。

　Ｆランクのような、平均以下の地の底を這はいずる落ちこぼれが届くような頂いただきではない。

　常識で考えれば、笑い話でしかないのだ。

　だが会場に響く嘲あざけりに、声を上げる者たちがいた。それは一輝のクラスメイトたちだ。

『そんなことないわよ！　黒鉄さんは本当にすごいんだから！』

『そうよ！　私たちは見たのよ！　黒鉄さんが素手で霊装持った五人を負かしたところを』

『なにより黒鉄君はＡランク騎士であるヴァーミリオンさんに勝ってるじゃないか。歴代の七星剣王ですらＡランクなんて稀まれなんだ。それに勝つんだから、実力はあるよ！』

『ばーか。しらねえのか？　あの動画はネットでもヤラセってことで決着してるんだぜ』

『バカはお前らだ。一国の姫様がなんで八百長やおちょうなんかに荷担するんだよ。常識的に考えてありえないだろ。そんなの』

『なんにも知らないんだな。あのＦランク、実は黒鉄本家の息子なんだよ。世界有数の魔導騎士家系であり、資産家でもあるあの黒鉄のな』

『そうそう。その黒鉄本家が息子に箔を付けるために、貧乏国家のヴァーミリオン皇国こうこくに金を渡して八百長を仕組んだって話だ。噂の天才騎士に勝ったなんて話題性抜群だろ』

『な、……そんな、ことあるはず』

『あるはずないって言ったら、そもそもＦランがＡランクに勝つことの方があり得ないわよ。なんでアイツの肩持つか知らないけど、アンタ達こそ常識で考えた方がいいんじゃない？』

　畳みかける否定の言葉に、一輝を応援しにやってきたクラスメイトたちの声が飲み込まれる。

　そして会場は、ついに罵声ばせいに埋め尽くされた。

『実家の威光によいしょされてるだけのクズが、七星剣王だって？　笑わせるなボケ！』

『騎士の風上にも置けないクズだ！』

『Ｆランのくせに背伸びしてんじゃねえよ！　このペテン野郎！』

　黒鉄本家が自分たちの息子に箔を付けるために八百長を仕組んだ。

　そんなのは根も葉もない嘘。

　匿名掲示板という無責任な推論が横行する場に放流された、どこかの誰かの空想だ。

　一輝を苦しめ続けてきた黒鉄本家が、そんなことするはずがないし、仮にも一国家であるヴァーミリオン皇国が、たかだか一騎士家系に買収されるなんて荒唐無稽こうとうむけいもいいところだ。

　しかし、その現実から真逆に乖離かいりした空想は、この場の真実となった。

　なぜなら、その空想が彼らにとって心地よいから。

　学生騎士の大半を占めるのはＥランクとＤランクだ。

　彼らは常に見上げる者。

　高みに存在する『天才』と形容される人種を見上げ、うらやむ者たちだ。

　そんな彼らにとって、Ｆランクという存在は数少ない、見下げる者。

　自分よりも下がいるんだと、安心を得るための存在だ。

　そんな自分よりも下等である存在が、あらなければならない存在が、自分たちが天才と呼び、神聖視する人々を凌駕りょうがすることなど、あってはならない。勝てなくて当たり前と諦めているＡランクに勝利するなんて、気分の良い話でない。だからこそ、彼らは都合のいい空想を真実と取り、その空想で真実を塗り潰そうと罵ののしりの声を上げる。

　その言葉に、一輝は奥歯を噛みしめた。


（悔しいな…………）



　別に一輝は他人の評価が欲しかったワケじゃない。

　誰かに認めてもらいたかったワケでもない。

　だから、今更誰に何を言われようが、それは構わない。

　だけど、……ステラまで悪く言われるのはつらい。

　なにより、そう言わせてしまう自分の不甲斐なさが歯がゆくて仕方なかった。

「おやおや散々な言われようだ。だけど仕方ない。分不相応な夢を見るから反感を買うのさ」

　膝をつき、うなだれる一輝に桐原は容赦なく追い打ちをかける。

「もういい加減に現実を受け入れたらどうだ。『身体強化』なんてみみっちい能力の雑魚が頑張ったところで、俺の《狩人の森エリア・インビジブル》には手も足もでない。これが現実なんだよ。人間は生まれた瞬間から『格』が決まっている。努力なんて才能の前では結局何の意味も持たない。雑魚がどれだけ粋がったところで見苦しいだけだ。──なあ、みんなもそう思うだろう!?」

『桐原君の言う通りよ！』

『いい加減見苦しいのよアンタ！　まるで静矢クンがいじめてるみたいじゃない！』

『引っ込め七光り野郎！』

『落ちこぼれの分際で厚かましいんだよボケッ！　いつまでも見苦しいモン見せんなッ！』

　桐原の煽あおりに観衆は呼応し、声は重圧となって一輝の身体を打つ。

　軋きしむ身体に響く痛みは、一輝に己の無力さを痛感させた。

（見苦しい、か）

　確かにその通りかもしれない。

　現状、自分は《狩人の森エリア・インビジブル》に対してなんら効果的な攻略法を持っていない。

　音も、気配も、匂いも、姿すらもすべてを敵の知覚から隠してしまう完全ステルス。

　手遅れになってからでなければ、攻撃があったことすらわからない。

　こんな相手にどうやって勝てばいいのか、見当もつかない。

　もう、今は意地で立っているだけだ。

　限界まで意地を張って負けようと、ここで降参しようと負けは負け。

　選抜戦に刻まれる一敗という黒星の数に変わりはない。


　なら、こんな辛い思いするより、もういっそ────



　……そう、一輝の心が弱い方へ傾きかけた瞬間、





「だまれぇぇええええええええええええええええ!!!!」






「「「っ!?」」」

　叫びが、津波のような罵声を真っ二つに切り裂いた。

　叫びの方角へ皆が一斉に振りむく。

　そこには、


（…………ステラ）



　怒りに緋色ひいろの瞳を燃やし、火炎の燐光を散らす《紅蓮の皇女》の姿があった。





◆






「ステラちゃん……」

　自分の突然の行動に、珠雫と有栖院が目を丸くしているのがわかる。

　だけど構うもんか。ステラはもう我慢できなかった。

　怒りで燃える瞳で観客席を睨み付け、火を吐くように言葉をぶつける。

「ＦランクがＡランクに勝てるわけがない？　そんなの、アンタ達が勝手に決めつけた格付けじゃないのッ！　アタシ達天才には何をやっても勝てない。そうやって勝手に枠にはめて、自分自身の諦めを正当化しているだけ！　そうやってお前達が諦めるのは勝手よ。だけどお前達の諦めを理由にイッキの強さを否定するなァッ!!」

　それだけは許さない。絶対に許さない。

　だって一輝は此処にいる誰よりも劣っているのに、その諦めを否定し続けてきたのだから！

　すべての人間から嘲笑わらわれ、お前は無価値だと罵られても、才能は乗り越えられる壁だと、自分なら超えられると、そう一輝は自分の価値を信じ続けた。

　そしてその途方もない道行きの果てに、彼は得たのだ。

　どんな才能かべにも負けない、最強の一分間を。

　あの日見た一輝の魂の輝きは、今もまだステラのまぶたに焼き付いている。

　あれほど他人を強いと思った瞬間はない。あれほど他人に憧れた瞬間もない。

　それがどれだけ誇り高いことか、ステラにはわかるから──

「才能なんてその人間のほんの一部でしかない。そんな小さなモノにしがみついているアンタ達に、イッキの強さがわかるわけがないッ！　理解できるわけがない！　だからそんな知った風な口で、──アタシの大好きな騎士をバカにするなァッッ!!」


「ステラ…………」



　噴き出す感情のままに叩き付けられた言葉に、弾かれたように一輝が顔を上げる。

　その一輝の表情に、ステラの胸がズキンと痛む。

「なに、情けない顔してんのよ……っ！」

　その表情は今にも崩れ落ちそうな弱々しいものだった。

　無理もない。

　一輝だってまだ自分と同じ、子供と言っていい年齢なんだ。

　どれだけ強がったところで、どれだけ鋼のような意志を持っていたところで──

　心まで鋼でできているワケじゃない。

　罵声を浴びれば傷つくし、理不尽を受ければ心は痛む。

　そしてその傷みは、この道を歩み続ける限り一輝を常に苛さいなむものだ。

　ここで負けて折れてしまった方が、黒鉄一輝という人間のためなのかもしれない。


　だけど────だけど…………！



「イッキ言ったじゃないの……ッ。他人に何を言われても、自分を諦めないって……！　アタシ、そんなイッキとならどこまでも上を目指していけるって思ったのよ！　だからこんな奴らに好き勝手言われたくらいで、そんな、諦めたような顔するんじゃないわよッ！　アタシはそんな弱い男に負けたつもりはないわ!!　アタシが、……っ、アタシが憧れたのは、……アタシが好きになったのは、いつだって上を向いて、自分自身を誇り続ける黒鉄一輝という騎士なんだから!!　──だからッッ




　アタシの前ではずっと格好いいアンタのままでいなさいよこのバカァアァアァッ!!!!!!」




　それでも、一輝と一緒に目指していきたい場所があるから──

　だからステラはありったけの想いを込めて叫んだ。

　黒鉄一輝という男の価値を信じる人間は、もう一輝一人ではないのだと。

　その瞬間──

　ゴンッ！　と一輝が自分のこぶしで自分の顔面を、音が響く程に強く殴りつけた。

『『『なッ!?!?』』』

　突然の奇行にその場にいた全員が驚きの声を上げる。

　一体何をしているのか。疑問の視線の中で、一輝は──

「ありがとう。ステラ。……いい活が入った」

　ゆっくりと、しかし力強く立ち上がった。





◆






　立ち上がり、一輝は自分を叱咤しったしてくれた赤い髪の少女を見つめる。

　ステラの紅蓮の瞳からは、ぽろぽろと、光の雫しずくが零れていた。

　それが誰のために流されているものなのか。誰の心を悼いたんで流しているものなのか。

　それがわからないほど一輝は鈍くない。

　だが、その痛みを得ながらも、ステラはこう言ったのだ。

　戦えと。

　一輝が歩む道の困難さも、その険しさもステラはすべて承知している。

　その上で、なお戦えと。そう、望んでくれた。

（そんなことを言ってくれる人が、龍馬りょうまさん以外にいるなんて……）

　……この戦いに負けたら、すべてが無意味になると思っていた。


　自分のこれまでのすべてが否定されるものだと思って、…………怖かった。



　だけど、それは間違いだった。

　確かに、魔導騎士になるという目標には遠のいてしまうかもしれない。

　だが、決してその目標に向かって歩んだ日々は無意味にならない。だって、

（こんな僕の生き方を『好きだ』と言ってくれる女の子に出会えたのだから！）

　それを自覚した瞬間、ガチリ、と一輝は己の心と体が噛み合う手応えを感じた。

　恐怖と緊張で曇っていた思考が、驚くほどクリアになる。

　身体は傷つき、血を流してもはやスクラップ寸前だが、……思うように動く。

　一輝のコンディションは、ここにきてようやく最高潮に達した。

　だったら──まだ諦めるのは早い。早すぎる。

　まだ、やれることは残っている。

　黒鉄一輝にしかできないことが残っている。

　ならやろう。最後まで前のめりに。

　たとえどれほど手酷てひどくやられても、全力で挑んだ末の敗北ならば傷が癒いえれば再び戦える。




　だけど自分自身に負けてつけられる『逃げ傷』は、生涯残る騎士の恥だ!!





「おおぉおぉおぉおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!」



　一輝は雄叫びを上げ、己を奮い立たせる。

　体中の肉から、血から、細胞の一つ一つから、魔力をかき集めて一瞬の中に燃やし尽くす。

　噴き上がる蒼あおい焔ほのお。

　黒鉄一輝が持つ、たった一度きりの伐刀絶技ノウブルアーツ《一刀修羅いっとうしゅら》の光。

　この勝負を此処ここで終わらせるという決意を込めて、一輝は宣言する。







[image: ]







「僕の最弱さいきょうを以て、君の最強を捕まえる。──勝負だ。桐原君！」




『おぉぉっとォ！　ここでもう敗北するしかないと思われていた黒鉄選手が大きく仕掛けた！　あのＡランク騎士ステラ・ヴァーミリオンを打ち破った黒鉄一輝選手の伐刀絶技ノウブルアーツ！　《一刀修羅》だァ!!　一日に一度しか使うことのできない大技！　それをここで持ってきたということは、まさか《狩人の森エリア・インビジブル》を破る方法を思いついたのでしょうかッッ!?』

　桐原一辺倒の流れが急変したことで、実況のトーンが跳ね上がる。

　月夜見も《狩人》の狩りの凄惨さに辟易へきえきしていたのだ。

　この流れを変えて欲しいと、一輝に内心で声援を送る。

　だが──残念ながら彼女の望むような《狩人の森エリア・インビジブル》を破る方法など、一輝にはなかった。

　それはできない。

《狩人の森エリア・インビジブル》はおそらく、対人最強の伐刀絶技ノウブルアーツ。

　そもそも《落第騎士》程度の力で破れる技じゃない。

　そしてそれは、桐原も理解している。

「捕まえる？　君のような《落第騎士ワーストワン》が、この《狩人》桐原静矢をか？　そんなことはできない。できもしないことを口にするもんじゃないぜ」

　そうだ。その通りだ。

　できもしないことをやろうとする。そこからして間違いなのだ。

　そんなことをするから、ややこしくなる。

　黒鉄一輝にできることは、はじめからただ一つ。たった一つだけだ。


「無駄な足掻あがきはもういいだろう。ボクも、いい加減君の泥臭い足掻きを見ているのも飽きてきた。そろそろ幕を引くことにしよう。……っと、そういえば狙う場所は教えるっていう約束だったね。そうだな…………次は」



　桐原の声に確かな殺意が宿る。

　今、弓に番つがえられているのは、おそらくこの勝負を決定づける必殺の一撃──

「──脳天だ。死にたくなかったら、避けてみろよ落ちこぼれェッ！」

　撃ち放たれる不可視の殺意。

　命すらも奪いかねない一矢は、まっすぐに一輝に向かって疾駆しっくする。

　しかし──そんなこと今はどうでもいい。

　見えないモノを見ようとしても、得られるモノなどありはしない。

　ならば、見えるものを見ろ。聞こえるものを聞け。

（思い出せ──）

　矢傷を受けた順序を、方角を──


（──思い出せ────）

　その痛みの深さを、角度を────

（────思い出せ──────）

　そのときの桐原の言葉を、声音こわねを──────



　そこにこの試合のすべてが詰まっている。

　剣技の型から剣術の歴史を紐解くように、順序と方角から敵の手順を導き出せ。

　太刀筋から流派の心得を学び取るように、負傷の角度と深さから立ち位置を逆算しろ。

　呼吸から創製の理念を盗み出すように、言葉と声音から思考回路を暴き返せ。


　そしてそれら全てと、事前に穴が空くほど研究した傾向、性格、技、趣向もろもろの情報を統合し解析し理解し尽くし────桐原静矢という人間そのものを掌握しろ！



　やれないわけがない。難しいはずもない。

　黒鉄一輝は、ずっと、もうずっと前から──そうやって戦ってきたのだからッ！

「っ……！」

　瞬間──《朧月》から放たれた矢が、一輝に突き刺さった。

　刺さった位置は、……脳天ではなく心臓。

　そう、桐原は《狩人》と呼ばれる冷静さと冷徹さをもって、最後の一撃に罠わなを仕掛けた。

　もはや相手は死に体だが、それでも、万が一にもし損じることがないように。

　頭狙いと言いつつ、心臓目掛けて矢を放ったのだ。

　不可視の上にフェイント。もはや避けられる要素などどこにもない。


《狩人》の狙い通り不可視の殺意は一輝の心臓を穿ち────

「…………は？」



　その間の抜けた声は、桐原静矢の口から零れた。

　眼前の不可解に、思考がついて行けなかったのだ。

　だが、それも当然。決して避けられることも、受けられることもない、必殺の一撃が──

　胸を穿つ寸前に、一輝の左手に掴まれてその動きを止めていたのだから。


「な、なんで…………」



　なんでそんなことが起こり得るのか。

　こんなあり得ないことが、起こっているのか。

　理解を超えた現実に、愕然がくぜんとする《狩人》に対し、




「……やっぱりね。桐原君なら、ここは必ず曲げてくると思った」




　ぽつりと、血まみれの騎士が呟く。


「なに…………言って…………、──────ッッ!?」



　瞬間、桐原は己の背筋にムカデが這い回るような感覚に戦慄せんりつした。

　一輝の双眸そうぼうが、寸分すんぶん狂わず知覚できないはずの自分自身を射貫いていたから。


「ま、さか…………っ」



　これまで味わったことのない焦燥しょうそうに体中から冷たい汗が噴き出る。

　ガタガタと、背筋から這い上る悪寒に四肢が震えだす。

　揺れる視界の中で、

「……ああ、捕まえた。そして、僕はもう君を逃さない」

　血まみれの騎士が、薄く笑った。





◆






『ななな、なんとーーー！　黒鉄選手、見えないはずの矢を掴んだ！　これは一体どういうことでしょう！　実況席の私からも、未だに桐原選手の姿は見えておりません！　完全ステルス《狩人の森エリア・インビジブル》は今なお健在!!　しかし、実況席には全体を把握するために監視カメラの映像が届けられています。そのカメラ越しに見る光景では明らかに黒鉄選手が来る矢に反応したことがわかります！　まさか本当に桐原選手の姿が見えているのかッ!?』


『あは、うはははは！　マジっすか！　本当にやりやがったよアイツ！』



　突然、会場に解説の西京が手を打って笑う声が響く。

『西京先生？　何か知っているんですか!?』

『くくく……！　うん知ってる。見ての通りさ。もう《狩人の森エリア・インビジブル》は役に立たない』

　その西京の言葉に、桐原が反射的に噛みつく。

「で、デタラメを言うなッ！　ボクの《狩人の森エリア・インビジブル》は無敵だ！　こんなＦランクのクズに見破れるはずがない！」

『あははっ。うんそうだね。そりゃうちもそう思う。桐やんの《狩人の森エリア・インビジブル》は対人戦最強の伐刀絶技ノウブルアーツだよ。そりゃ自信を持っていいさ。だって《狩人の森エリア・インビジブル》は見破られてなんかいないもの。そう、見破られたのは──《狩人》本人の方だからね』

「一体アンタは何を言って──」

『おやおや以外とニブチンだね桐やん。お姫さまと黒坊の戦いは見たっしょ？　あのとき、黒坊はお姫さまの《皇室剣技インペリアルアーツ》を見て盗んだ。だけど剣術を盗むってのは、ただ型を真似ればいいってモノじゃない。型や太刀筋から積み重ねられた歴史を紐解き、そこに至る思想をくみ取り、根幹に座す『理』を暴き返す。それが剣術を盗むということ。……そして今、黒坊はこれと全く同じことをした。戦いながら、桐原静矢という人間を盗んだ。そうだろ？　黒坊』

《模倣剣技ブレイドスティール》を人間に対して使用した。

　その荒唐無稽な西京の言葉を──

「ええ、まあ。そんなところです」

　一輝は頷きをもって肯定した。

「ば、馬鹿な……！　そんなこと、できるわけがない……ッ！　大体お前にはボクの姿だって見えないはずなのに……ッ！」

「別に姿が見えなくても、今桐原君がどこにいるかを知るのはそう難しいことじゃない。桐原君はたくさん足跡を残しているからね」

「あし、あと……？」

「僕につけた傷だよ。傷を受けた順番は君の手順を。角度は君の方角を。そして威力は君との距離を教えてくれる。この足跡を辿れば《狩人》が今いる位置を見抜くことは容易たやすい。そこまでわかればもう見えているのと同じだ。だったらいつも通りのことをすればいい。

　剣術だって人間だって、構造は同じだ。全ての行動の根幹を司る『理』がある。価値観と言ってもいい。それをその人の行動や趣向、言葉の端々はしばしから辿たどり、理解すれば、その人が今何を考えているか、自分がどう動けば、どういう手を講じてくるか、往くか戻るか、攻めるか守るか──ありとあらゆる行動全てが手に取るようにわかる。そう例えば今この瞬間、桐原君が三歩後ろに下がったことがわかるように」


「～～～～～～～～～～っっ!?」



　あっさりと言い放つ一輝に桐原は身も凍るような恐怖を感じ、声にならない悲鳴を漏らす。

　それは一輝が言ったことが、紛れもない事実だったから。

　しかし、見抜かれるのも当然。『理』とはその場その場の考えではない。

　その人間の思考回路、その根底に根ざす『絶対価値観アイデンティティ』だ。

　これは一朝一夕で変革できるものではない。

　本人がどれだけ裏をかいたつもりだろうが、結局その『裏をかこう』とする思考そのものが『絶対価値観』から生じている以上、一輝の知覚を逃れられない。

　相手の『絶対価値観』を盗み出すことにより、思考や感情の全てを掌握する。

　名付けるならば《完全掌握パーフェクトヴィジョン》。

　その力を前に、桐原はようやく理解した。

　黒鉄一輝という騎士の真の怖さは、剣術でも、ましてや一分間のブーストなどではない。

　見るものすべての本質を暴き返す、照魔鏡が如き洞察眼なのだと。

　その照魔鏡は、今や不可視の《狩人》すらも捉えた。故に──、

「君の器は見切った。この勝負は、僕の勝ちだ!!」

　宣言し、爆はぜるような速度で駆けだした。

　まっすぐに、逃げ場を失った狩人に牙を突き立てるために！


「く、くるなぁぁあああああぁあああああああああ!!!!」



　対し、《狩人》は最後の抵抗を試みる。《朧月》がギチギチと悲鳴を上げるほどに力強く弓を引き絞って、ありったけの魔力をこめた一矢を上空に向かって撃ち放つ。

　瞬間、撃ち放たれた矢は中空で爆ぜ、百を超える不可視の光の鏃となり、驟雨しゅううが如く一輝目掛けて降り注いだ。戦場の石材が穿たれ、砕け、巻き上げられてはまた砕かれる。降り注ぐ破壊の雨に、法則性などはない。

　伐刀絶技ノウブルアーツ《驟雨烈光閃ミリオンレイン》。

　百の鏃による無差別範囲攻撃。

　考えが読まれているなら、考えずに絨毯爆撃じゅうたんばくげきを行えばいい。

　それが桐原の導き出した結論。それは正しい。正しいはずだ。なのに──

「なんで、なんで当たらないッッ!?」

　迫る不可視の鏃を一輝は悉ことごとく斬り払い、僅かも立ち止まらず破壊の驟雨を走り抜ける。巻き上がる砂塵を突き抜ける。当然だ。一輝には、──真実、全てが見えている。

「無駄だよ。どれだけ無心を心がけても、倒したい。殺したい。その怯えた心が叫ぶ殺意の誘惑は押さえられない。だがらどれだけ無意識で撃っているつもりでも、そこにはどうしても殺意という名の意志が宿る」

　そして意志が介在する以上、《完全掌握パーフェクトヴィジョン》はそれを寸分違わず撃ち落とす。

　そもそも『無意識・無殺意』で敵を攻撃するというのは、ある種の武の境地だ。

　桐原程度が至れる領域ではない。

　結局桐原は射掛ける矢の本数を増やしただけのこと。

「そんなものが百になろうが千になろうが、僕の《一刀修羅》は苦にしない！」

　あらゆる抵抗はもはや無意味。卓越した棋士が百手先を読むように、一輝にはこの盤面たたかいの終局図が見えている！

「まて、待て！　止まれ！　止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれ止まれって言ってるのがきこえねえのかよぉおぉぉお!!　ふざけんなふざけるな！　このボクがＦランクの落ちこぼれに負けられるか！　お前と違ってボクは期待だってされてるし！　お前みたいななんにもないクズと違って失うものがあるんだよッッ！　お前なんかが、ボクに勝っていいわけないだろうがぁああ！　だから止まれよぉぉぉおお!!!!」

　止まらない。止められない。

　桐原にもう一輝は止められない！

「お、おい！　冗談だろ!?　なあ！　やめようよ！　もうやめよう！　そんな、それ、刃物だぞ!?　そんなんで人を斬ったら、大変なことになるだろ!?　普通じゃないってこんなの！　どうかしてるって!!　だからやめよう！　そ、そうだ！　ジャンケンで決めよう!!　それがいいよ！　なあ黒鉄君！　僕たちは元クラスメイト、友達じゃないかッ!!」

　聞く耳持たない。

　この場に上がってくる覚悟を問うたのは誰だったか。

　リングに立つ時点で、騎士は斬る覚悟と斬られる覚悟を済ませてくる。

　だから、一輝は容赦しない。


　黒い刃は桐原の抵抗をすべて斬り払い、ついに桐原を剣の間合いに捉えると────

「ハァアアアアアアアアアアアアアアア!!!!」

「ひ、ヒィィィィィイィィィイイイイイイイ！　や、ヤメロオオオォォオォオオオオ!!!!　わかった！　ボクの負けでいい！　ボクの負けでいいから痛いのはいやだあああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」



　ザン、と一閃いっせんを振り下ろした。

　瞬間、一輝が斬り払った空間が光を放ち、その光の中から桐原の身体が現れると、……彼はそのまま地面に仰向けに倒れ込んだ。

　もはや意識はなく、白目をむき、口からは泡を噴いているが、……太刀傷はない。

　鼻の頭の皮膚が出血すらしない程度に浅く切れているだけだ。

　桐原が降参するのはわかっていた。

　だから一輝には、はじめから桐原を斬るつもりなど無かったのだ。なのに、

（一ミリばかり、予測と距離がずれてたな）

　傷つけるつもりはなかったのに、僅かに刃が届いてしまった。

　やはり矢の威力だけで距離を読み切るのは難しい。

（僕もまだまだ修行が足りない）

　一輝はそう自らの至らなさを戒いましめた。

　こうして、《狩人》は刃持つ獣の前に倒れ──

「桐原静矢、戦闘不能！　勝者、黒鉄一輝!!」

　レフェリーにより、一輝の初戦勝利が宣言された。





◆






『試合終了ォォォ！　勝ったのはなんと、Ｆランク騎士・黒鉄一輝選手!!　去年までは授業を受けることすら禁止されていた黒鉄選手が、自分たちの世代の最強騎士を死戦の末討ち取り、見事公式戦初白星を獲得しました!!』

　自分の勝利が告げられた瞬間──

　今まで一輝を繋ぎ止めていたものがプツリと切れた。

　試合による重傷。大量出血。《一刀修羅》の反動による極度の疲労。

　今まで気迫だけで押し殺していたものが一斉に襲いかかり、


『おめでとうございます……って！　あああああ！　黒鉄選手がリングに崩れ落ちました！　今の倒れ方かなり不味くないですか!?』



『やっべえっ。医療班!!　さっさとそいつ『カプセル』にぶち込んで！』

　西京の指示を受け、施設職員が一輝の身体を担架たんかに乗せて運び出す。

　カプセルこと治療設備であるiPS再生槽は各訓練場に十分な数設置されているので、最悪の事態にはならないだろう。

　勝者が担架で担ぎ出されたあと、リングに残ったのは未だ気絶したままの桐原一人。

　その桐原も職員の手によりずるずるとリングから引きずり出されていく。

『今、桐原選手の方もリングから去っていきます。今年も七星剣武祭代表の有力候補と思われていた桐原選手にとってはまさかの敗北だったでしょう！　よほどショックだったのか、傷を受けたわけではないようですが、未だに起き上がる気配がありません！』

　その様子を観客席から見つめていた桐原応援団の一人が呟いた。


「なんか…………だっさい」



「最後の方、泣いてなかった？　痛いのはいやだーって」

「正直幻滅げんめつ……」

「帰ろ帰ろ。なんかもう冷めちゃった」

『あらら、応援団の女の子達がゾロゾロと帰って行きます。うーん困りましたね。誰か友達に引き取っていただきたいのですが』

『怪我してるわけじゃないしー、そのうち目ェさますよ』

『……それもそうですね。──えー、それでは、これにて本日の第四試合を終了します。リングの清掃の後、第五試合を開始いたしますので、出場される選手は準備をお願いします』

　アナウンスしてから、実況の月夜見はマイクを切り、

「ふぅ。いや……すごい試合でしたね。まさか桐原選手の無傷完勝パーフェクトゲームを支えていた《狩人の森エリア・インビジブル》がＦランク騎士に破られるなんて。予想もしてませんでした」

　肩の力を抜いて、隣の西京に話しかけた。だが──

　解説席には『満足したから帰る』という書き置きが残されているだけだった。


「もういやぁああああーっ！　誰か実況代わってぇぇえええッ！」
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　月夜見が悲鳴を上げた頃、観客の生徒たちも次々と、第四訓練場から立ち去る。

　集まった観客の大半が、この試合を見にやってきたのだから当然と言えば当然だ。

　だが、その流れの中で動かずに足を止めている二人がいた。

　珠雫と、有栖院だ。

「ここまで露骨に観客が減ると、次に試合をする人が少し気の毒になるわね」

　有栖院は人の動きに目をやりながら呟き、

「それで、……珠雫は病室に行かないの？」

　隣に立つ小柄な少女に尋ねる。

　問いかけに、珠雫は小さく首を横に振った。

「……行ってもどうせ眠っているもの」

「眠っていても、こういうときは側にいたいと思うのが女心、でしょう？　ステラちゃんは走って追いかけていったしね。……もしかして、二人きりにさせてあげようって思ってる？」

　さらに一歩踏み込んで問いかけると、珠雫はふてくされたように頬を膨ふくらませ、ぷいっ、とそっぽを向いた。

「今日は、……特別よ。あの女が勝たせてくれたみたいなものだし」


　それに…………甚はなはだ不本意ではあるが、珠雫も嬉しかったのだ。



　誰にも理解されなかった、誰一人として理解しようとしなかった兄の心を、その生き方を、この大衆の前で、堂々と『好きだ』と言ってくれたステラの行動が。

　だから、すぐにでも駆けつけたい、側にいたいという思いを堪こらえて、この場に留まった。

　今日だけは、あの二人の邪魔をしたくなかったから。

「だけど、本当に今日だけよっ」

「フフフ。……珠雫」

「なによ。負け犬とでも言うつもり？」

「ううん。……あのね。あたし、珠雫のそういうところすんごい好きよ」


「～～～～っ！　もう！　からかわないでちょうだいっ！」



　白すぎる頬を赤くして、珠雫はますますふてくされた。

「ふふ。ごめんなさい。もうこの件には触れないから機嫌直して？　それじゃあこれからどうする？　このまま次の試合も見ていく？」

「……あまり興味ないわ」

「だったらちょっと遠出して、二人で美味おいしいものでも食べに行く？　今日の祝勝会は一輝があれじゃあ、お流れ確実だし」

　カプセルを使えば傷はすぐに治るが、疲労はそう簡単に回復しない。

　たぶん、今日一日は昏睡したままだろう。

　そして、一輝が目を覚ますまで、ステラも彼の近くを離れようとはしないはずだ。

「あの二人を二人っきりにしてあげるんだから、そのくらいの贅沢ぜいたくはいいでしょ？」

「……お酒が美味しいところがいいわ。私、もう元服げんぷくしてるし」

「うふふ。わかったわ。とっても雰囲気のいい店知ってるから、期待してて」

「……先に言っておくけど、たぶん私、数時間後あの雌豚と兄さんを二人きりにしたこと絶対後悔するから。絶対後悔してものすごく荒れると思うから。悪いけど覚悟しててよ？」

「うふふ。それはそれで楽しみね♪」

　じゃあ自室に帰って着替えましょうか、と二人は人の流れの後ろから出口を目指す。

　先を行く観客達の背中を見つめ、ふと珠雫が呟いた。

「……さっきお兄様を侮辱した奴らは、やっぱりまだお兄様の力を信じていないのかしら」

「さあ。どうかしらね。中にはやっぱり、自分の目で現実を目まの当たりにしても、それを信じようとしない人はいるでしょうね。……だけど七星の頂にふさわしい力を持った実力者たちは、全員が気づいたはず。そして記憶したはずよ。黒鉄一輝という騎士の名を。だから一輝はもう、今までみたいなただの《落第騎士》には戻れないわ。絶対にね」

　有栖院の言葉は正しかった。

　今日この日を境に、ネットの片隅で《落第騎士》はもう一つの通り名を持つようになる。

《無冠の剣王アナザーワン》

　その通り名は、一輝がもうただの《落第騎士》には戻れないことを示していた。

　当然だ。黒鉄一輝は七星剣武祭代表最有力候補の一角を落としたのだから。
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　第四訓練場の観客席。

　そこの階段を、からんころんと音を立てながら昇る小柄な赤い人影がある。

「いやいやぁ、今日はホントすごいものを見ちゃったわー。まさか対人最強の伐刀絶技ノウブルアーツを持つ《狩人》をＦランクの《落第騎士》が倒しちゃうなんて……。しかもあんな常識外れな方法で。試合中に相手のアイデンティティを看破かんぱするなんて人間業わざじゃないっしょ」

　言わずもがな。それは解説席から失踪した西京寧音だ。

　彼女は長い髪を揺らしながら、先ほどの試合について熱の籠もった独り言をもらす。

「Ａ級リーグでもこんなことできる奴いないって。いやいや、くーちゃんの隠し球なだけあるわぁ。これは選抜戦が楽しみだぁね～。でも次はもっと強い相手との対戦をして欲しいねぇ。例えばそう、……この学園の生徒会長とか」

　そして、観客席の最上階までたどり着くと、

「みんなもそう思うんじゃない？　破軍学園生徒会執行部のみんなも、さ」

　その場に居た四人の騎士に、含みのある笑みを向けた。

　その四人は訓練場を去っていく生徒達と比べ、明らかに纏っている魔力の質が違った。

　それも当然。彼らは一人一人が二つ名持ちにして、破軍学園の生徒会役員──

　副会長《観測不能フィフティ／フィフティ》御祓泡沫みそぎうたかた。

　会計《紅の淑女シャルラッハフラウ》貴徳原とうとくばらカナタ。

　書記《城砕きデストロイヤー》砕城雷さいじょういかずち。

　庶務《速度中毒ランナーズハイ》兎丸恋々とまるれんれん。

　破軍学園きっての実力者たちだ。

「とーかちゃんがここにいないのが残念だね。今日の試合、見て欲しかったよ。この選抜戦、とーかちゃんのライバルになるのは黒坊なんじゃないかって、うちの勘かんが言ってるからさ」

　その言葉に小学生……いやもしかすると幼稚園児ほどに小柄な少年、御祓泡沫が噴き出す。

「アハハ☆　西京せんせーは意地が悪いなぁ」

「クスクス。ええ全く。折角せっかくあんな健気に頑張ってるんですから、もっと大切にしてあげないと可哀想ですわよ？」

　追随して、小柄な泡沫の隣に立つ背の高い金髪の少女──、まるでフランスの貴婦人のような純白のドレスを身に纏い、屋内だというのに日傘をさした貴徳原カナタが笑う。

「ふぅん。大した自信だぁね。やっぱり前年度七星剣武祭ベスト４の壁は厚い？」

「アハハ☆　西京せんせーはホント意地が悪い。わかってるくせにぃ」

「本当ですわね。去年の成績云々うんぬんなんて関係ありません。それ以前の問題ですわ」

「と、いうと？」

「至極簡単なことですわ。どれほど爪が鋭かろうが、牙が鋭かろうが、……ネズミが獅子に勝てる道理がありまして？」

　告げて、貴徳原は僅かに顔を上げ、遠くを見るように碧眼を細めた。

「歯牙しがにもかけませんよ。我らが姫は仰ぎ見る程に貴たかく、霞むほどに遠いお方なのですから」
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「…………っ」



　光が滲にじむように広がる覚醒かくせいの兆候に、一輝いっきは抗あらがわずまぶたを開いた。

　目の前には薄闇に浮かぶ見知らぬ天井。

（ここは、医務室か）

　その通りだ。試合のあと倒れた一輝は、すぐにカプセルで外傷の処置をされ、そのままこの医務室のベッドに運び込まれた。

　首を回し、窓を見上げるともう外には丸い月が出ていた。

　あれから何時間も眠っていたらしい。

（結構派手にやられたからなぁ）

　だけど、身体の痛みはもう全く感じない。どうやら傷は完治しているらしい。

　かなり激しく痛めつけられたが、あの程度はカプセルを用いれば怪我の内に入らないようだ。

　もっとも、疲労による気怠けだるさは鉛のように身体に残っているが。

「……すぅ」

「ん？」

　ふと、薄闇に聞き慣れた吐息といきが聞こえる。

　なんだと？　と怠さの残る身体を持ち上げると、

「ステラ……」

　ベッドの隣の椅子で、ステラが船をこいでいた。

　完全に気を失う直前の記憶には、担架に乗せられ、運ばれる自分に何か声をかけてくれていた彼女の姿がある。

（……あれからずっと、一緒にいてくれたのか）

　そのことを思うと、一輝は胸を締め付けられるような愛いとおしさを感じる。

「あ」

　よく見れば、微睡まどろむステラの唇によだれが垂れている。

　お姫さまも眠るときは無防備らしい。

　しかし、ステラにしてみればこの姿を見られるのは不本意だろう。

　一輝はポケットを探り、ハンカチを取り出すと、なるべくステラを起こさないようにそぉっと垂れた唾液を拭き取る。が──


「ん…………ぅ、……ふぁ」



　やはり眠りが浅かったのか、唇にハンカチが触れた途端ステラは目を覚ましてしまった。

「ごめん。起こしちゃったね」


「イッキ…………？」



　覚醒したステラはしばらく寝ぼけてぼんやりしていたが、ゆっくりと視線を自分の唾液で少し濡れたハンカチに移すと、


「～～～～～～～～～～っっっ!!!!」



　ボンッ！　と顔を真っ赤にして一輝からハンカチをひったくった。

「……なんか見た？」

　見たといったら斬りかかってきそうな殺気を孕はらんだ問いかけに、一輝もたじろぐ。

「な、何も見てない」

「うそ」


「…………うん……ごめん」

「ぅぅ～～～～～～～～～っ！」



　素直に答えるとステラはますます顔を茹ゆだらせて、ごしごしと口元をぬぐった。

「もう最悪っ！　なんてタイミングで目を覚ますのよ！　間が悪すぎ！」

「クレームを付けられても、こればかりは自分ではいかんともしがたいよ……」

「うっさいバカっ！　ハンカチは別の今度買って返すから！」

「え？　いいよそのくらい。気にしないし」

「アタシが気にするのよッッ！」

「あ、はい。すいません」

　ガルル！　と牙をむくステラに一輝も引き下がるしかなかった。

　そうして会話が一瞬途切れると今度は、きゅるるる～、とステラのお腹から可愛らしい音が無音の医務室に響いた。


「いや～～～～～～～！　もうなんなのこれ～～～～～～ッ！」



「ステラ、落ち着いてっ。ここ僕以外いないけど一応病室だから」

「起きた瞬間こんな目にあったら泣きたくもなるわよ！　それもこれもイッキが全部悪いのよッ！　何よアンタ！　あんな奴にいいようにベコベコにされてっ！　ばかっばかっ！」

　ポカポカとまるっこいこぶしで一輝にあたるステラ。

　ちょっと痛かったが、空腹を堪こらえてまでずっと自分の側にいてくれたステラに文句を言えるはずもない。一輝はステラの叱責しっせきに小さく頭を下げた。

「……ホントにごめん。今日は格好悪いところばっかり見せて、心配させたね」

「心配なんてしてないわよ！　あのくらいの怪我、カプセルがあるんだったら掠かすり傷みたいなものだし……っ！」

「でも、ずっと一緒にいてくれたんだよね」

　先ほど悲鳴を上げたお腹に視線をやられて、ステラはバツが悪そうにそっぽを向く。

「し、仕方なくよ！　忘れたの？　アタシはアンタの下僕なんだから、下僕が主人を看病するのは当たり前のことなんだから。だからお礼を言われるようなことじゃないわ！」

「いいや。言わせて欲しい。今日はステラがいてくれなかったら、本当に危なかった」

　あのとき、自分が折れそうになっていたとき、彼女が叫んでくれたから。

　こんな不器用な自分が好きだと、言ってくれたから──

　だからこそ一輝もまた、周りの大人達にお前は無価値だと言われながらも、そこで『諦あきらめ』ではなく、『悔しさ』を感じる、そんな自分自身が好きだったことを思い出せたのだ。

　だから、──一輝にはどうしても伝えたいことがあった。

「ねえ。ステラ」

「だからお礼なんていらないって──」

　いいや。伝えたいのは、お礼の言葉なんかじゃなくて、




「僕も、──ステラが好きだ」




　自分の生き方を好きだと言ってくれた彼女に対する、素直な気持ちだった。


「………………………………」



　突然の告白に、ステラの顔からすべての表情が抜け落ちる。

　あまりに唐突だったので、理解が追いつかない。

　だが、じんわりと理解が脳に染み渡り、


「ひゃぅ…………！」



　悲鳴のような声を上げて、ステラは椅子から転げ落ちて尻餅をついた。

「わっ、だ、大丈夫かいステラ!?」

「ば、ばば、ばかぁ！　い、イッキ今、自分が何を言ってるか、わ、わかってるの!?」

「うん。わかってる。僕は、君のことが好きだ。ステラ」

　もう一輝は腹をくくっているのか、言葉に照れがない。

　だがこんなこと言われると予想していなかったステラは先ほどとは比較にならないほど頬を紅潮させて、あわあわとしどろもどろに戸惑う。

「い、言っておくけど、あ、アレよ!?　アタシの、アレは、イッキの生き方というか、志こころざしというか、なんか、そーいうのを好きって言ったのよッ!?　べ、別にイッキのことを、その…………だ、だだだだ、男性として、好きとか、そーいうんじゃないのよッ!?　だ、大体アタシは一国の姫であって、庶民と恋愛とか、そんなの、あ、あり得ないしッ！」

「うん」

　一輝は頷うなずく。

「それもわかってる。僕は自分の家にも帰れない根無し草だし、ステラにはステラの事情や立場がある。だから、今まで口にできなかったんだ。だけど──今日は我慢できなかった」

　この愛おしさは、覆い隠すには大きすぎた。

「どうしても今、口にしておきたかったんだ。僕は君に出会えて、本当に幸せだって。今言わないともう二度と口にできない気がしたから。……だからもちろん答えは求めない」

　もちろんこの場でバッサリ切り捨てられるのも覚悟の上だ。

　そりゃ、ふられたら辛いが、この大きすぎる感謝を伝えずにいるよりずっといい。

　そう思い、一輝は自分の気持ちを言葉にした。すると、


「…………ずるい」



　じろりと、頬を膨ふくらませたステラに睨にらまれてしまう。

「ずるい？」

「……自分だけ、素直になるなんて、ずるいわよ」

「？？？」

　ステラが何を言っているのか、一輝にはまるでわからない。

　ただ、なんだかステラの機嫌がひどく悪いような気がする。

　やはり、自分のような庶民以下の根無し草に言い寄られて迷惑だったのだろうか。

「ちょっと、目を、瞑つむりなさい」

（殴られるっ!?）

「あ、あの、ステラ。ごめん。不愉快にさせたなら──」

「いいから目を瞑れって言ってんのッ!!!!」

「わ、わかりましたっ！」

　ステラの声には時折有無を言わせない強制力がある。

　皇族のスキルなのだろうか。


　一輝は少しびびりながら目を瞑ると、しばしの沈黙のあと────






　ちゅ




　柔らかく湿った感触が、頬に触れた。


（え…………）



　驚きに一輝は目を見開く。

　眼前のステラは頬をリンゴのように真っ赤に染めていた。


「す、ステラ…………今の…………っ」



　問い返すまでもなく、鈍い一輝にもさすがに今起こったことはわかる。

　ステラが、一輝の頬に口づけをしたのだ。

　だが、それはステラがそんなことをしてくるなんて、一輝は思っても見なかったものだから、ただ唖然あぜんと、阿呆のようにステラを見つめるだけで、何も言えなくなってしまう。
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　そんな一輝にステラは濡れた瞳で、

「か、勘違いしないでよねっ。今のは、下僕とかご主人様とか皇女とか……そんなの関係ない。アタシが、したいと思ってしたこと、だから。い、言っておくけど、アタシは、たとえ命令されたって、絶対こんなことしないんだからね……っ」

「……つまり、それって、オッケーってこと？」

　その問いに、ステラは潤んだ瞳を伏せ、恥ずかしさで頬を真っ赤にしながらも、小さく、本当に小さく────だが確かに『こくん』と頷いた。

「……だ、だけど、ね？　その……アタシは男の子とお付き合いなんてしたことないから、もしかしたら、すっごい幻滅させるかも」

「そ、そんなこと絶対ないよ！　それに……僕も、女の子と付き合ったことなんかないし」

　そう。一輝も今まで恋人なんて作ったことない。

　ファーストキスは……この間妹に奪われたが、女性経験なんて皆無に等しい。

　そのことを素直に話すと、

「じゃあ、アタシがイッキの初めての恋人なんだ？」

「う、うん」


「そう、なんだ。…………えへへ。なんか、うれし……」



　ステラは本当に嬉しそうに眼を細め、頬を緩ませた。


「ごめん。────ちょっと今のステラ、可愛すぎて我慢できない」



「きゃあっ!?」

　もう押さえが効かなかった。

　ステラの言葉が終わるのを待たずに、一輝は彼女の身体を引き寄せ、抱きしめる。

「ありがとう。すごく嬉しいよ」

「……もう。こんな強引なの今日だけよ？　次からは優しくしてくれなきゃ噛かみつくからね」

　呆れたようにため息をつくと、ステラもゆっくりと一輝の背中に手を回し、彼の抱擁を受け入れる。

　ステラの身体は暖かく、柔らかく、……しかし燃える炎のような強さを感じる。

　その温度が、愛おしくてたまらない。


　そして……だからこそ────



「ねえ、ステラ」


「…………なによ」



「さっき、僕と一緒ならどこまでも上を目指していけるって言ってくれたよね」

「……うん」

「僕もだ。僕も、ステラとなら、どこまでも強くなれる気がする」

　だから、

「だから行こう。二人で。騎士の高みへ」

　そして、





「そしてその頂を巡る最後の戦いで、────僕は君と戦いたい」






　少し身体を離し、まっすぐにステラの緋色の瞳に告げた。

　共に歩み、共に高め合い、そしていつか、再び相見あいまみえようと。

　最初、真紅の瞳は驚きに見開かれていたが、それが徐々に揺らめきを宿す。

　それは焔ほのおのような……強い闘志の光だ。

「……望むところよっ。今度は絶対、負けてなんてやらないんだからっ」

　一輝が望んだことを、ステラもまた心から望んでいた。

　誰よりも愛しているから。

　誰よりも尊敬しているから。

　だからこそ、目の前の騎士と、もう一度戦いたい、と。

　当然だ。彼女もまた、一輝と同じでどこまでも高みを目指す者なのだから。

　頂は一つ。ならば譲るつもりはない。

　故に二人は、耳が痛くなるほどの静寂の中、冴さえ冴ざえと輝く月に誓う。

　これから先、自分たちはまだ見ぬ数多あまたの強敵と戦うことになるだろう。

　だがその誰にも負けないことを。

　そしていずれ必ず、七星剣王を決するその決戦の場で、最愛のそして最高のライバルに再び巡り会うことを。




「「約束だ」」








あとがき






『落第騎士の英雄譚』で自分を知っていただいた方は、はじめまして。

『断罪のイクシード』『彼女の恋が放してくれない！』を購入し、今作もまた読んでくださった方はお久しぶりです。

　この度は海空の新シリーズ『落第騎士の英雄譚キャバルリィ』をご購読いただき、誠にありがとうございました。




　今作のコンセプトはずばり『異能バトルでスポーツモノ』です。




　実は『断罪のイクシード』で受賞したときから、こういう試合を勝ち上がって行き、成り上がっていくスポーツ形式の物語をやってみたかったんですよね。ＧＡでいうとあわむら赤光先生の『無限のリンケージ』みたいな感じのやつを！

　それが出来たので海空は大満足です！

　読者の皆様は満足して頂けたでしょうか。

　もし満足していただけたなら、是非ともこれからもこの落第騎士が歩む騎士道物語にお付き合いいただければ幸いです。




　またこの作品を書くにあたり、たくさんの人にご協力頂きました。

　この場を借りて謝辞を述べさせて頂きます。

　まず素敵な挿絵を描いてくださったをんさん。

　やれタイツを破れだの、やれタイツにガーターベルトを着けろだの、ブラだけじゃなくパンツも見たいんだよおぉぉ！　パンツも書いてよぉおぉお！（ステラストリップの挿絵）など、海空のやかましい注文に色々応えて、本当にありがとうございました！

　そしていつもいつもお世話になっている担当の小原さん。

　今回も作品のブラッシュアップを手伝っていただき、ありがとうございました。

　とくにあらすじは小原さんのおかげで最高の出来になったと思ってます！

　あと的確な指摘をくださった営業部の方も、とても助かりました！　感謝しています！

　最後に『落第騎士の英雄譚』を読んでくださった読者の皆さんに一番の感謝を。

　海空が本を出せるのは皆さんのおかげです。

　本当にありがとうございました！




　それではまた二巻でお会いしましょう！







著者


海空りく（みそら りく）



　日々ＰＣの熱暴走とＧの強襲に怯える山奥在住のラノベ作家。アシダカ軍曹の赴任はよ。




イラスト


をん



　福岡在住のイラストレーター。

　久し振りの挿絵なのでワクワクしながら描かせて頂きました。

　精一杯努めさせていただきます！

http://ashybrid.nobody.jp/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜アンケートページはこちら＞

https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=5366

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「海空りく先生」係

「をん先生」係




http://ga.sbcr.jp/novel/
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